





























































犬とハサミは使いよう Dog Ears 1
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　春はる海み和かず人ひとは読書バカである。




　一度死んで、ミニチュアダックスフンドの肉体に生まれ変わっても、本を読み続ける生き様は変わらない。

　天を突くような本棚の森林に見下ろされながら、左前足で本を押さえ、右前足でページをめくる。視神経の全すべてを焼き切れんばかりに動員して、本の世界に飛び込んでいく。

　端はたから見れば滑こつ稽けいな姿でも、本人にとっては極きわめて真剣な時間。

　それは、本と犬との命いのち懸がけの一騎打ち。

　ペラペラペラペラペラペラペラペラと。

　真剣な面おも持もちで、一ページずつ、一文字ずつ、読み進める。




『…………』

「どうしたの、マヌケ面さらして」

『いやさ、お前と会ってから結構色んなことがあったよなぁ、って思ってさ』

「あら、死ぬの？」

『何で!?』




　ふと思いついたことを口にしたら、驚きよう愕がくの反応が夏なつ野のさんから返って来やがった。

　単に過去を振り返るだけなのに、どうしてそんな危険な事態に陥おちいらなきゃいけないのか。あれか、俺はそんなに死にそうな顔をしているのか？　一回死んでるから他より少し死にやすいってのか？

　いやいやいや、俺の命はそんなに軽いものじゃないんだよ。犬だって大切な、みんなの仲間なんだよ。




『何だよ、今の会話に死ぬ要素無かっただろ！』

「だって、急に過去を思い出すようなことを口にするものだから……」

『だから何!?』

「てっきり何らかのフラグが立ったのかとばかり」

『勝手にフラグ立てるなよ！　俺は死なないって言ってんだろ！　お前の本を読むまでは！　絶対に！』




　現在俺の前に悠ゆう然ぜんと立っている夏野霧きり姫ひめ、その正体は秋あき山やま忍しのぶという、俺にとって最高の作家で。こいつの書く本こそ、俺の目指す最高の本である。

　秋山忍の『大罪シリーズ』。

　現代の怪物図書。

　その最終巻『色欲』をこの目で読むまでは、俺は死ぬことは許されないのだ。

　一度死んだ状態からミニチュアダックスフンドの肉体で復活したのも、きっとその執しゆう念ねんが俺の根こん底ていに流れていたからに違いない。

　だから俺は死なない。

　生きて、生き続けて、本を読むのだ。

　たとえ完結までどんなに時間がかかっても、俺は生きて、読んでみせる。




「まあ二〇〇年後ぐらいには完結してみせるわ」

『お願いだからもう少し早く書いてもらえませんかね』

「あ、駄だ目めだわ。さすがに二〇〇年後だと死んじゃってるかもしれない」

『……そうだね、さすがの夏野さんといえども、寿命には勝てないもんね』

「一九五年後までなら何とか」

『大して変わらねえ！　そこは人として死んどけよ！』

「うるさいわね。死んだら死んだで大人しく地じ獄ごくに行くだけよ」

『あ、地獄行きの自覚はあるんだ』

「だって、そっちの方が楽しそうじゃない？」

『テーマパーク扱いなの!?』

「まあ、地獄に行っても、私のやることは変わらないわ」

『何するってんだよ？』

「決まっているでしょ。地獄の編集者相手に、執しつ筆ぴつの続きよ」

『編集者って地獄にもいるの？』

「地獄編集部とか、地獄編集長とかとの戦いがあるかもしれないけれど大丈夫、制圧してみせるわ。地獄読者と、あと犬が待ってるものね」

『俺も地獄行きなの!?』




　そこが天国でも、地獄でも。

　きっと夏野は、本を書き続けて。

　そして俺は、本を読み続ける。

　たとえ命が終わっても。

　たとえ日常が終わっても。

　たとえ非日常が襲おそっても。

　たとえ世界が終わっても。

　本を読み続けるこの生涯が変わることはない。




　春海和人は今日も本を読む。
















　　　一一月　一日






　小さなリュックサックを背せ負おい、新しん稲いな葉ば商店街を走る。

　低い視界の中、時折通行人が足を止めて俺を指差すのが見える。携けい帯たい電でん話わで写真を撮とろうとしている奴までいる。見み世せ物ものじゃないんだぞ。まあ、確かに珍めずらしいかもしれないけれど。

　なんてったって、今の俺は犬だ。

　全体の毛色は黒。四し肢しの先、両目の上、顎あごの両側には茶色の毛。黒と茶色のミニチュアダックスフンド、それが今の春はる海み和かず人ひとの姿である。

　八月に起きたあの事件で一度死んで、犬の肉体で蘇よみがえってから約三カ月。この身体からだにも随ずい分ぶんと慣れた。最初は歩くのにも戸と惑まどったけれど、今では自分一匹だけでも外出が出来るくらいだ。

　とは言っても基本的には、引きこもってばかりの犬ライフ。犬は外で走り回るのがお仕事だとか言った奴はぜひとも労ろう働どう基き準じゆん監かん督とく署しよに出しゆつ頭とうしてもらいたい。

　そんな俺がわざわざ外出しているのには理由がある。いや、そもそも俺が外出する用事なんて一つしかない。唯一にして絶対。

　それは本を買う為ためだ！

　春海和人は読書バカである。

　犬になっても本を読む。犬であろうが本を読む。それは、犬に転生しても変わらない。俺と本との縁えんは死んだ程度では断ち切られない。

　俺に必要なのは衣・食・住ではなく読・食・住。いや、読・読・読だ。

　春海和人の生しよう涯がいは本を読む事に始まり、本を読む事によって終わるのだ。更に終わった後も本を読むのだ。

　ああ、本最高！　超最高！　蝶ちよう最高！




　さて今日は『電車の鉄人』の発売日。背中のリュックサックには買いたい本の名前が書かれた紙と、その代金、そして本ほん田だ書店のポイントカードが入っている。これさえあれば犬の俺でも本を買うことが出来るのだ。通販で頼めば楽なんだけど、これぞという本は自分で買いに行くようにしている。やはり本は書店で買ってこそだ。

　そうして目的地の新稲葉駅前にある書店に到着した。人間の姿の頃は毎日のように通っていた行きつけの店、それは犬の姿になっても変わらない。致ち命めい的てきなまでに商才の無いオッチャンこと、本田文ふみ夫おが店主を務める本田書店である。

　小さな店構えに反した大きな看かん板ばん、その隅すみの方に拳こぶしの跡あとがくっきり残ってるんだけど、あれは奥さんの仕し業わざだろうか。オッチャン、また何かやらかしたな。

　店の前でしばし逡しゆん巡じゆん。さてどうしよう。ここの自動ドア、ボロいせいで感度が悪いから、犬の身体だとなかなか反応しないんだよな。

　中にオッチャンがいないかなと、半透明の扉を覗のぞき込こもうとすると、向こうから自動ドアが開いた。小こ気き味みの好よい鈴の音が辺りに流れる。

『うわっ』

　急に現れた人影に思わず飛とび退のく。

「きゃっ」

　出てきた人影も、まさか足元に俺がいるとは思わなかったのだろう、小さな悲鳴をあげて店内に舞い戻った。

　ふう、あやうく踏まれるところだった。俺は踏まれるのが仕事の雑ざ魚こキャラじゃないんだぞ。

「……何だクロか、ビックリした」

　そう零こぼした人影を見上げる。ブルージーンズにベージュのシャツ、薄茶のカーディガンに『本田書店』と書かれたピンク色のエプロン、桜色のフレームの眼鏡めがね。伸ばした髪かみをポニーテールにまとめている。本田家姉妹の姉の方、本田桜さくらがそこにいた。















「ごめん、踏むところだったね」

　桜は俺を見ると、父親譲ゆずりの柔にゆう和わな笑みをひとつ浮かべ、俺の頭を撫なでてくる。ああ、柔らかい手の温ぬくもりが気持ちいい。太陽の手って感じだ。このまま眠りたい。

　……いや違う！　そんなことする為に来たんじゃない！　俺は本を買いに来たんだ！

　背負ったリュックサックを桜に向けて必死にアピール。

　ワタシハホンヲカイニキタノデス。

「今日もお使いなの？　どれどれ」

　そう言うと、桜は俺が背負ったリュックサックの口を開き、中から『電車の鉄人』と書かれた紙を取り出す。

「……相変わらず随分とマニアックな本を読むんだね、君のご主人様は」

　それを読むのはご主人様でなく俺なんですけどね。

「うん、ちょっと待っててね」

　そう言って、桜は『電車の鉄人』を探しに店内に戻っていった。

　どうやら今日は桜が店番をしているらしい。まあ、オッチャンが店番するよりは女子高生の桜が店番をする方が集客に繋つながるだろうから、この方がいいのかもしれない。いっそオッチャンは引退して、桜に店長の座を譲った方がいいんじゃないだろうか。

　ん、桜がいるってことは、今日って学校が休みなのか？

　今日は……そうか、土曜日だ。発売日のせいで日付はしっかり覚えていても、曜日だけはすっかり忘れてしまう。

　ん、土曜日？　学校が休み？

　ってことは、ひょっとして、あいつもいるのか？

　嫌な予感に頭のてっぺんの毛が妖よう怪かいアンテナのようにピンと逆立つ。まずい、早く買い物を済ませないといけない。じゃないとあいつが来ちゃう！

「はい、これだよね」

　桜は青色の装そう丁ていの本を手にして、こちらに向けて満面の笑みを送ってくる。

　よし、ナイス！　早くこっちに持ってくるんだ、あいつが現れる前に！

　桜は本を持ってレジカウンターの中に入ると、テキパキとレジ打ちを済ませる。そして俺のリュックサックの中に『電車の鉄人』と本田書店のポイントカードをしまうと、こちらの顔を覗き込んで深々と頭こうべを垂れた。

「お買い上げありがとうございました♪」

　うん、やっぱりオッチャンは店長の座を桜に譲った方がいいと思うんだよ。それだけで売り上げが違ってくるんじゃないだろうか。

　桜に自動ドアを開けてもらう。よし、用は済んだ、早くこの場からずらかろう。

　外に出ると即座にダッシュ開始。リュックサックに入った『電車の鉄人』がずしりと重さを感じさせるも関係ない。

　とりあえず駅前から離れれば大丈夫のはずだ。あいつと遭そう遇ぐうする前に早くこの空間から脱出しなければ。一度出会ってしまえばエンカウントキャンセルは効きかないのだ。

　……まあ、何か嫌な予感はしているんですけどね、何て言うかお約束なフラグ的な。だってさっきから俺の妖怪アンテナが逆立ちっ放しだし。

「あっ、クロだっ!!」

　二秒で当たる俺の予感。

「どこ行くのクロ？」

　あー聞こえない、聞こえない。

　そもそも俺の名前はクロじゃねえし。何で本田家の連中は揃そろいも揃って俺の事をクロって呼ぶんだろ。言うほど黒いか？　俺には『春海和人』という立派な名前があるんだぞ。

　必死で気付かなかった風を装よそおい、そ知らぬ顔でその場を立ち去ろうとするも。

「つーかーまーえーたー」

　後ろから尻尾しつぽを引っ張られる。振り向くと小さな身体の小さな女の子が、こちらを覗き込んでいた。

「やったー」

　楽しそうに俺の身体を抱きかかえたのは、本田家姉妹の妹の方、本田弥生やよい。

「やよいから逃げられると思ってるの？」

　魔王みたいなことを言う。そういうこと言う知り合いはもう間に合っているんだよ。まあ向こうの魔王に比べたら、こっちはミニデーモンみたいなもんだけど。

　弥生は両腕で俺を目の高さに掲かかげると、屈くつ託たくのない笑顔で恐ろしい事を言い放つ。

「今日も、可か愛わいがってあげるね？」

　お手柔らかに頼みますよ？




　一〇分後、ようやく拘こう束そくが解とかれる。

「ふう、今日も楽しかった!!」

　額ひたいに浮かんだ汗をぐいとぬぐいながら、自分の仕事を振り返る弥生と。

『もう、お嫁よめに行けない……』

　抱き締められた体勢のまま、全身脱力状態の俺。つい先程まで行われていた弥生の凶行で俺のライフは既にゼロである。こいつは何で俺を見つけると、すぐに全身を撫でまわしてくるんだろうか。しかもすごい勢いで。その勢いは脱だつ穀こく機きと争うレベルである。痛くは無いが、全身の感覚が悲鳴をあげ、俺の体力を根こそぎ奪うばっていくのだ。

　首だけ動かして弥生を見上げる。オレンジ色のシャツに薄い藍あい色のオーバーオール。短い髪を頭頂部付近でふたつにくくっている。若くして一流のマッサージ技術を習得した恐ろしい小学生だ。

「あれ？　どうしたのクロ、そんなにグッタリしちゃって。やよいのマッサージで元気にしてあげようか？」

　両手をワキワキしながら魔まの笑みを浮かべる弥生。

『やめて！　それにクロじゃ無いって、何度も言ってるだろ！』

　そう叫んでみるも、その叫びが弥生に伝わらないことは分かっている。弥生だけでは無い、犬である俺の言葉は、弥生はもちろん他の人間にも届かないのだ。ただ一人を除いては。

「あー、楽しかったー」

　抱き締められた状態から地面に下ろされる。

「それじゃあまた遊んでね、クロ」

　これは遊ぶという範はん囲いに入るのだろうか。どちらかと言うと一方的にもてあそばれているだけの様な気がするんだけど。

　まあ良い、やっと解放されたのだ。弥生の気が変わらないうちに早く帰ろう。

「あっ、駄だ目めだ」

　……ん？

「やよい、もうすぐ新稲葉からいなくなっちゃうかもしれないんだった……」

　何その衝しよう撃げき発言。いなくなっちゃう？　何で？

　振り向けば、俯うつむいた弥生の顔が見える。それは泣くのを堪こらえているようで。その顔が気にかかり、踏み出しかけていた足を引っ込めて近寄る。

「だーかーらー」

　不意に顔を上げると同時に、左手で近寄った俺の身体を捕まえる。その間二秒。俺を見据える瞳ひとみは爛らん々らんと光っている。しまった油ゆ断だんした。

「もーおーいっーかーいー」

　俺を摑つかんでいない右手をワキワキしながら、恐ろしい事を言い始めた。

　……あの、なんかその右手真っ赤に燃えてやいませんかね？

　かくして二回戦が始まった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【電車の鉄人】……　加か賀が鉄てつ人ひとの著作。鉄道の各分野のトップランカー三人、通称『アイアン鉄』と、腕に覚えのある鉄道ファン達が、トレインコロッセオと呼ばれる決戦の場所で熱い鉄道バトルを繰くり広ひろげる。コロッセオ専せん属ぞくの立会人のダンディーさと、鉄道バトルの実況解説者の軽快な語りが話題となっている。






　更に三回戦へと突入しそうな勢いの弥生の魔の手からどうにか逃げ延びて、何とか夏なつ野ののマンションまで戻って来た。

「……成なる程ほど、つまりは浮気ってことね？」

『違ちげえよ！　何でそうなるんだよ！』

「だって、私以外の女に肉体を許したって事でしょ？　この淫犬が！」

　本田書店での顚てん末まつを話し終えた俺に対して、謂いわれの無い罵ば声せいを返して来るのは夏野霧きり姫ひめ。俺の飼い主であり、ご主人様であり、命の恩人だ。ついでに天敵であり、宿敵であり、永遠のライバルでもある。何が何だか分からない関係だね。

　八月に起きたあの強盗事件。そこで命を失い、犬の姿で現世に舞い戻った俺に、別の恐怖が訪れた。本が読めなくなってしまったのだ。

　恐らく『本が読めなくなってしまったのだ』とどんなに真ま面じ目めな顔で言おうとも、大半の人間は『何を言ってんだこいつ？』と返して来ることだろう。それぐらい我が慢まんしろと、そう言うだろう。

　いやいや何を言ってるんだ。無理無理無理、絶対無理。だって本だぞ？　読まなきゃ死ぬだろ、普通。

　本が読めないせいで実際に死にかけた俺が言うのだから間違いない。人は本を読まないと死ぬのだ。具体的に言うと脳内の読書分が不足し過ぎたせいで、全身に読どく素そが行かなくなって死ぬ。

　それを救ってくれたのが、今俺の目の前にいる夏野霧姫である。そういう意味では、確かに命の恩人なのだけど。

　しかし恩人であるのと同時に、怨おん人じんでもある。

　毎日沢たく山さんの被害を受けているのだ、この女から。

　夏野を見上げる。赤みがかった大きな瞳、腰まであるウェーブのかかったツヤのある黒い髪、上から下まで全すべて漆しつ黒こくの衣い装しよう。その整った顔立ちはまるで本の中の登場人物のように美しい。貧乳だけど。

「……へぇ」

『あれ、ひょっとして聞こえてた？　嫌だなぁ、こっそり褒ほめてたんだから聞かないで下さいよ。そういうのって、恥ずかしいじゃないですか』

「確かに、最後の一語以外は褒めていたような気がするわね」

『最後の一語？　何か言ったっけ、聞き間違いじゃないの？』

　聞き間違いにしておかないと俺が死ぬ。

　しかし夏野イヤーは地じ獄ごく耳みみ。

「聞き間違えるわけないでしょ、アナタの心の声がバッチリ聞こえてきたわよ」

　つまり、俺は死ぬのだ。

　俺が人の肉体から犬に転生した時に発生した、もう一つの異常事態。俺の考えていることは全て、目の前の夏野霧姫にダダ漏もれになってしまった。平たく言えば、俺の心が全て夏野に読まれてしまっているのである。

　確かに最初は異常事態だと思ったけど、慣れれば慣れるもの。おかげで人と犬という種族の垣根を越えて会話が出来たりもしているので、今となってはコミュニケーション手段の一いつ環かんぐらいに浸しん透とうしてしまっている。

　しかしメリットがあれば、デメリットもある訳で。俺が不ふ遜そんな事を考えると、それはすぐに夏野にサトラレてしまう。そして、太ももについているホルスターから抜き出した銀色のハサミによってめくるめくお仕し置おきタイムが始まるのだ。

「それはそうと、その幼女に手を出したらどうなるか分かっているんでしょうね？」

　銀色のハサミの刃で俺の頰ほおをスリスリと撫でる。超怖い。

『いや出さねぇよ、何を言ってんだよ！』

「冗じよう談だんよ、さすがにアナタだって、年齢ひとケタ相手には欲情しないでしょう。いくら真性の変へん態たいだとしてもね」

『……ちょっと待て、いつ俺が真性の変態になったっていうんだ？』

「変態でしょう？」

　何を今更と言うような顔でこちらを見下ろす夏野さん。え、何その顔？　結構ショックなんですけど。

『変態じゃねえよ！　あんな見み境さかいなくハアハア言ってる連中と一緒にすんなよ！』

　変態に対しての偏へん見けんがある俺。

　偏見を受けるから変態なのか。

　しかし、俺が変態だなんて、とんだ言いがかりだよ！

「本と見れば見境なくハアハア言ってるのは誰かしら？」

『俺でした!!』

　疑うたがいようが無かった。

　知らなかった、俺って変態だったんだ。父上母上ごめんなさい、貴方あなた達の息子は変態だったようです。

　ま、変態でもいいや。本が読めればそれでいいのだ！

「ポジティブな変態って、最悪よね」

　ネガティブな変態ってのも嫌だろ。




『そういや、「もうすぐ新稲葉からいなくなっちゃう」なんて言っていたんだけど、何だったんだろうな？』

「幼女の事？　引っ越すとかじゃないの？」

『いや、本田書店は店てん舗ぽの奥に居住用のスペースがあるんだよ。先祖代々ここの土地に住んでいるって言ってたから、今更引っ越すなんて事も考えられないだろ』

「じゃあ、夜逃げでもするんじゃないの？」

　夜逃げ？

　本田書店が潰つぶれる？

『ははは、まさか……』

　そんな事ある訳ないじゃないですか。

　何を言ってるんですか夏野さんってば。

『はははははは』

　そんな想像、失礼にも程がありますよ。

　まさかそんなこと、絶対にありませんよ。

『ははははははははははははへは』

「否定したいんならその震えをどうにかしなさいよ」

　無理です。そして自分の笑い声がどんどん乾いていくのも止まりません。

　いや、まさかそんなことが。でも、現在の出版業界とオッチャンの経営能力を考えると、割と冗談に聞こえないぞ。あの人、商才とか経済感覚とか、商売人に必要なセンスがごっそり欠けている気がするもの。幼よう稚ち園えん児じの方がまだマシな経営を出来るんじゃないだろうか。

「アナタの方がよっぽど失礼な事を言ってる気がするんだけど」

　いやいやいやいや、ちょっと待て、本田書店が潰れる？　大問題じゃないか。そんな事になったら本が買えなくなる。本が買えなくなる？　ほんがかえなくなる？　ホンガカエナクナル？　本ががかえななくなナなナる？

「落ち着いてデバッグしなさいよ。別に、他で買えばいいじゃない、通販だってあるんだし。それに今度駅のこちら側に、新しく本屋が出来るみたいよ？」

『マジで？　どこにどこに？』

「ほら、確かもともと牛丼屋があったところよ」

『駅前に牛丼屋なんてあったっけか？　商店街の中じゃ無くて？』

「ええ、駅前よ。牛丼屋が一年で潰れて、次に入った進しん学がく塾じゆくが半年で撤てつ退たいして、次に入ったレンタルビデオ屋が三カ月で潰れて、次に入った漫まん画が喫きつ茶さが二カ月で潰れて、次に入ったカレーショップが一カ月で潰れた跡あと地ちに出来るみたいよ」

『その土地、絶対呪のろわれているからな』

　よくそんな場所に出店しようと思ったな。

『でも、楽しみだなー。新しく出来た本屋ってのはそれだけで空気が違うんだ。あの独特の雰ふん囲い気きがたまらないんだよな』

　よし絶対行こう。どんな本屋なんだろう、考えるだけでどうにかなりそうだ、ああ楽しみだなー。

「……で、本田書店は？」

　忘れていましたよ。

　くそ、新しい本屋の話をする事で本田書店の危き機きをうやむやにしようとは、何たる卑ひ劣れつな姦かん計けい。丞じよう相しようもかくやと思わせる神しん算さん鬼き謀ぼうであった。貧乳のくせに生なま意い気きだぞ！

　と、考えた瞬間に目の前には銀色の切っ先。

『ぁびゃくッ！』

　咄とつ嗟さに飛び退く。

　視界に映るは夏野の笑顔。陰いん惨さんな笑みが、まるで死神。

「斬きるわよ？　斬ざん殺さつするわよ？」

『そんな人斬りみたいなセリフ吐くんじゃねえよ！』

　当たり前のようにコミュニケーションが出来ているせいで、心が読まれているという事を忘れてしまう。慣れって本当に怖い。あと、ハサミが飛んで来ることをコミュニケーションと表現した俺の常識が怖い。

　そして何より、夏野が怖い。

　おあとがよろしいようで。




　よろしくなかったらしく、座ざ布団ぶとんを持ってかれる代わりに毛が刈られた。斬ざん撃げきと不ふ幸しあわせを運ぶ山やま田だくんって感じだ。

「そういや聞いた事なかったけど、何でそんなにあの本屋に固こ執しつしてるの？」

　太ももの紅あかいホルスターに銀色のハサミをしまいながら、質問を投げかけてくる夏野さん。酷ひどいことを仕出かしたすぐ後に世せ間けん話ばなしが出来る辺り、尋じん常じようの人間ではない。それに慣れ始めている俺自身も、尋常の犬ではない。

『それはまあ、愛着があるんだよ』

「本屋なら他にもあるじゃない、何か特別な事情でもあるの？」

　良い質問だね夏野君。

『それは聞くも涙語るも涙な話があるんだよ。聞く？』

「聞かない」

『聞かないの!?』

　ここでまさかの否定ですよ。

『えええええ!?　いや、ここは聞く所だよね!?　どう考えてもさぁ!!』

「常識には囚とらわれないタイプの私なのよ」

『刑務所に囚われればいいのに！』

「そう、じゃあ、円えん環かんの理ことわりに囚われているアナタを、解とき放はなってあげる」

『死ねってことですね、分かります！』

　頼むからまともな会話をしてくれないだろうか。

『聞いてくれよ、頼むから!!　こうなると、話さないと気持ち悪いんだよ！』

「いや、聞かない、意い地じでも聞かない。大体良く考えてみたら、何でアナタと中年のオッサンとの出会いの話を聞かなきゃいけないのよ。盛り上がる余よ地ちが無いわよ」

　そう纏まとめられると、確かに面白そうではないし、聞きたくないよな。ジャンル的にはボーイミーツダディ？　いや、ボーイミーツオッチャンか？　ミーツしたくないよな、冷静に考えると。

「私は忙しいのよ。今から仕事するから、アナタはそこらへんで這はいつくばりながらこの本を読んでなさい、この這犬」

　床に転がっていたリュックサックの中からさっき俺が買ってきた『電車の鉄人』を取り出し、こちらに寄こす。

『……何だよ、そもそもお前の方から話を振ったんじゃないか』

　まあ良い、本田書店の行く末は気になるけれど、今すぐどうにかなるというわけではない。桜のレジ対応も随分とテキパキしていたし。あの頃から比べたら随分と成長したもんだ。

　とりあえず今は本だ、読むぞ読むぞ読むぞ。

『電車の鉄人』を目の前に置く。犬の短い前足で器き用ように表紙をめくり、本の世界に飛び込もうとしたところで。

「はい、ストップ！」

　俺と本の間に銀色のハサミさんがログインした。

『あだらぱたッ!?』

　思わず出てしまう奇妙な悲鳴。

「あの頃って何のこと？」

『ななななな何の話ですかかかかか』

「今、『あの頃から比べたら随分と成長したもんだ』とか言っていたでしょう？　胸が成長しなくて悪かったわね!!」

『話題展開がおかしいだろ!!』

　胸の話なんかしてねえよ。だって貧乳の話をしたら俺が死ぬだろ！　お前に刺されてさぁ！　大体お前の場合、作家という才能を与えられているんだから、貧乳ぐらいは我慢しろよ。選べよ、作家辞やめるか、貧乳辞めるか。でも夏野さんが貧乳であるという事実はまさに一般常識、ヴォイニッチ写本にも書いてある事実だよ。だからもう手遅れだし、貧乳を背負って生きればいいよ。背中に貧乳って書いておけよ。

「右耳か左耳か、好きな方を選びなさい」

『どっちも嫌です!!』

　これ以上耳が短くなったら、ミニチュアダックスフンドとしてのアイデンティティに関かかわっちゃう!!

　しまいには胴とかを斬られかねない、そうなったらいよいよダックスフンドを名乗れない！　そもそも生物を名乗れない。テケテケみたいになるし。

「……聞かせなさい、アナタと、本田書店の、出会いの話とやらを」

『分かったからハサミをしまえ！』

　再度ハサミを太もものホルスターに収め、しかしいつでも抜けるように構えたまま、イスに深く腰かけて、有う無むを言わせない視線をこちらに投げる。

　完全に拷ごう問もんの構えの一歩手前です。

『興味無いんじゃなかったのかよ』

「別に、気が変わっただけよ」

　日経平均株価よりも変わりやすい夏野さんの気分だった。

　しょうがない、こうなってしまっては文句を言っても強制的に喋しやべらされるのだ。

　覚悟を決めて黒い毛布に腰を下ろす。ごめんよ『電車の鉄人』、もう少しだけ待っていてくれよ。この話が終わったらすぐに読んでやるからな。

　記憶を探る。思い出すのは一年半前。高校入学を間近に控え、下宿先となる新稲葉を初めて訪れた日のことだ。

『そう、あれは随分と寒い日だった……』

　回想、入ります。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ボーイミーツオッチャン】……　少年と中年男性が出会うことにより話が始まる、物語の一ジャンル。果たしてどの層に向けてのジャンルなのか甚はなはだ疑問である。




　　　　　　　　



　改札を抜けて新稲葉駅南口に出ると、冷たい空気が俺の身体を襲った。

　三月に入ったといえどもまだまだ寒い、暦こよみの上の春なんて信用出来ないにも程がある。早く暖かくなればいいのに。

　時計の針は二時前、待ち合わせの時間まではまだ一時間以上もある。母上が『大事を取って早めに行きなさい』とか言うから早く出たけど、ちょっと早過ぎたな。

「さて、どうしようか、な」

　待ち合わせは三時に新稲葉駅南口のロータリーの前、今ちょうど俺が立っているこの場所だ。これから俺がお世せ話わになるアパートの大家であり、遠縁の親しん戚せきでもある人が迎えに来る事になっている。俺はその人の顔を知らないけど、向こうは写真を持っているという事なので、立っていれば見つけてくれるだろう。没ぼつ個こ性せい気ぎ味みな俺の容姿、そんなに目立つものでもないんだけど。

　二、三台のタクシーが止まっているだけの駅前ロータリーを冷たい風が吹き抜ける。

　やっぱり寒い。この寒空の下、ただ突っ立ってるのもバカらしい。どこかファーストフード店でも見つけて入ろう、そして本を読もう。

「……あ」

　と、考えたところで大きな問題に気がついた。ポケットの中の本。鞄かばんの中に入っている本。どれも電車の中で読了してしまった。万が一のことを考えて七冊ほど持って来たが、全部読破してしまったんだった。どうしよう、二周目を読んでしまおうか。

　いや待てよ、それよりも……。

　周囲をぐるりと見回して、駅前に大抵あるはずの店舗を探す。

「よし、あった」

　果たして目当ての店舗は、南口から出たすぐ右にあった。

　本屋である。

　急いで駆け寄る。小さな店構えだが、店頭に最近発売した新刊の一いち覧らん表ひようが貼はられていたりと、なかなか好感が持てる。

　うむ、気に入ったぞ新稲葉。駅前に良い本屋があるというだけで、ここが良い街だというのが分かる。あとは読書に集中出来るような静かな喫茶店とかがあれば、言う事は無いんだけど。それはまあ、後々ゆっくりと探せばいいだろう。

　今は本だ。




『本田書店』と大きな看板が掲かかげられた小さな店。自動ドアを開き中に入る、と、聞こえて来たのは書店独特の静せい寂じやくではなく、甲高い叫び声だった。

「ちょっと！　どういうことなのよ！」

　声のした方向を見ると、摑みかかりそうな勢いでカウンターに身を乗り出して何事か喚わめき散ちらしている中年女性。そしてその勢いに押され気味な、三つ編みの若い女性店員の姿があった。

「全く、なんて店なの!!　新聞に投書してやるんだから!!」

　うわ、これはクレーマーという奴か。本屋でクレーム付ける奴って初めて見るな。

「ええと、その、でも」

　そういう相手の対応に慣れていないのだろうか。三つ編み眼鏡の女性店員はしどろもどろ、半分泣きそうになりながら、中年女性の猛もう攻こうに真正面から晒さらされている。

　若いっていうか、あれって中学生じゃないのか？　制服だし、バイト？　だったら店長は別にいるはずだよな、一体どこに行ってるんだ？

「本当に最低な店ね、何でこんな店があるのかしら、こんな店潰して駐車場にでもした方が良いんじゃないの？」

「……うう」

　まるで、語ご尾びに『ザマス』を付けなきゃいけない呪いでも掛かっていそうな、そんな眼鏡をかけた中年女性。その罵声が店内に響き渡る。

「まったく、こんな本を売りつけるなんて!!」

　そう言って、鞄から一冊の本を取り出してカウンターに叩きつけるザーマス眼鏡。

　重厚な音が店内に響き渡った。

「何が人気のある本よ！　全然面白くなかったわ!!」

　叩きつけられたのは分厚い、真紅の装丁の本。ちらりと見ただけで分かる。それは、秋山忍の本。俺にとっては最大の最愛の本。

『大罪シリーズ』の一巻、『傲ごう慢まん』だった。

「で、でも、その本は本当に面白くて……」

「何？　お客様に口答えする気？　お客様は神様なのよ!?」

　そう、ザーマス眼鏡が三つ編み眼鏡に更なる罵声を浴びせようとした瞬間。

「ちょっと待てよこの腐くされ眼鏡!!」

　ザーマス眼鏡の背後から声をかける。さっきまで店中に響き渡っていた罵声など何するもの。更なる怒ど声せいを店内に響かせる。突如現れた俺の存在に、ザーマス眼鏡も三つ編み眼鏡も目を丸くする。

「今なんて言った？　面白くない、そう言ったのか？」

　よくも俺の目の前で秋山忍をつまらないなんて言ってくれたな、この腐れ眼鏡。

「なによアナタ、どこから現れたのよ？」

「そんな事はどうでもいい！」

　ザーマス眼鏡の文句を一言で打ち消す。

「一つ聞かせろ、この腐れ外道アホ眼鏡。お前、『面白くない』なんて言うって事は、ちゃんと最後まで読んだんだろうな、この本を！　秋山忍の本を！」

　カウンターに置かれた『傲慢』に手を伸ばし、ザーマス眼鏡の目の前に突き付ける。

「なっ……」

「いいから答えろ！」

　俺の迫力に押されたのか、しぶしぶといった感じで答えるザーマス眼鏡。

「……何よ、読んでないわよ。だってそんな分厚い本、読める訳ないじゃない！」

　やっぱりか、ふざけるなよこの野郎。

「じゃあ、何で面白くないなんて言ったんだよ。お前はどこで本の評価を決めたって言うんだ！」

　最後まで読んでもいないのに、何で評価が決められるんだよ。

「よくいるんだ、読み終わりもしないくせに面白くないとか難むずかしすぎるとか知ったような顔で本の評価を下す奴が。読み終わりもしないで本の評価を下すんじゃねえ！」

　俺の啖たん呵かにザーマス眼鏡がひるむ。

「いいか、この本は確かに分厚い！　でもその分厚さの分だけ、マグマのように熱い作者の想おもいが込められているんだ！　それを読む事で、読み解くことで、読者は作者に触れることが出来るんだよ！　おっと勘かん違ちがいするなよこの野郎、別に薄い本に想いが込められてないって訳じゃないぞ。薄い本には薄い本で雪の結晶のように一いつ切さいの無む駄だを排した想いが込められてるんだからな。途と中ちゆうで読むのを止めるということは、その作者の想いを真まっ向こうから否定するということなんだ。人の想いを踏みにじるなんてお前はいったい何様なんだ、お前のした行為は万死に値あたいすると知れ!!」

　唖あ然ぜんとした表情でこちらを見るザーマス眼鏡と三つ編み眼鏡。しかし俺の言葉は止まらない。

「第一、本屋にクレームを付けること自体間違ってるんだよ。評判を聞いて買ったのかもしれないけどな、自分の意志で買ったんだろ。途中で読むのを止めたからって、それを他人のせいにしてるんじゃねえよ、手前のケツは自分で拭け！　お前には読書に対する心構えが足りない！　覚悟が足りない！　そして何より本への愛情が足りない!!」

　良い機会だ、本の素す晴ばらしさについて語ってやろう。

「いいか、そもそも本っていうのはだな……」

　春海和人、語ります。




「……ふう」

　語り終えた。自分でも惚ほれ惚ぼれする位の、地球圏に響き渡る名演説ではなかっただろうか。今日もまた本の素晴らしさを啓けい蒙もうしてしまった。

　さぞかし感かん極きわまった表情をしている事だろうと目の前のザーマス眼鏡を捜すが、そこには三つ編み眼鏡しかいなかった。あれ、どこ行ったの、トイレ休きゆう憩けい？

「あ、あのー」

　恐る恐る話しかけて来る三つ編み眼鏡。

「あの人なら、随分前に出て行きましたよ」

　マジでか。

「え、噓うそ、どの辺で？」

「確か、『古来中国では本は武器としても使われていた』のあたりで」

　何だよ、一番盛り上がるところじゃないか。大陸の歴史と本の歴史は切っても切り離せないんだぞ。

　まあいいか、これで嫌な奴はいなくなった。本を選ぶ時はこうでなくっちゃ、独り静かで豊かで何とやら、って感じの。よし、ゆっくり本を選ぼう。

　そう思い、カウンターから離れて、背後に並べられた本棚に向かおうとして。

「あ、あの……」

　三つ編み眼鏡から声がかかった。振り向くと顔を真っ赤にしながら、何かを言いたげに俯いている。

　何だ、もう一回聞きたいと言うのだろうか、それなら語ってあげない事もないけど。

「あっ……」

　こちらを見つめながら真剣な瞳で、必死の表情で、声を絞しぼり出だす。

「あり……」

　アリ？

「ありが……」

　アリがどうした。

　そのまましばらくもごもごと口を動かしていたが、意を決したのか、一度大きく息を吸い込み、声を出そうとして。

「桜！　大丈夫か！」

　それ以上に大きな声にかき消された。




　振り向くと大きな身体と脂し肪ぼうを盛大に揺らしながらこちらに駆けつけてくるポッチャリミドルが一体現れた。右手には金属バットを握りしめている。

　何だよ、物ぶつ騒そうだなあと他ひ人と事ごとのように思っていたら、そのポッチャリミドルなオッチャンは、金属バットを大上段に掲げたかと思うと、こちらに向かって振り下ろして来た。

「でりゃあああああああああああああ！！！」

「うおおおおおおおおおおおおおおい！！！」

　俺かよ!!

　咄嗟に床に転がって避よける。それだけで悲鳴を上げる俺の筋肉。

　金属バットが床に当たり、鈍にぶい音が店内に響き渡る。その見知らぬオッチャンはバットから伝わる振動で全身の脂肪を震わせている。

「くそっ、かわすな、こいつ！」

　えっ、何、何なの？　何でいきなりこんな見ず知らずの人に襲われなければいけないの、何か常識の違う空間に迷い込んでいるの？　ここは蛮ばん族ぞくの国なの、それとも世紀末的サムシングなのか、助けてエイリーク！

「お父さん止めて！」

　後ろで三つ編み眼鏡が叫んでいるが、そっちを見ている暇ひまはない。

　完全に殺やる気満々の人が目の前に一人、金属バットが再度大上段に構えられる。やばい、俺は床に転がったままだ、迫り来る二撃目を避けられない！

「止めるな桜、自分の娘を泣かされて、黙っていられる父親がいるもんか！」

「だから、その人は違うの！」

　そう叫んだ三つ編み眼鏡の言葉に、オッチャンは動きを止める。

「えっ？」

「その人は、私を助けてくれたの！」

　言葉を聞いて、急速に青ざめるオッチャン。

　ブリキのおもちゃかって位にぎこちなく、ギギギと音が立ちそうな動きで俺の方を見つめ、目線だけで問うてくる。言いたいことはよく分かる。

　──ひょっとして、やっちゃった？

　俺も目線だけで答える。

　──訴うつたえたら勝てるね！




「も、申し訳ありませんでしたあああああああ」

　土ど下げ座ざ。

　ド・ゲーザって言うとＭモビルＳスーツみたいだよね。

　音がしそうなほどのきれいな、どこぞの高校教師にも負けないようなきれいな土下座が目の前で決まったのだ。

　正直、完全に命の危機だったわけで、そんな簡単に済ませられるような状況でもなかったんだけど。目の前でこんなにきれいな土下座をされると、それ以上何も言えなくなってしまう。これが土下座のプロだけが持つ、神じん通つう力りきというものか。

　しかし、この珍ちん妙みようなオッチャン。さっき三つ編み眼鏡は『お父さん』って言っていたような気がする。三つ編み眼鏡とは親娘なのか？　似てない親娘だな。ってことは、このオッチャンが店長なのだろうか。そんな器うつわには見えないんだけど。

　……変な店だな。

「お詫わびにうちの本を一冊持っていってください！　無料でサービスしますから！」

　良い店だな!!

　我ながら現金にも程があると思うけど、まあ他人の好意は素直に受け取るのが吉である。店側も俺も喜ぶＷＩＮ‐ＷＩＮの関係って素す敵てきだね。

「お父さん、そんなことしたらまたお母さんに……」

　と、三つ編み眼鏡が裾すそを引っ張りながら小声でたしなめている。

「なに、大丈夫さ。どうせ代金分が僕のお小こ遣づかいから引かれるだけだから」

「これ以上引かれたら、いよいよマイナスに突入しちゃうんじゃなかったの？」

「うっ、大丈夫大丈夫……うん、大丈夫？」

　家庭内の力関係が一発で分かる会話であった。

　前言撤てつ回かい、ＷＩＮ‐ＷＩＮ‐ＬＯＳＥの関係である。ひとり負けかよ。

「とにかく、恩人を無む下げには出来ない。何でも一冊持っていってよ！」

「……まあ、そういうことなら」

　この人の家庭問題はさておき、何でも、という言葉の響きに完全にやられてしまっていた。軽いスキップ状態で本棚の前に辿たどり着つく。

　目の前に広がる、本の壁かべに思わずよだれが垂れる。

　さてと、ど・れ・に・し・よ・う・か・なー。

　どれでもいいんだよなー。あっちの本棚には何があるのかなー。

　そう考えて振り向いた視界の中には大きな鳩はと時ど計けい。丁ちよう度どその瞬間、店内に鳩の鳴き声が五回響いた。

　五回？

　ってことは五時だよな。

　……五時!?

　認識した状況に青ざめる。親戚の人との約束は三時だ、つまり二時間遅ち刻こくです。

　マズイヤバイマズイ。時間を忘れて語り過ぎた。こんなに時間が経たっていたのか。

　とにかく急いでここから出ないと！

　本は確かに惜しいけど、今は優先しなければいけない事がある。下へ手たに親戚の人の機き嫌げんを損ねて、せっかく手に入れた今の状況、ひとり暮らしの機会を失うなんてバカ過ぎる。本当に、本当に惜しいけど！

「ごめん！　急用が出来た！　今日はこの辺で！」

　カウンターのふたりに声をかけ、鞄のストラップをひっ摑み、外に駆け出す。

「あれっ、本は？」

「また来ます！　絶対に、絶対にまた来るから!!」

　そう二人に言い残し、自動ドアから外に出る。

　後ろ髪引かれっ放しだけどしょうがない。

　これで終わりと思うなよ、絶対にまた来るからな。

　毎日のように通ってやるからな！




　本田書店から出て、すぐに駅前のロータリーに駆けつけるも、親戚の人と思われる姿は見当たらない。ああ、こんなことなら無理を言ってでも連絡用の携帯電話を借りてくるんだった。何が『未成年は携帯電話を持っちゃいけない、それが春海家家か訓くんだ』だよ。明らかに最近作った家訓だろ、それ。

　やっぱり帰っちゃったのかな。そりゃそうだ、二時間も待たせちゃったんだもんな。

　とりあえず家に電話しようか。それとも全てを諦あきらめてさっきの本屋に戻ろうか？

　……うん、本屋だな。本が俺を読んでいるし、呼んでいる。

　そう決意して、今来た道を引き返そうとした瞬間に鞄を引っ張られる感かん触しよく。

　引っ張られた方を向くと、全身にピンク色のウサギの着ぐるみを着込んだ小さな女の子が満面の笑みを浮かべて立っていた。

「あのー、ひょっとして和人ちゃん？」

　……まさか、待ち合わせ相手の親戚の人ってこの子供じゃないだろうな？

　あと写真を持っているって言ったけど、デカいなその写真！

　完全に遺い影えいスタイルだな！

　縁えん起ぎでもない。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【春海家家訓】……　『携帯電話は二〇歳になってから！』。春海家にはこの他にも父親が定めたよく分からない家訓が多数存在しているらしい。

【ウサギの着ぐるみを着込んだ小さな女の子】……　春海和人が下宿するアパートの大家。見た目はどうみても小学生だが、すでにそれなりの年齢である。




　　　　　　　　



　そんなに長い話でもなかったけど、一度に話すのは少々疲れる。普段は、ここまで口を動かす事もないのだ。読み専門だからね。

『それからはオッチャンの気前の良さに惚れ込んでさ、通うようになったんだ。何だかんだで愛着も湧わいちゃったしな。なんてったってオッチャンってば俺が他の本屋で買おうとすると泣くんだぜ。良い大人のくせにさー』

　そう笑いながら言うも、夏野は反応を示さない。何だか随分と静かに聞き入っていたけれど、ひょっとしたら俺の話に感動しちゃったりなんかするんだろうか？　天性の噺はなし家かだな俺は！

　そう思い、夏野の様子を窺うかがおうとして。

「スー」

　おい完全に寝てやがるぞこの女。

　俺の熱弁はどうしたんだよ。無駄か。無駄無駄なのか。

『…………いや、待てよ』

　ひょっとして、これはチャンスなのではないだろうか。

　夏野の寝顔なんて、同居しているのにもかかわらず、これまで見たことが無い。隙すきを見せない女なのだ。しかし疲れていたのか、今は俺の目の前で寝てしまうという失しつ態たいを犯してしまっている。かなりレアな状況だ、これを活いかさない手はない。

　……嫌な予感はするけれど。しかし、男なら進むしかないよね。

『おい貧乳、お前の胸には何が詰まっているんだ？　あ、何も無かったですね！』

「スー」

『胸空っぽなら夢詰め込めるって、良かったな！　夢で胸は膨ふくれないけど！』

「死ね……」

　今なんか聞こえたか？

『とにかく、貧乳だし。質量を持った貧乳って感じだよな、あ、質量は無いよな、貧乳だもの。貧乳でもいいじゃないか、貧乳だもの。貧乳の貧乳による、貧乳の為の貧乳。貧乳のゲシュタルト崩ほう壊かいだよな。とにかく今は貧乳だ。夏野が貧乳なのは、どんな辞典にも載のっている初歩の初歩、阿あ頼ら耶や識しきにも示されている真実だよ！　さて、俺は何回貧乳と言ったでしょうか!?　なんてな！』

「……おはようございます」

『……おはようございまし、た』

　過去形なのは、これから俺が死ぬかもしれないからです。

「一三回ほど、殺すわ」

　そして正解です。俺は死にます。




　死ななかった。

　いや、死ねなかったと、言うべきか。つまり拷問はこれからも続くんですよね。俺が生きている限り。

「で、その『三つ編み眼鏡』とやらが、噂うわさの本田桜なのよね？」

　何が噂なのか分からないけど、その通りである。しかし最初に会ったころから考えるに、随分と雰囲気が変わったように思える。髪型も変わったし、何か心境の変化でもあったんだろうか。高校デビュー？

「何か、随分とのろけ話を聞かされたような気がするわ。よくもまあ堂々とそんな話が私に出来るものね。天然なの？　それとも真性の自殺志願者だったりするの？」

　夏野さんも随分雰囲気が変わって来ましたよ。それも怒りの方向に。

　でものろけ？　のろけって何だ？　振り向かないことか？　俺とオッチャンとの出会いはそんなに甘あま酸ずっぱい物じゃないよ？

　どうしよう、何を怒っているのか微み塵じんも分からない！　貧乳呼ばわりした分のお仕置きはもう十分に受けたはずなのに！　貧乳って根に持つタイプだな！

「ああ、怒りが再燃して来たわね」

　いかん地じ雷らい踏んだ。

　そして謝あやまる隙も無く始まる夏野の凶行第二弾。鍛きたえ上あげられた夏野霧姫の体術と銀色のハサミ、貧乳と凶器を組み合わせた全く新しい武術が、俺の身体に襲いかかるのであった。

　よし、生きていたらまた会おう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【本田桜】……　本田書店の看板娘その一。東京都Ｋ区在住。父の文夫、母の葉よう子こ、妹の弥生との四人暮らし。高校二年生。人間時の春海和人のクラスメート。桜色のフレームの眼鏡。家族想い。学校が休みの時は本田書店の手伝いをしており、将来の本田書店を背負って立つ期待の新星である。中学生の時にクレーマーからの攻撃を春海和人に助けられたという過去を持つ。




　　　　　　　　



　　　一一月　二日




　小さなリュックサックを背負い、昨日と同じ新稲葉駅への道を走る。

　足取りも軽い。昨日買った『電車の鉄人』が中々面白かったので、続編が連れん載さいされているという雑誌の方も読みたくなったのだ。確か『コミックトレイン』って名前だったか。今日の目的はそれだ。

　商店街の雑ざつ踏とうを抜けて、本田書店に着いた。自動ドアの前で中を窺う。昨日みたいに桜が出てこないかな。

　そう思ったところで、自動ドアが開いた。

「お姉ちゃんのバカ!!　大っ嫌い!!」

　大声を上げながら飛び出して来る小さな身体、本田弥生である。

　喧けん嘩かか？　二人っきりの姉妹なんだから、仲良くしないと駄目だよ。

　そう、完全に他人事として考えているところを、グワシと摑まれる。

「ちょっと弥生！　待ちなさい！」

　次いで飛び出してきた姉の桜、その制止の声も聞かず、まるで土煙でも立ちそうな勢いで爆走を始める弥生。背には小さなリュックサック。右手には何を隠そう俺がひっ摑まれております。

　逃げ出そうにも、子供のくせに凄すごい握あく力りよく。スピードを上げると共にぶんぶんと振り回される視界。

　うん、率直に言うと、あれだ。酔いますね。吐きますね。




　で、新稲葉商店街の外れにある公園に到着した。随分とひなびた公園だ。

『おいおい、何があったっていうんだよ』

「うっ、ぐすっ、うぇ」

　弥生はただ泣きじゃくるだけで、一向に事態が摑めない。

『参ったな、泣いていても分からないぞ』

　しょうがない、まずは泣き止んでもらわないと話にならないか。弥生の膝ひざの上に右前足を載せる。犬の身に堕だしたようで嫌だけど、平たく言えば『お手』のポーズだ。

「ぐすっ、慰なぐさめてくれるの？　クロ？」

　話だけなら聞いてやらない事もない。それにクロじゃない。

「あのね、お姉ちゃんはね、お店がなくなっちゃうって言っても、信じてくれないの」

　そう、しゃくりあげながら弥生は話を始める。

「お姉ちゃんは、お店がなくなってもいいと思ってるんだ。お店がなくなったら、皆バラバラになっちゃうのに！」

『待て、いなくなっちゃうって、本当にそういうことなのか？』

　本当に、本田書店は潰れるってのか？　噓だろ、ギャグだろ、勘違いだろ？　だってそんな事になったら、俺はこれからどこで本を買えばいいんだ。

「う、うぅ……」

　足元が崩くずれるような感覚に襲われるも、弥生の泣く声になんとか理性を取り戻す。

　そうだ、混乱している場合じゃない。今はこっちを先に何とかしないと。

「そんなの嫌だよ、やよいは、お店にいるパパやママ、お姉ちゃんが大好きなのに！」

　弥生は悲しみに全身を震わせている。

「きっと、お店がうまくいってないからいけないんだ！　パパが商売あんまりうまくないからお店がなくなっちゃうんだ！　パパには最初から向いていなかったんだ！」

『……まあ、それは否定しないけど』

　娘にも疑われる程度の商才ってのはどうなんだ、オッチャンよ。

「お姉ちゃんは、やよいの話を聞いてくれない、だからやよいは考えたの！」

　俯いた顔を上げて、頰の涙をぐいと拭う。その瞳には強い光が宿っていた。

「図工の時間にね、やよいがね、作ったんだよ！　秘密兵器なんだよ！」

　そう言って背負ったリュックサックから取りだされたのは、体育の時間に被かぶるような紅こう白はく帽ぼう。てっぺん部分には画用紙をベタベタと貼りつけた木の棒ぼうが立っており、旗のような形になっている。画用紙には黒マジックで『本だ☆しょてん!!』と書かれている。

「これを被ってね、あちこち回るんだよ、そしたらみんなお店に来てくれるよ。お客さんがいっぱい来れば、お店はなくならなくていいんだよ！」

　そう、身振り手振りを交まじえて、必死に熱弁している。

「じゃあ、はい！　よろしくね！」

　へ？

　満面の笑みを浮かべながら、その旗付き紅白帽をこちらに渡してくる弥生さん。

　俺に被れって言うのか、それを？

「あのね、やよいがこれを被って宣伝するより、クロが被った方がインパクトあるじゃん！　キャッチーじゃん！」

　いや、まあそうかもしれないけど、他犬任せなのかよ。

「はい、じゃあ、がんばろうね！」

　そう言って、嬉き々きとして俺の頭に旗付き紅白帽を被せる弥生。俺の存在が『犬』から『広こう告こく塔とうの犬』にクラスチェンジした瞬間である。何だろう、サンドイッチドッグ？

　しかもサイズがぴったりだし。さては最初から俺にやらせるつもりだったな。

「じゃあ、行くよ！」

　俺の意見を一切聞かずに商店街の方へ走り出す弥生。文句を言う隙を完全に逃のがしてしまった。

『まあ、潰れたら困るし、な』

　これも本田書店の為だ。一肌脱ぐとしよう。

「何やってるのクロ！　ハリーハリー！」

　報ほう酬しゆうは後払い、しっかり本で支払ってもらうとしよう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【コミックトレイン】……　鉄人社発行の月刊雑誌。鉄道をテーマにした漫画・小説しか連載されていないという硬派な紙面でお馴な染じみ。意外と売れ行きは好調らしく、全国の書店および駅構内の売店で好評発売中。鉄道ファン必ひつ携けいの一冊。

【サンドイッチドッグ】……　広告塔な犬のこと。名前の響きだけだとやけに美お味いしそうに聞こえる。






　商店街の中、一人と一匹が連れ立って歩く。















　前を歩く俺と、自信満々な笑顔でついて来る弥生。

　クスクスと笑いながらこちらを見つめてくる通行人達に対して、弥生は『本田書店！　本田書店をお願いします！』と叫んでいる。お前は選挙活動中の政治家か。

　うん、最初は何とも思わなかったんだけど、段々恥ずかしくなってきた。だって思いっきり見せ物扱いなんだもの。やっぱり写真を撮られてブログに載せられたりするんだろうか。俺もついにブログデビューか。

　ああ、出来れば知り合いには見られたくないなあ。

　と、思ったところで。

「おや？」

　声の方を振り向くと、そこには立りつ派ぱなアフロヘアーの細身の男性が立っている。新稲葉商店街の中ほどにあるペットショップ『ＩＧＧＹ』の店長犬いぬ飼かい潔きよしこと、アフロだった。……逆か？　アフロこと犬飼潔だっけ？　犬飼潔ことアフロ？　まあどっちでもいいよね、アフロである事に変わりは無いんだし。もうアフロ目アフロ科とかにしろよ。どうせ、今後アフロ以外の呼称を使うことは無いんだから。

「クロ、どうしたの？」

　そんな、顔見知りの出現で足を止めた俺に対して、声をかけて来る弥生。そして、こちらに近づいてくるアフロの存在に気がついた。

　気がついて、引いた。えらく引きつった顔をしている。

「クロ、あの黒いマリモをかぶった人って、知ってる人？」

　いいえ、それはアフロです。弥生はアフロヘアーという髪型の事を知らないのだろうか。まあ確かに金曜の夜の祭りでも無い限り、新稲葉ではなかなか見るものでもない。

「やあ、元気にしてるかい」

　そう言って、膝をつき、目線を合わせながら俺の頭を撫でるアフロ。

「うん、毛のツヤもいいし、顔も楽しそうだ。良い生活を送っているみたいだね」

　健康なら良いんだけど、実際は毎日斬られそうになってばかりのハラハラパラダイスなんですよ。絶対にストレスで胃が荒れていると思う。

「おじちゃんはクロの知り合いなの？」

「うん、そうだよ」

　初対面であろう弥生に対しても、アフロはいつも通りの笑顔を向ける。

「元々はうちの子だったんだけどね、どうしてもって言うから譲っちゃったんだよ。ちょっと乱暴そうな人だったから、心配していたんだけどね」

　そこまで言って、アフロは言葉を止める。

「……あれ、今日は、あの、ハサミの人は？」

　突然全身を震わせ、汗をどばどばと流しながら、慌あわてた様子で周囲を窺うアフロ。完全に怯おびえている。夏野とのファーストコンタクトで随分と酷い目に遭あってたからな、ばっちりトラウマになってしまっているんだね。良く分かるよ、俺も毎晩うなされるもん。

「……お嬢じようちゃんは妹さんなのかな？　あの、ハサミの人の？」

「うちのお姉ちゃんはハサミなんか持ってないよ？」

　そりゃそうだ、普通の人間は日常的にハサミを振り回したりはしない。それにしてもハサミの人＝夏野霧姫という図式が当然のように成立するのはどうなんだろうか。

「そうか……いや、ならいいんだ。むしろそっちの方がいいんだ」

　周囲に夏野がいないと分かると、アフロはようやく落ち着きを取り戻し、晴れやかな表情を見せると、今更ながらに俺の頭に被せられた紅白帽に気がついた。

「……これは？」

「あっ、本田書店、本田書店をおねがいします！」

　急に声を張り上げる弥生と、それに驚おどろくアフロ。

「お、お嬢ちゃん、どうしたの急に？」

「おじちゃん、本田書店だよ。しんいなばの駅の、南口を、降りてすぐの本田書店なんだよ。本を買うならそこだよ。今なら可愛いジョシコーセーが笑顔で待ってるよ、それ以上はベツリョウキンだよ！！！」

　その言い回しはどこで覚えた。

　そして躊ちゆう躇ちよなく姉を商売道具に使う妹だ。いかがわしい店になっちゃってるじゃないかよ本田書店。そもそも桜は学校があるだろうから、出て来るのは高確率でただのオッチャンなんだけど、その辺はどう責任を取るつもりなのか。羊よう頭とう狗く肉にくとはこのことで、噓宣伝になっちゃってると思うんだよ。

「なるほど、本田書店か……分かった、今度本を買う時は、本田書店で買うよ」

「うんっ、ありがとう！」

　アフロは快かい諾だくした。そう言えば、アフロが仕事の合間にソファで本を読んでいたのを見た覚えがある。これは上客になってくれるかもしれない。

「それじゃ、僕はこれで」

　そう言って、離れようとしたアフロに弥生が一言。

「ねえ、おじちゃん、ひとつだけ教えて」

「なんだい？」

「何で頭の上にそんなに黒いマリモを乗せてるの？　マリモ星人なの？」

　……うん、弥生には難しい事だけど、人には言っていい事と悪い事があるんだよ？

　見なさい、アフロのアフロがしょんぼり萎しおれて、マリモというよりもヘビ花火みたいになっているだろう。これでひとつ大人になったね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【マリモ星人】……　マリモ星に住む。マリモ星における乾かん期きは一年の半分以上を占めており、その時期を乗り切るための食しよく糧りようをアフロの内部に取り込んでおく習性がある。アフロが大きいほど、マリモ星における地位が高く、立派なアフロを保つことはマリモ星人にとっては何よりも重要なことである。以上、全部ウソ。






　アフロと別れた後も、俺と弥生は新稲葉商店街を練ねり歩あるく。

　そうして丁度商店街の終わりに差し掛かったところで、周囲に異変を感じた。

『なっ、何だ？』

　熱い。いや、暑い。

　周囲の気温が急激に数度上がったような、局地的な暑さ。弥生も突然の異変に戸と惑まどっている。

　このスピキュールを食らっているかのような暑さは。まさか。

「やあ！　犬君じゃないか！」

　変態が現れた。予想通りの変態だった。

　新稲葉の誇ほこるマッチョマンこと、宗むな像かた腕わん力りきさんである。名は体を表すという典型だ。そろそろ冬に差し掛かるというのに白いタンクトップ姿、ただそこにいるだけで、暑苦しさにより周囲の気温が数度上がるという、はた迷めい惑わくな人間である。きっとムンムンの実の能力者に違いない。

「ねえクロ、この人だれ？」

　分かりやすく言うと変態です。

　教育には良くない感じのアレです。

　だからあまり近寄らない方がいいよ。

「あれ？　今日は夏野君はいないのかい？」

　ビシッ！

「そこのお嬢ちゃんは誰だい？」

　ビビシッ!!

「今日はいい天気だねえ!!」

　ビビビシッ！！！

　一言喋る度にいちいちポージングを決める宗像さん。こいつ爆発しないかな……派は手で目めに。そして俺と夏野はもうセットで扱われていることを遺い憾かんに思います。

　弥生も、幼心にその異様さを感じ取ったらしい。

「……変態だ」

「何を言っているんだいお嬢ちゃん、ハハハハハ」

　ダブルバイセップスを決めながら軽やかに返答する宗像さん。

「……変態って、本当にいるんだ」

　弥生は早くもこの世の真理に辿り着いていた。その真理、とっとと別の物と等価交換するべきだと思う。

　宗像さんはこちらの反応など構わずにポージングを次々と決め続けている。

　さっさとこの場から離れたいんだけど、弥生はこの変態に対しても本田書店の宣伝をしたいらしく離れようとしない。

「しかし、お嬢ちゃん、良い筋肉をしているね」

　おい、筋肉による筋肉の為の筋肉勧かん誘ゆうが始まったぞ。弥生には筋肉なんか付いていないだろ、お前の目は節ふし穴あなかよ。大事な本屋の娘の将来、勝手に決めるなよ。

　しかし変態の目は、変態らしく変態的な視界を持っているらしく。

「実にいい手だ、マッサージの腕を磨みがいているんだね、分かるよ。君は一流のトレーナーになれるよ！　筋肉と会話する才能、それが一番大事なんだからね！」

　その、よく分からない才能を見抜かれた弥生はといえば。

「…………うわぁ」

　完全に引いていた。

　もうこれ以上引けない媚こびない顧かえりみないって感じに、限界まで引いていた。

　それでも、本田書店を宣伝するという意志の下、必死に変態に抗あらがっている。どうにか声を出そうとするが、しかし溢あふれ出でる変態オーラに負けている。

　頑がん張ばれ弥生！

　負けるな弥生！

　しかし弥生のサニティメーターはがりがりと削けずられ、そして。

「！！！！」

　決壊した。

「ああ、ちょっと待ってリトルガール！！！」

　引き止める宗像さんを振り切って、全速力で駆けだす弥生である。やはり変態には勝てなかったか……別に勝っても良い事は無いが。

　まあ、変態からは逃げるのが一番。それを学べただけでも、今回の遭そう遇ぐうは価値があったんじゃないだろうか。勿もち論ろん、トラウマになった可能性も捨てきれないけど。

　多分今夜の弥生の夢は、悪夢で確定だろう。もちろん出てくるのは白いタンクトップの変態だよ。俺もその夢見たことあるし。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ダブルバイセップス】……　ボディビルにおけるポージングの一つ。正面に向けてその鍛え抜かれた上じよう腕わん二に頭とう筋きんを見せつける代表的なポーズである。全身の筋肉を隠すことなく見せつけなければならないため、自分の筋肉に対して相当な自信が無ければ出来ない。






　変態から、逃げ出した後。

　気付けば新稲葉公園の裏手、住宅街の方まで来てしまっていた。

　随分遠いところまで歩いて来たものだ。時間はまだ夕方なのだろうが、季節が冬に差し掛かっているせいで日もだいぶ短くなってきている。

　これ、そろそろ帰った方がいいんじゃないか。

　そう思い、弥生の顔を見上げる。あれ、泣きそうだぞ？　何で？　お腹なかでも痛いの？

「……ここ、どこ？」

　なるほど、勢いで駆けだしたのは良いものの、帰り道が分からなくなってしまったのか。これだからお子様は始し末まつに負えない。

　まあ、道なら俺が分かるから問題は無いけれど。ほら、駅はこっちだ。

「やよいが、やよいが、嫌いなんて言ったからいけないんだ……」

　付いて来るように身振りで示し、新稲葉駅までの道に足を踏み出すも、弥生は泣き言を繰り返したまま、動こうとしない。

『おーい、こっちだって！』

　ひとつ鳴いて注意を引こうとするも、相変わらず弥生は反応を示さない。

『おーい、こっちにルマンドがあるぞ！』

　無反応。お菓か子しで釣つるのは無理か？

『うわっ、ハッピーターンも、サラダせんべいまである！』

　無反応。お菓子のチョイスが渋しぶ過ぎるのか？

　このままだと最終奥おう義ぎねるねるねるねを出すことになるぞ？

　依い然ぜんとしてグズッている弥生の周りをぐるぐると回る。

　どうしよう。一回本田書店まで行って、オッチャンか桜を連れて来るか？　いや、弥生をこのままにはしておけない。この街には変態が多過ぎる。

　今にも泣きだしそうな弥生の顔を見上げる。

　こういう時、言葉が通じないのがもどかしい。人間であれば手を引いて一緒に歩くことだって出来るのに、犬の身体では言葉をかけることすら出来ないのだ。こんな身体でさえなければ！

　そう、自分の肉体に悪あく態たいをつきかけたところで。

「何、幼女を泣かせているのかしら、この弱犬は」

　聞こえて来たのは、女王然とした声。

　振り向く。

　本当、来て欲しくない時に来るくせに。

　来て欲しい時にも、ちゃんと来てくれるのだ。

　今まさに落ちかけている太陽の光を背に浴びて、我が飼い主のハサミ女こと、夏野霧姫がそこに立っていた。




　そして始まる、夕方の拷問劇。

　あるぇ？

「選びなさい。縦に真っぷたつか、横に真っぷたつか」

　夏野さんは俺を足あし蹴げにしながら、恐怖の二択を迫ってくる。

　いや、だから、おかしいじゃないか。俺が拷問される流れじゃなかったじゃないか。

　夕方の路ろ上じようで、何で俺は大ピンチになっているんだよ。俺の命の太陽が、今まさに沈もうとしているのはどういうことだ。こんなことになるのなら来て欲しくなかったよ！　俺の心の太陽はとっくに沈んでしまっているんだよ！　恐怖で！

「それとも、足の先から五センチずつ輪切りにしていってあげようかしら」

　それはどこのイタリアンマフィアの処刑だ。

『何だよ！　俺は何もやって無いだろうが！』

　黒いピンヒールに踏まれながら必死の抵抗を試こころみる。ほら、抵抗しないと、このまま終わるじゃないですか、俺の命が。これは生存本能に従ったまでです。

「何よ？　ほら見なさい、幼女が泣いているじゃないの。今ここにいるのはアナタだけ。つまり幼女を泣かせたのはアナタ。そこでジャッジメントで即爆ばく殺さつ。それでは刑を執しつ行こうしますので立会人はお下がりください」

『早えよ！　だからハサミを抜くんじゃねえよ！』

　地獄の番犬もビックリのスピード判決です。

　弁べん護ご人にんを呼べ！　警けい察さつ官かんでも良いぞ！　現行犯で捕まえてもらうから！

『つーか、何でここにいるって分かったんだよ』

「それは、発信機が……いや何でもないわ」

『今何を言い掛けたの!?』

　一度話し合うべきだと思うんだよ。

　俺の人生なのに、俺に秘密の出来事が多過ぎるんだよ。

　横を見ると、相変わらず弥生は泣き続けていた。理り不ふ尽じん大魔王こと夏野さんの登場にも気付かずに泣き続けるあたり、こいつも肝きもが据すわっている。

　夏野はそんな弥生を見て、ハサミを手にしたまま、ゆっくりと近づいて行く。

『や、止めろ！　そんな子供にまで手を出すな！』

「……私、どんな風に思われているのかしら」

『えっと、それは別に言わなくても、分かるだろ？　俺とお前の仲だろ？』

「分からないから、言いなさい」

『言ったら斬られるから、言わない』

「言わなかったら斬り殺す」

『あれ？　王手飛ひ車しや取とり？』

　いかん、自ら袋ふくろ小こう路じに飛び込んでしまった！

　こうなった以上、俺に出来ることはただひとつ。

　ごまかすしかない！

　自分の語ご彙いを総動員して、どうにか追及を逃れるんだ！

『…………御ご覧らん、夕日が綺き麗れいですよ？』

「ごまかすのがこんなに下手な奴って初めて見た」

　自分でもどうかと思ったよ。




　結局、夏野は普通に弥生に話しかけていた。

　良かった、人食い鬼はいなかったんだ！

「ほら幼女、泣くのを止めなさい」

　しゃがみ込み、弥生に視線の高さを合わせて夏野は話しかける。その呼び方はどうかと思うけど。

「うぅ、うぇ……お、おばちゃん、誰？」

　そして弥生は容よう赦しやがない。

　俺が言えないことをズバリと言う、それに痺しびれるが憧あこがれはしない。

『おばちゃん』という単語に一瞬止まる夏野。確かに弥生から見れば、姉である桜以上の年齢の人間は全員、おばちゃん扱いになるのだろう。まあ夏野の場合はいくら見た目が若いとはいえ、割と達たつ観かんした雰囲気があり、年齢不詳な所があるからな。おばちゃんでもいいのかもしれない。俺もおばちゃんと呼んでやるべきなのか。まあ、夏野さんが後ろ手でハサミを抜いたので、この考えはここまでなんですけど。俺の命もここまでかもしれないんで。

「おばちゃんじゃないわ、お姉さんと呼びなさい」

「お姉、さん？」

「そう、よく出来たわね、偉えらい偉い」

　このままだと自分がえらいことになると、弥生も察したのだろう。勘の鋭い娘である。長生きするタイプだ。率先して地雷を踏みに行く俺とは違う。

「お姉さんは、誰？」

　賢かしこい弥生は泣くのを止め、首をかしげて疑問を投げかける。

「通りすがりの女性作家よ。あと、そこの犬の飼い主」

　そう言って、こちらを指さす夏野。

「クロの？」

「クロ？　ああ、そんな風に呼ばれているって言ってたわね。そう、クロよ。そのクロの飼い主、よろしくね」

「やよいはいつもクロに遊んでもらってるんだよ！　ありがとう！」

　弥生のテンションは急に元通り。さっきまで泣いていたとは思えない様子だ。

　その言葉に笑みを一つ浮かべ、弥生の頭に手のひらを落とす夏野。

「こちらこそ、うちの子といつも遊んでくれてありがとうね。それと、この子の名前は『クロ』じゃないのよ？」

　そうだそうだ、言ってやれ。俺には父上と母上から付けられた『春海和人』という、大事で立派な名前があるんだ。

「本当の名前？　じゃあクロは、本当は何ていうの？」

「それはね、■■■■っていうのよ」

『人の名前を戦時中の教科書みたいに言うんじゃねえ!!』

　どうやって発音したんだよ今の。

「え？　何て言ったの？　聞こえなかったよ？」

「それはね、ここで言うとお巡まわりさんが飛んで来ちゃうから、言えないのよ」

　どれだけ卑ひ猥わいなんだよ俺の名前。発禁呪文かよ。

「だから、これからもクロって呼べばいいわ。それで、アナタの名前は何て言うの？」

「やよいの名前は、本田弥生だよ！　新稲葉小学校三年二組、本田弥生！」

「弥生ちゃん、ね。これからもうちの犬の事をお願いね」

「うんっ!!」

　そう、元気よく答える弥生、と優しく微笑ほほえむ夏野さん。

　一見和なごやかな、非常に心温まる風景に見えますが、間違いがひとつだけあります。

『さて、どこでしょう』

「何よ、せっかくの和やかな雰囲気を」

『答えは夏野さんです』

「はあ？」

『本物の夏野さんはこんなに優しい微笑みを浮かべていたり、子供の頭を撫でたりしません。やらしい微笑みを浮かべていたり、子供の頭を丸呑みしたりするのが夏野さんです。分かりましたか？』

　簡単なクイズだ、ちょろいもんだぜ。

「じゃあ、私からも問題」

『……はい』

　いかん、調子に乗ったら死期が来た。

「言いたいことを言ってくれた馬鹿犬は、これからどうなるでしょうか」

　ホルスターから銀色のハサミを抜き出し、凄せい惨さんな笑みを浮かべる夏野さん。夕日に反射した刃と、逆光になった顔が超怖い。

『……どうなるんでしょうね』

「Ａ．死ぬ　Ｂ．死ぬ　Ｃ．死ぬ　Ｄ．死ぬ」

『クイズじゃねえ!!』

　全国正解率が一〇〇パーセント間違いなしの問題だ。だってどの選択肢も大正解だもん！

『ほ、ほら、今日はギャラリーもいるし、どうにか止めに出来ませんかね？』

　子供に見せちゃいけませんよこの惨さん劇げきは。

　俺と夏野のやり取りをキョトンとした顔で見ている弥生。そりゃそうだ、弥生には俺の声は聞こえていない。ただ夏野が犬に向かって喋っているようにしか見えないだろう。

『いや、冗談抜きにさ、弥生を家に帰してやらんといけないんだよ』

「幼女を盾たてにこの難なん局きよくを乗り切る気ね、この卑ひ怯きよう者もの」

　否定はしないけど。

　俺の命をだいじに。だって俺の命だもんね。

「まあ、良いわ」

　夏野は素直にハサミをしまう。良かった、何とか生いき永ながらえたぞ。

「家に帰ったら、続きをしましょう」

　一時間ほどだけどな。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【クロ】……　本田弥生が名づけた春海和人の愛称。全体的に見れば黒と言うよりも茶色なのだが、クロと呼んだ方が響きが良いという理由だけでこうなった。本田一家は皆この愛称を使用している。

【新稲葉小学校】……　新稲葉駅より徒歩一〇分のところにある小学校。千人以上の子供が通う、都内でも有数の大きな小学校である。スローガンは『先手必勝』。






「さて、じゃあ帰りましょうか」

　夏野とぐだぐだやっている内に、辺りにはすっかり夜の帳とばりが下りている。もう遅い時間だ、オッチャン達も心配していることだろう。

「夜も遅いからね、送ってくわよ。ほら、行きましょう」

「…………」

　夏野の申し出に、弥生は答えない。何かに堪たえているかのように、俯いている。

「どうしたの？」

「……帰りたくない」

　おずおずと答える弥生。

「やよい、今日は帰りたくない……」

「そういうセリフは大人になってから、もっと効果的なタイミングで使った方がいいわよ？」

　お前は一体何を教えているんだ。

「帰らないもん」

　そう言ったっきり弥生は黙り込んでしまった。お手上げとばかりに、こちらに声を掛けて来る夏野。

「何かあったの？」

『そうだな、色々とあったんだよ』

「説明しなさい」

『じゃあ俺をここから下ろせよ!!』

　街がい路ろ樹じゆに結び付けられたロープが、俺の足に繋がっている。逆さ吊り状態だ。

　いやおかしいよね？　俺が吊るされる要素も伏線も理由も無かったよね？　ロープなんかどこから持ってきたの？　続きは家に帰ってからじゃなかったのかよ！　いや、帰ってからやられるのもごめんなんだけどさ！

「この拷問は別腹なの」

『拷問をケーキみたいに言うんじゃねぇ！』

「アナタが余計なことを言うからでしょう。それで、反省はしたの？」

『した！　しました！　超反省しましたよ！』

　逆さ吊りの状態で何度も頷うなずく。頭に血がのぼって気持ち悪い。

「だいたい繰り返して言う場合って、本気で反省していないのよね」

『えええ……』

　この人マジ厳きびしいですよね。学校の先生みたいですよ。人間学園とかの。

「本当に謝罪の気持ちがあるというなら、一回だけ真剣に『反省しました』って言うはずよね？」

『……反省しました』

「一回だけ反省したと言われても、いまいち信用出来ないのよねぇ」

『お前、俺が嫌いなのか？　そうなんだな？』

　前世からの因いん縁ねんでもなけりゃ、この仕打ちに説明がつかない。

　今世の因縁だけで十分濃こいんだよ！

　出来れば来世まで持ち越して行きたいくらいの宿命だよ！

「……来世でもまた、私に会いたいって言うの？」

『いやちょっと待て、やっぱり無し。この生涯だけで十分だよ、お前との縁は』

「そ、そう。今この逢おう瀬せを、大切にしたいって、そう言うのね？」

　真剣な顔して何言ってるんだこの人。

　夏野はひとつ笑みを浮かべて銀色のハサミを一いつ閃せん。ロープが斬り落とされ、次いで落ちた俺の身体が夏野にキャッチされる。

「おかえりなさい」

『……ただいま』

　夏野の赤みがかった大きな瞳と目が合う。

　何か楽しそうだけど、良いことでもあったのだろうか。

　こいつがやったことって、俺の拷問しかなかったよな？　それなの？　だとしたら俺はこいつとの付き合いを真剣に考え直さなきゃいけなくなるけども。

「それで、何があったの？　さすがにそろそろ家に帰らないと、家族が心配するわ」

『いや、お前が拷問とかしたから時間食ったんじゃ……』

「そ　れ　で　？」

『怖いな！　ええと、そうだな、家を出るときに桜と喧嘩していたから、それが原因じゃないかな』

「桜って？　あの子のお姉ちゃんよね？　ふーん」

　得心したとばかりに、弥生に近付く夏野。

「ね、帰りましょう？」

　そう、優しく声をかける。

「お姉ちゃんもきっと心配しているわよ？」

「……でも、お姉ちゃんはきっと怒ってる。やよい、酷いこと言っちゃったもん」

「それならちゃんと謝らなきゃ」

「それにこんなに遅くまで外に出ていて、帰ったら怒られるよ」

「大丈夫、私も一緒に謝ってあげるし。いざとなったらうちの犬だって、内ない臓ぞうをぶち撒まけながら謝ってくれるわ」

　どれだけアグレッシブな謝罪なんだよ。それって完全に切腹じゃん。暗君を諫いさめるために部下がやる奴じゃん。

「……うん、それならいい」

　そう、弱々しく頷く弥生。いいのか？

　ともあれ、戻る決心がついたようで何よりだ。

　大人しく夏野に手を引かれて、新稲葉駅前の本田書店への道を歩き出す。

　出来れば、俺が切腹する事態だけは避けて欲しいんですけど駄目ですかね。


　　　　　　　　



　最初は夏野に手を引かれて一緒に歩いていた弥生だったが、本田書店が近付くにつれて、段々と夏野の後ろに隠れるようになっていた。

「お姉ちゃん、怒ってないかな？」

　まあ、桜の性格的にそれは無いと思うけど。あいつが怒る姿って、いまいち想像出来ない。基本的には笑顔を絶やさない桜である。

「何で怒っていると思うの？」

「だって、やよいはお姉ちゃんに『大嫌い』なんて言っちゃったから」

「それぐらいの事で気にしちゃダメよ。私にもお姉ちゃんがいるけどね、『お姉ちゃんの役立たず！』やら『お姉ちゃんの税金泥棒！』やら『お姉ちゃんの馬鹿！　ド低能！　マンモーニ！』って、いつも言ってるもの」

『どう考えても言い過ぎだろ』

　姉妹の縁を切るレベルだろ。

「あのね、姉妹というのはね、お互いにお互いをぶつけ合いながら成長していくものなのよ？」

　正面衝しよう突とつじゃねぇか。お前は、もうちょっと考えてぶつかれよ。

「でも、お姉ちゃんがやよいの事を嫌いって言ったら……」

　それでも不安を拭えないのか、段々と声を小さくする弥生。

「弥生!!」

　しかし、その弥生の消え入りそうな声は、辺りに響いた声にかき消される。

　大きく響く、必死の声音。それは、普段とは違う熱を込めた、本田桜の声だった。

　一瞬だけビクリとした後、逃げ出そうとする弥生。しかし夏野は握った手を放さない。

　桜は息を切らせながら弥生に駆け寄る。

「弥生！！！」

　涙目で桜を見上げる弥生。対して、桜は目の端に涙を浮かべながら。

「よかった……」

　崩くずれるようにして弥生を抱き寄せる。

「出て行ったっきり、戻って来ないんだもん。暗くなっても帰ってこないから、本当に心配したんだから」

「……ごめんなさい」

　弥生もまた、泣き出していた。

「ごめんなさい、お姉ちゃん。ごめんなさい。嫌いなんて言ってごめんなさい。大嫌いなんて言ってごめんなさい」

「良いのよ、良いんだから」

　抱き締めたまま、弥生の頭を撫でる桜と。

　桜の腕の中でただ泣きじゃくる弥生。

　それは、正しく仲の良い姉妹の姿だった。




「さて、これにて一件落着かしらね」

『そうだな』

　そう言って、帰ろうとする夏野と俺に本田桜が声をかける。

「あっ、あの、ありがとうございました。迷子になっていた弥生をここまで連れてきてくれたみたいで」

「人として当然の事をしたまでよ、気にしないで」

　そう答えながら、桜の全身を見回す夏野。

　主に胸の辺りを。

「くっ、互ご角かくと言ったところね」

　いやどう見ても負けてるだろ。自分に甘いなお前。

　しかしその不ふ穏おんな言動も、桜の耳には届かなかったようで。

「アナタが、クロの飼い主さんだったんですね、本当にありがとうございます。それにクロもね」

　弥生を抱きかかえたまま、柔和な笑顔で微笑む。マイナスイオンでも出していそうな、良い笑顔だ。

「本当にありがとうございます！　ほら、弥生もお礼を言いなさい」

「うん！　おば……お姉さんもありがとう！」

　弥生は空気を読むことを覚えていた。

　大人になったな。

「別に、そんなに大した事をしたわけじゃないのよ」

「いえ、このお礼はいずれ必ずしますので」

「ありがとうー」

　姉妹から揃って礼を言われて、たじろぐ夏野。感謝されることに慣れていないのだろうか。妙に硬派なところがあるよな。

「じゃあ、ひとつだけ教えて頂ちよう戴だい」

「なんでしょう？」

「アナタ達のお店のことよ」

「うちの、お店？」

　そう、俺もそれを聞きたかったのだ。

　本田書店の去きよ就しゆう、それは俺にとっても一大事なのだから。

「私はそこまで気にしてないんだけどね、知り合いに一人、アナタ達の店の熱狂的なファンがいるのよ。お店がなくなったら悲しむと思うんだけど、その辺りどうなのかしらね。本当に潰れるの？」

　考えてもいなかったことを言われたというように、桜は目を白黒させる。

「そ、そんな事はありませんよ！　確かに、お父さんは気に入ったお客さんに本を無料であげたり、自分の趣しゆ味みで売れもしない本を仕入れたりもするけど！　経営者としては三流どころか失格だけど、今すぐ田舎いなかに引きこもって山菜採りにでも精を出すべきだと思うけど、それでも、うちが潰れるなんて事はありません！」

　おい言われてるぞオッチャン。

「だったら、潰れるっていうのは完全にガセなのかしら？」

「誰が、そんな失礼な事を言ってたんですか？」

「……その子よ」

　そう言って、桜にしがみついている弥生を指さす夏野。

　夏野、桜、俺、二人と一匹の視線が弥生に集まる。

「だってだって、パパとママが凄いケンカをしてたんだもん！」

　弥生は慌てて、両手を振り回しながら必死に説明する。

「やよい知ってるもん、パパとママがケンカしたら、リコンして、イッカリサンして、イシャリョウが出て、テンガイコドクになっちゃうんだもん！」

　意味を分かって言っているんだろうか。分かる子供ってのも嫌な感じだけど。

「それなのに、お姉ちゃんは『放っておきなさい』なんて言うんだもん！　お店がなくなるかもしれないのに！」

　なるほど、それがそもそもの姉妹喧嘩の原因か。

「……そういうことだったの」

　桜は得心したというように、弥生を抱きかかえる。

「いい、弥生。お父さんとお母さんは別に喧嘩をしていたわけではないのよ」

「噓だよ、だってパパがすごい殴なぐられてたもん！　一方的にぼこぼこに殴られていたもん！　殴られ過ぎて、おかしくなっちゃったみたいで、えへえへ笑いながら殴られてたんだもん！」

　いや、それは、何と言うか。

　オッチャン、ついにそこまで……。

　桜もすっかり困り果てた様子で、必死に言葉を探している。

「あれはあれでふたりのスキンシップなのよ。ただ、ちょっとだけ、ほんの少しだけ、他の家とは違うだけで……」

『どういう家なんだよ』

　そうだよな、確かにオッチャンは日常的に奥さんから殴られてはいるみたいだけど、それは別に憎しみで行われているわけではない。一応は同意のもとに行われていることなのだ。きっと。

「つまりは、そういうプレイってこと？」

『違ちげぇよ！　そっち方面に考えるなよ！』

　今ちょっといい話になりかけていたのに！　なりかけてたか？

　言い合う俺達の後ろで、桜はなおも必死に弥生を諭さとしていた。

「だからね、えーと、あのふたりは別に喧嘩をしていたわけではないの。別にお店がなくなるわけじゃあないの。だから、離れ離れになる事はないの。お店も潰れないし、ずっと一緒にいられるのよ」

「本当に？」

「本当よ、だから安心して、ね？」

「わーい、やったー」

　そう喜ぶ弥生の顔には、すっかりいつもの笑顔が戻っていた。

　うん、子供はこれぐらい元気な方がいいよな。




　夏野さんがポツリと呟く。

「……ひょっとして今回のことって、全部あのヘタレ店長がいけないんじゃないの？」

　それ言っちゃいけないことだと思うんだけど。

　しかし事実だ。

『その通りだよな、全てオッチャンのヘタレが招いた騒そう動どうだよな』

「ヘタレもこじらすと、事件にすら発展するのね。勉強になったわ」

　何を納得したのだろうか。うんうんと頷く夏野。

「アナタも気をつけなさいよ。アナタのヘタレっぷりだって犯罪級なんだから」

『存在自体が犯罪級のお前に言われたくはないな』

「ヘタレのくせに私の心を弄もてあそぶなんて！」

『いや、弄ばれているのは俺の肉体だろ！』




　夜の帳の下りる新稲葉の街。

　手を繋いで本田書店へと帰る姉妹を見送る。

　ちょっとした騒動ではあったけれど、これからも本田書店で本が買えて、それを読めるのなら問題ないさ。

『んじゃ、俺達も帰ろうぜ』

　早く帰って本を読もう。本を買って、本を読んで、本と添そい遂とげる。それこそが俺の生き様。春海和人は読書バカなのである。

「そうね、お仕置きもしないといけないものね」

　ワスレテマシタ。

『俺、今日は帰りたくないの……』

「別に、なんならここでやってもいいわよ。痛いと思うけどね、どうする？」

『……帰る』

「よろしい」

　そう嬉うれしそうに頷く夏野と、死刑執行直前の囚人の気分を味わう俺が、並んでマンションへの道を歩き始める。

　見上げた夜空には、笑顔で親指を立てるオッチャンの姿が見えた気がした。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【本田弥生】……　本田書店の看板娘その二。東京都Ｋ区在住。父の文夫、母の葉子、姉の桜との四人暮らし。小学三年生。家族想い。本田書店に買い物に来る犬の春海和人のことをえらく気に入っており、見つけると執しつ拗ようなまでに全身を撫でまくる。小学生にしては豊富なボキャブラリーを持つが、果たしてその意味を理解して使用しているのかどうかは甚だ疑問である。


















　　　九月　一〇日






『……ふう』

　満足の溜ため息いき。

『よくわかる六法全書』を読み終えたのだ。

　少し時間が掛かってしまった。普段なら、このくらいの厚さの本など、瞬まばたき一つでダウンさせているぐらいなのに。まあ、しょうがない。

『そもそも、書いてあることがよく分からないんだよな……』

　別に、俺の頭が悪いとか、俺の脳が足りないとか、そういうことではなく。この本には読者に内容を理解させようという気が全く感じられない。『よくわかる』と謳うたっているのに、よく分からなくなっちゃってるよ。よく分からないわかる本だよ。うん、ちょっと何言ってるんだか分からないね。ごめんね。

　そうやって、非実在自分に誠意を込めた謝罪をしていると。

「一体、何を読んでるのかと思ったら」

　本を閉じた先、目の前には黒タイツの黒いつま先。

　顔を上げると、我がご主人様であるところの夏なつ野の霧きり姫ひめさんが、呆あきれ顔でこちらを覗のぞき込こんでいらっしゃった。

「六法全書っていうのは、法ほう曹そう界かいを目指す前ぜん途と有望な若者達が読む本であって、アナタみたいな犬いぬ畜ちく生しようが読む本ではないのよ？　身の程を知りなさい、この犬が」

　相変わらず酷こくなことをあっさりと言う人である。

　そして、いきなり踏みつけられなかっただけ、今日はラッキーだなと思ってしまった自分はおかしい。

『うるさいな、何を読もうと俺の勝手だろ。文句をつけるようなら読書不ふ可か侵しん条約に基もとづいて正式に抗こう議ぎするぞ！』

　飼い主と飼い犬。扶ふ養よう者しやと被ひ扶ふ養よう者しや。

　いくら立場的に絶対的な格差があろうとも、俺が読む本についてとやかく言われる筋合いは無い。こと本に関することに対しては、俺にも譲ゆずれない一線がある。

　何しろ俺は本が大好きで、超好きで。好き過ぎて、今こうして犬の姿になってまで、生きているのだから。

「それにしても、六法全書、ねえ……」

　足元の『よくわかる六法全書』をヒョイと拾いあげると、蔑さげすむ目でこちらを見下ろしてくる夏野。

「せっかくなら、もっと役に立つ本を読めばいいのに」

『何言ってんだよ。十分役に立つじゃないか』

「犬のアナタが、今更人間の法律を学んでどうしようって言うの？」

『ほら、暴力ばかり振るう同居人を訴うつたえたくなった時とかさ』

「へぇ？」

　ごめんなさい、本当は一度読んでみたかっただけです。だからその太ももに巻き付けたホルスターから銀色のハサミを抜こうとするのを止やめて下さい。アナタの目の前にいる犬は、ちょっとお茶目が過ぎるだけの、人畜無害な犬畜生ですよ。ハサミを使ってのお仕し置おきなんて俺が得しませんよ。何より俺の身体からだが損するんですよ。




　話題を逸そらさないと俺がヤバい。何か、何かないか。

　そう思って部屋を見渡せば、壁かべの時計が午後四時を指しているのが目に入った。夕飯の時間にはまだ早い。

『あれ、こんな時間にどうしたんだ？　執しつ筆ぴつは？』

　夏野霧姫は単なる暴力装置ではない。

　その正体は作家、それも世が世なら高額納税者番ばん付づけ常連であろう超絶売れっ子作家、『秋あき山やま忍しのぶ』なのである。

　この時間、いつもなら原稿用紙に向かって、鬼の様に万年筆を走らせている。声を掛けるのが躊躇ためらわれるほどに、執筆活動に熱中しているのが常だった。それがこんな中ちゆう途と半はん端ぱな時間に声を掛けてくるなんて珍めずらしい。

　だからこそ、得え体たいの知れない怖さがある。

「ん、思ったより早く書き上がったから、家事を済ませようと思ったんだけど」

　なるほど、確かに夏野の机の上には、分厚い原稿用紙の束が積まれている。新たな作品がまたひとつ、この世に誕生したのだ。早く読みたいけど我が慢まん。俺のプライドに懸かけて、本として発売されるまでは読まないと決めている。

　読みたくなる気持ちを抑え、視線をずらす。机の上のコルクボード、そこに貼はってあるミニチュアダックスフンドの写真が、ズタボロになっているのが目に入った。

　……あれって俺じゃないよね？

　いやまあ、多分、恐らく、もしかして、きっと、俺のような気がするんだけど。

　執筆中にイラッとした時に斬きりつけたのだろうか、ズタズタで、もう原形を留とどめていなかった。正直いい気持ちはしない。だって、いつ実在の俺に刃先が向けられるか分からないものね。

「でも、家事より先にやらなきゃいけないことがあったのを思い出したのよね」

『ふーん』

　そりゃ大変だな。

「ちょっと探し物。アナタにも手伝ってもらおうかと思ったんだけど」

　探し物？　手伝い？

　つまり面めん倒どう事ごとの予感がひしひしとするので、俺はパス一です。

『断る。そんなん自分一人でやれよ』

　そんな面倒なこと、何で俺がやるんだよ。俺は本を読むのに忙いそがしいんだ、時間なんてまるでない。さあ次は『萌もえる広こう辞じ苑えん』なんてどうだろう、これも読んでみたかったんだよなぁ。

「……居候いそうろうのくせに」

　グサリと。

　何だろう、言葉の刃やいばが胸に突き刺さる。

「……不要家族のくせに」

　グサグサグサ。

　色々とあったせいで、大たい概がいの痛みには慣れているつもりだけど、痛いものは痛い。

『いや、夏野さん、あんまりそういうことは……』

「やりたくないやりたくないと言うのなら、いっそ生命活動を止めなさい。読書の続きは地面の底で」

『怖いなこの人!?』

　埋める事前提なのかよ！

　ハサミで切り刻まれた後に埋められるのか、生き埋めか、それが問題だ。

　問題じゃねぇよ。どっちも嫌だよ。どっちにしろ死んでるじゃないかよ。




「ちょっと探し物。ア　ナ　タ　に　も　手伝ってもらおうかと思ったんだけど」

　ご丁てい寧ねいに、さっきと一言一句変わらないことを言う夏野。ただ若じやつ干かんニュアンスが変わって、脅おどしみたくなっている。

　夏野との同居生活が始まって約一カ月。その間、身に染みて分かった事がある。

　逆らうな。

　それだけだ。

　夏野はとにかく人の話を聞かない。激情的で刹せつ那な的てきで暴力的な、凶悪な魔王を一〇体まとめてエンシェントスピリットエボリューションしたみたいな、ひどい性格である。もしも逆らおうものなら銀色のハサミが襲おそってくる。本来文房具でしかないハサミがその瞬間、荒馬となって天高くいななき、俺を襲うのである。

　これは訴えたら勝てるレベルだと思うけど、いかんせん原告が犬では無意味だ。

『……しょうがない、か』

　今は我が身が大事だ。丁ちよう度ど一冊読み終えたところで気分が良い、探し物のひとつぐらいなら付き合ってやるとしよう。

　名残なごり惜おしいけど『萌える広辞苑』はまた今度にする。『広辞苑』と『萌え』をどこでどう繋つなげるのか凄すごく興味があったけど、またの機会にしよう。全体の厚さがおかしいことになっているのが非常に気になるけど。

『分かった、手伝うよ』

「最初からそう言えばいいのよ」

　やたら偉えらそうな態度で、大おお仰ぎように頷うなずく夏野。こいつムカつく。

『んで、一体何を探せばいいんだ？』

「ブラジャーよ、レースの入った黒い奴」

『え、着けてたの？　必要ないじゃん、覆おおうほどの胸が無いんだから』

　瞬間、太もものホルスターから引き抜かれる銀色のハサミ。

　飾かざらない性格なので思わずポロッと本音が出てしまった。このままだと俺の中身がヌルッと出てきて、辺りにドバッと腸はらわたを撒まき散ちらす羽は目めになってしまう。秋の残ざん虐ぎやく擬ぎ音おん祭りだね。

　よし、逃げよう！　逃げられるかな？

　無理か？　無理だね！






《以下の単語が用語集に登録されました》

【読書不可侵条約】……　隣人の読書内容に対しては決して口を挟はさむ可べからずという、読書家の精神の自由を謳っている。

【よくわかる六法全書】……『六法をわかりやすく！』をモットーに鳴り物入りで発売された簡かん易い版ばん六法全書。法令・判例が大幅にカットされている為ため、結果的によく分からない事になってしまった本末転倒の代しろ物もの。そのくせ適度に厚い。そしてひらがなが多いため、超読みづらい。

【萌える広辞苑】……　広辞苑に載のっている単語を、アニメやゲーム等のセリフを引用した例文と共に紹介している。イラストも豊富で、マスコットキャラの『チーたん』が一部で人気を博はくしている。厚さは通常広辞苑の三倍のため、ほぼ立方体となっており、岩みたいに重くて超読みづらい。






　まあ逃げられる筈はずもなかったんですけどね。

　本棚の陰、本と本の間に挟まって、嵐あらしが過ぎ去るのを待っていたところをあっさりと発見された。俺の完かん璧ぺきなステルス迷彩が破られただと！

　その時の夏野の顔はまさに悪あつ鬼き羅ら刹せつのようで、その所しよ業ぎようもまた悪鬼羅刹の類たぐいであり、単なる犬の俺は、しっかりと背中の一部の毛を刈り取られた。

　ひょっとしたら毛じゃない部分も刈り取られたのかもしれない。ケバブみたいに背中の肉が削そぎ落おとされていたらと思うと、怖くて鏡も見れません。

　解げせぬ。

『……何であそこに隠れていたのがバレたんだ』

　心からブックエンドになりきっていたと思うんだけど。カリマイナチウス並みの完璧な擬ぎ態たいが、どうしてバレてしまったんだろうか。

「やっぱり、アナタには記憶力が無いのかしら」

　養豚場のブタでも見るかのような目でこちらを見下してくる夏野。上から目線の嫌な女とはこの人のことです。

「知らなかったの？　隠れんぼで私からは逃げられない」

『何でだよ、お前は隠れんぼチャンピオンなのか？　逃げ切ったら一〇〇万円とかの人材だとでも？』

「だって、私には、アナタの心が読めるのよ？」

『……そうだった』

　ああ成程、そう言えばそうだったね。

　一カ月前に起きた喫きつ茶さ店てんでの強盗事件。その時に、人から犬の肉体へと転生して以来、俺の考えていることは全すべて、目の前のハサミ女こと夏野霧姫さんにダダ漏もれなのである。不ふ遜そんなことを考えればそれはすぐに夏野に伝わり、結果として俺のＨＰはレッドゾーンに突入するのだ。

「忘れていたようね、このバカ犬。犬のくせに鳥頭とは」

　あまりにも自然に夏野との会話が出来ているので、意識していないと忘れてしまうのだ。決して白髪の看守から攻撃を受けたわけではないです。

「そんなスズムシみたいな脳みそで可か哀わいそうにね」

『うるせぇよカミキリムシ』

「全く、この低能ときたら、アナタのお母さんも泣いてるわよ？」

　そういう心に来るような罵ば倒とうは止めてくれないだろうか。

「無能にも程があるわ、アナタの娘も泣いているわよ？」

『俺の未来が捏ねつ造ぞうされてる!?』

　娘には嫌われたくないので頑がん張ばります。




「それじゃあ、さっさと探すわよ、お気に入りなんだから」

　逆らえないのだと、最初から言ってくれればいいのに。逆らわないし。

　仕方がない、ブラジャーでもボイジャーでもボウケンジャーでも探し出してやろう。

『でも、探し物とか正直あまり得意じゃないんだよな……』

　本の中から特定の単語を見つけ出すとか、そういう感じの探し物だったら大得意なのに。グーグル先生より先に見つける自信があるよ、オフラインだけど。

「犬なんだから、犬らしく、その嗅きゆう覚かくを活いかしてなんとかしなさい」

『嗅覚、ねえ』

「その鼻は飾りじゃないんでしょ、さっさと嗅かぎまくりなさいよ」

　こちらの鼻をうりうりと突っついてくる夏野。

　確かに犬の能力をこのまま使わないのは惜しい。望む望まないは別として、俺は犬になってしまったのだ。それならせいぜい有効活用しよう。

　そうと決まれば即実行。

　後ろ足に力を込めて、近寄ってきた夏野の首筋に飛びかかる。

「ひゃっ！」

『うひゃぁ！』

　次の瞬間、急に身体が引きはがされて、きれいなフォームで壁に投げつけられる。全身をしこたまぶつけた。

『痛え!!』

　何だよ、人がやる気を出した瞬間にこれだよ！　いつもこうだよ！

『いきなり何しやがるバカ野郎！　何も悪いことしてないだろ！』

　少なくとも今は！

「な、何よ！　急に顔を近づけるからビックリしたじゃないの!!」

　妙に顔を赤らめて言う夏野さん。

　俺が悪いんだろうか、これは。

『いや、だって、ブラジャーを探そうにもさ、匂においを覚えなければ無理だろ？』

　犬の能力を使って探すのなら、それが一番手っ取り早い。

　人間の一万倍とも言われている犬の嗅覚を使って、ブラジャーぐらい、たちどころに見つけてみせようじゃないか。

「……そ、そういうことなら仕方がないわね。じゃあ、はい」

　意を決したように胸を張り、両腕を広げる夏野さん。どん、と言う効果音すら聞こえてきそうな、見事な仁王立ちである。

「かかってきなさい!!」

『いや、そんな身構えられても……』

　その体勢に対して、俺にどうしろと言うんだ。

「どうしたの？　匂いを覚えるんでしょう、早くかかって来なさいよ」

　かかっていったら即座に跳ね返される未来が見えるんだけど、どうしよう。

　かかっていかなくても何だかんだで攻撃される未来も見えるんだけど、どうしよう。

　何な故ぜか顔がさっき以上に真っ赤なんだけど、どうしよう。

　胸を張っている癖くせに胸が無いんだけど、どうしよう。

　つまり俺の未来全般がどうしようもない。

「だ、大丈夫、別に何もしないわよ。ほら、早くかかってきなさい。夕飯までには終わらせたいんだから！」

　何もしないというその言葉には全く説得力が無いけれど、しょうがない。早く読書を再開するために、さっさと済ませよう。

　再び後ろ足に力を込めて、夏野の胸に飛びかかる。

「せいっ！」

『うわらば！』

　と、夏野の腕の中に到達する直前に空中で胴体を摑つかまれ、再び壁に投げつけられる。またも全身をしこたまぶつけた。

　二度目!?

　今のは俺に落ち度ないよね？　言われた通り飛びかかっただけだよね？　何で今投げ飛ばされたの？　バカなの、死ぬの？

　文句を言おうと睨にらみつけると、夏野は不ふ思し議ぎそうに自分の両腕を見下ろしていた。

「……おかしいわね、身体が勝手に動いたわ」

『はぁ？』

「危険を察知した私の防衛本能が、無意識的に反撃を選択してしまったみたいね」

『お前、無む我がの境きよう地ちとかに達しているのかよ』

「まあ、攻撃に対して自動的にひらめきの精神コマンドが掛かる私の敵ではなかったということね」

『どうやって倒すんだよお前を』

　無敵砲台みたいな女だよね、この人。

「私を倒すには、一世紀ほど早いのよ」

　未来から来た州知事型ロボットでも倒せそうな夏野さんである。何でそんなのと同居してるんだよ俺は。俺の未来に何があるんだ。




　とにかく、言うことを聞いていたのに二回投げられた。これはもう純然たる悪意ですよね。

「しょ、しょうがないわね。ほら、これならいいでしょう？」

　ヒョイと持ち上げられ、優しく抱きかかえられる。

　そのまま壁に投げつけられるんじゃないかと三度目の災厄にビクビクしたけれど、意外にも普通に抱かれただけだった。普段こんなに優しく抱かれることなんて無いので、妙な感じである。そのままバックドロップに繋げるんじゃないだろうな。

　夏野の長い髪かみの毛けが鼻に触れてくすぐったい。

　抱きかかえられた腕の中、体勢を変えて顔を上に向ける、目の前には夏野の顔がある。赤く大きな瞳ひとみ、端たん整せいな顔立ち。これで口さえ開かなければなぁ。むしろ動かなきゃなぁ。

「うるさいわね、早く済ませなさいよ」

　妙に恥ずかしそうに顔を背ける夏野、相変わらず顔は赤いままだ。熱でもあるのだろうか、それなら大人しくしてればいいのに。

　まあ、余計な事を言ってまた投げられてはかなわない。夏野の気が変わらない内に早く済ませてしまおう。

　鼻から息を吸い込むと、インクと石せつ鹼けんの匂いの混じったような匂いが鼻び孔こうをくすぐる。普段同じ部屋で過ごしているから嗅ぎ慣れている筈なのに、何ど処こか甘く、鼻に残る。

　成なる程ほど、これが夏野の匂いか。

「……んっ」

　と、短く押し殺したような声をあげる夏野。

　どうした？

「ん、あまり、動か、ないで、よ……」

　体勢を変えようとして、胸の中でもぞもぞと動いているのがくすぐったかったのだろうか。

「ん、んん」

　まるで何かに堪たえているかのような声をあげる夏野。

「ちょ……、ん、もう……、いいでしょ……」

　いや待て、もうちょっとだけ。

「……まだ、なの？」

　せっかくの機会だ、忘れないように匂いをしっかり覚えておこう。

「んっ、あっ！！！」

　そう、夏野が小さな叫び声をあげたかと思った瞬間、俺の身体は三度宙を舞っていた。

『ぐりはるば!!』

　そして、またも壁に全身をしこたまぶつける。

　やっぱりこうなるんですね。背中の方から何か嫌な音が聞こえたような気もするけど今は気にしないでおこう。気にしたら負けだと思っている。気にしなかったら死ぬかもしれないんだけどさ。

「こ、こ、このセクハラ犬が!!　訴えるわよ、法廷で争うわよ!!」

『どうしてこの状況でお前側が怒るんだよ！』

「ご主人様の胸を全身使ってまさぐるなんていい度胸じゃない！　こ、この淫いん獣じゆうが！」

『止めて！』

　その呼び方は割と真剣に止めてください。私の今後に関かかわるので。

「生皮を剝はいで、裏返しにしてから縫ぬいつけてあげましょうか？」

『お前の発想はどうしていちいち猟りよう奇き的てきなんだよ!?』

　生皮を剝ぐとか普通は思いつかないだろ。どういう育ち方をしたらそんなバーバリアンみたいな発想が出来るんだよ。

「全く、物事には順番というものがあるのよ。そんな、いきなり……」

『ああ、何だよ順番って！　お前に言われた通り匂いを覚えていただけだろ！　胸なんて触ってねえよ、第一どこが胸なんだよ！　無さ過ぎて分からねえよ！』

　言った瞬間、銀色のハサミが突とつ如じよ足元に突き立てられた。

『ひいいいぃい!!』

　すぐに後ろに飛とび退のくも、足の先っぽの毛が数本持って行かれた。あと数センチずれてたら大だい惨さん事じでしたよ？

「そう、わざとではないと言うのね。意識して触ったわけではない、と。無意識だった、と？」

　冷たい目で冷たい声を冷たく放つ冷たい夏野。わぉ、超クール。

『当たり前だろ、誰がいちいちそんなもん触るかよ』

　お前を触ったところで俺のリビドーはピクリとも動かないし。

　大体、俺は本にしか興味が無いと前から言っているじゃないか。俺の溢あふれる劣れつ情じようを動かしたかったら書籍化されろよ。活版印刷を経へてから俺の前に来いよ。

　駄だ立りつ体たいごときが偉そうに。

「じゃあ、もしも私が無意識の内に何かを分解したとして、責められはしないということよね？」

『何かって何!?』

　該がい当とうするのが俺内部の検けん索さくエンジンにおいて一件しか見当たらないんだけど！

　もしかして：俺!?　だよな!!

　助けて急上昇ワード！

「あーあー無意識ー」

『お前のような無意識があるか!!』

　言っちゃってるし！

「無意識なのに斬りたーい」

『く、来るな……！』

　無意識らしさを演出しようとしているのか、白目をむいて歩き出す夏野。もう怖い。あり得ないくらいに怖い。あと無意識らしさって何だよ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【淫獣】……　キャラクター性にかかわらず、見た目・仕し草ぐさ・行動がどう考えても性的な生物の事。魔法少女モノのマスコットキャラクターに多く見受けられる。






「昨日洗せん濯たくして、この部屋に運んだ記憶はあるのよ。だから、この部屋のどこかにはあると思うんだけど」

　ようやく本題開始である。ここまで長かった。俺の寿命は短くなったけどな。

　満まん身しん創そう痍いの俺を目の前にして、普通に話を続ける夏野の精神状態は本当おかしいよ。

「洗濯しちゃったから匂いが薄れているかもね。ちゃんと覚える為にもう一度嗅ぐ？」

『絶　対　に　嫌　だ』

「そう、ならいいけど。上う手まく探せそう？」

『まあ、何とかなるんじゃないかな』

　犬の嗅覚は人が考えているよりもはるかに凄い。ちょっと洗濯した程度で匂いが分からなくなることは無いだろう。

　床に鼻をこすりつけ、さっき覚えた夏野の匂いを探す。大丈夫、できるできるやれるやれる。諦あきらめたらそこで試合終了ですよ。

　まあその試合、勝ったところで得るものも無い、消化試合と言うより消化不良試合なんだけど。




　で、本棚の近くに来た。

　相変わらずでかい本棚だ。小さな犬の身体には、そびえ立つ山脈のようにすら見える。そこにみっしりと詰まった本の甘美な姿に、思わずよだれが垂れる。俺にとっては文字通りの宝の山だ。

　紙とインクの匂いが漂ただようその空間を、慎しん重ちように探っていく。

　そんな中、ふと気になるものを感じた。

『……これか？』

　本棚の一番下の段から、犬の前足を器き用ように動かして、一冊の本を取り出す。

　タイトルは『初級奇術入門』だ。まだ読んだことのない本である。吸い込まれるようにしてページを開く。さあ本の世界に飛び込もう。レッツリーディング！

「こらバカ犬」

　と、本に没ぼつ頭とうする寸前で、後ろに立っていた夏野に本が奪うばわれる。

　俺の読書を遮さえぎるだなんて良い度ど胸きようだ。

『何をする！　せっかく探すの手伝ってやろうとしているのに！』

「探すフリをして本を読もうとしているように見えたのは気のせいかしら？」

　気のせいです。それはもう心から気のせいです。

『いやいや、本の中にブラジャーが挟まっているかもしれないだろ。何ど処こにあるか分からないんだ、本の間もしっかり探さないとな。どうせ薄いんだから、栞しおりの代わりになっているかもしれないだろ？』

「……それが遺ゆい言ごんで良いのかしら？」

　銀色のハサミに手をかけようとする夏野。手が早い！















『さ、探してる、探してるよ！　人は誰も本を探して時を彷徨さまようの！』

「それならわざわざ読まなくても、パラパラめくってみれば分かるじゃない」

『何を言う、本を開いておきながらそれを読まないなんてとんでもない！　そんなの、本に対して失礼じゃないか！』

　バカかコイツ。相変わらず、本に対する礼れい儀ぎがなっていない奴だ。こんなに沢たく山さんの本を持っているくせに全くもって非常識、これで作家だというんだから世も末である。

「ご主人様に対する礼儀がなっていない失犬のくせによく言うわね、アナタの世界を終わらせてあげましょうか？」

　そんな魔王みたいな脅しはやめて欲しい。

『とにかく、俺は本に対する礼儀作法にのっとって探してるんだ。邪じや魔まするなよ』

「へえ、それじゃあアナタの言うその礼儀作法とやらを聞かせてみなさいよ。本当にその探し方が理に適かなっているなら、何も文句は言わないわ」

　いいだろう、聞かせてやろうじゃないか。ビビるなよ。

『まずは礼儀作法の一、「背表紙の確認」だ。いいか、素す晴ばらしい本というのは得えてして背表紙も素晴らしいものだ。本棚に並んでいる本で、まず最初に人が見る部分はどこだ？　そう、背表紙なんだ。人は本棚から本を取り出す時、最初に背表紙を見る。人は本を本棚にしまう時、最後に背表紙を見る。つまり、読書というのは背表紙から始まり、背表紙に終わるんだ。素人しろうとは、やれタイトルだ、やれ表紙だとか言うけどな、俺から言わせればちゃんちゃらおかしいね。ド素人の意見だ。そもそも背表紙の起源というのはだな……』

　ざくり、と。

　俺の熱弁の場は、突如現れた銀色の切っ先によって強制的にお開きとなった。

『ぁあぁ危ねぇな!!　殺す気か!!』

「ごめん、あまりに退たい屈くつで寝ちゃってた。うっかりうっかり、うっかり霧姫ね」

『その割にハサミの狙ねらいが正確だったんだが……』

　うっかりの結果俺が死ぬのなら、それはうっかりじゃなくて殺意の発はつ露ろだし。そもそもお前は寝ながら攻撃するのかよ。睡すい拳けんの使い手なのか？

「うん、聞いた私が悪かったわね。はいはい、さっさと次に行きましょう」

『俺の話はまだ始まったばかりだぞ、後二ページ分はやる！』

「もういいわよ。アナタの話を全部聞いていたら、いつになっても探し始められないから。まさか背表紙から始まるとは思わなかったし」

『何だよ、何が悪いんだよ、ちなみに今のは「本の選び方編」だからな』

「聞いてなかったし、聞くつもりもない」

　夏野はハサミを人差指でくるくると回した後、太ももに付けたホルスターに戻す。

「第一、偉そうなこと言ってる割には、本人がその礼儀作法とやらを一番守れてない気がするんだけど？」

『何を言う！　俺はきちんと守ってるぞ！』

「私が渡した本を、背表紙の確認も何もせずに、本能の赴おもむくまま読み始めた犬はどこの犬かしらね？」

　私だ。

「読書中に話しかけても答えないし、本を取り上げようものなら殺意を込めた目で睨みつけてくる犬はどこの犬かしら？」

　それも私だ。

「全く、口では何と言っても肉体は正直ということね」

『妙な言い方は止めて下さい！』

「とにかく、今は探し物の最中なの、本を開くのは禁止。本の中が怪しかったら私に言いなさい」

『横暴だ！　訴えるぞ！　組合作るぞ！』

「次に不ふ真ま面じ目めな態度を取ってごらんなさい、塩漬けにするわよ？」

『干からびて死んじゃう！』

　俺はどこぞの交渉人じゃないんだぞ。

　しょうがない。真面目にやろう。拷ごう問もんがエスカレートしかねないから……今、ナチュラルに拷問って単語が出たな。何で拷問されるような立場にいるんだよ俺は。せめてお仕置き程度にしてくれれば……いや、お仕置きも嫌なんだよ？　俺の常識は何処へ行ったのだろうか。俺の自由と尊そん厳げんと平穏を連れて、家出したのかな？

　帰って来いよ……。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【本に対する礼儀作法】……　『本の選び方編』以外にも『本の読み方編』があるらしいが、そもそも言い出した本人が全く守れていないので完全に意味を成していない。

【お仕置き・その５】……　前足の付け根と後ろ足の付け根を持ち、手前側と反対側へ思いっきり逆回転させる。通称雑ぞう巾きんしぼり。人間にやったらＤＶになっちゃうので、素人にはお勧め出来ない。






　本を読む事を我慢しながら、本棚の間を必死に探すも、成果は芳かんばしくない。

　匂いと言っても、そもそもこの部屋自体が夏野の部屋な訳で、あちこちから夏野の匂いがするのだ。匂いだけで探すのは厳しいかもしれない。闇やみ雲くもに探すのではなく、少しは当たりを付けて探してみる。

『……とは言っても、なぁ』

　部屋の中をぐるりと見回す。

　周りは本棚、本以外に特別なものは無く、怪しいものなんて無さそうだが。

『ん、あれは何だ？』

　と、本棚の上に黒い何かが見えた。

　小さな犬の視界からは外れていたので、今まで気づかなかった。

『何か四角いし、多分違うだろうけど、念の為見ておくか』

　後ろをチラリと見れば、夏野は別の場所を探している。キッチンの方から冷蔵庫を開ける音と『ここにも無いわね』と言う夏野の声が聞こえる。どうやってもそこには無ぇよ。冷やしブラジャーとかになるだろ。

　俺は再び本棚の上の四角い物体を見上げる。

　箱だろうか、ひょっとして中にブラジャーが入っているのかもしれない。どういう行動の結果で、そんな所にブラジャーが行ってしまうのかは分からないけど、とにかく可能性はゼロではない。

　途と中ちゆうの段を足掛かりにして、猫のように本棚を駆けのぼり、一番上に到達。箱の前に辿たどり着ついた。

　本棚の上にはそれなりに埃ほこりが溜まっているが、箱の周りには何度も動かしたような形跡が残っている。ごく最近にも動かしたことがあるってことだろうか？

「こらバカ犬、やめなさい！」

　と、箱を目の前に奮ふん闘とうしている俺に気づいたのか、夏野がえらい形ぎよう相そうでキッチンからこちらに駆けてくる。

「違う、その箱は違うわ！　離れなさい！　危ないわよ！」

　何をそんなに慌あわてているのか。開けた瞬間に爆発するとか、年齢が下がるとか、そういう仕掛けがある訳でもないだろうに。

　よし、前足が蓋ふたの隙すき間まに上手く引っかかった。うん、もう少しで開きそうだ。

「ちょっ、ちょっ、やめなさいって言ってるでしょ！」

　夏野は必死の顔で本棚に飛びつくと、ぐらぐらと揺すってくる。

『おい、やめろって、危ないだろ！』

「だったら、早くその箱から離れなさい！」

　揺れが更に強くなった。狭せまい足場の中、上手くバランスが保てない。

『わ、分かった！　離れる、離れるってば！』

　蓋の隙間から前足を引き抜こうとするが、抜けない。

　何かが引っかかってるのか？　ミミック的な何かが？　それともドッグバスター的な何かで俺はロストするの？

「はーなーれーなーさーいー!!」

　揺れが更に激しいものに変わる。もはや立っていられない。

『いや、抜けない、抜けないんだって！　離れたくても離れられないんだって！　だから揺らすのやめて！　落ちる！　落ちちゃう！』

　箱に嚙かみつかれたようなこの体勢では、逃げ出すことも叶かなわない。

　更なる揺れが襲ってきた瞬間、完全にバランスを崩くずした俺の身体は、箱もろとも空中に放ほうり出だされた。

『ゲヒャッハー！！！』

　思わず飛び出した汚い悲鳴は、落下する浮遊感に掻かき消けされた。

　しかし心は冷静に。一緒に投げ出された箱を後ろ足で蹴けり、前足を無理矢理引き抜く。身軽になった身体で更に一回転して床に無事着地。うん、パーフェクト。

　最近落とされたり、投げつけられたりすることが多いので、空中での姿し勢せい制せい御ぎよは随ずい分ぶんとお手のものになっている。壁に投げつけられたら無理だけど、重力に引かれた自由落下くらいなら対処出来るくらいには成長しているのだ。

　いやいやいや何で慣れちゃっているんだよ、それ猫の分野だろ。それだけの回数落とされ続けているってだけですけどね。

「ああああああ」

　隣で頭を抱えている夏野。見ると、落ちた衝しよう撃げきで箱の蓋が開き、中の物が飛び出していた。透明な半球状の物体の先にチューブが繋がっている。その先には空気入れのようなゴム状の球体がくっついていて、理科の道具みたいな形状の代物。

『……何だ、これ？』

　球体には『おっきくなるもんっ！』という商品名と共に、ご丁てい寧ねいに使用方法まで書いてあった。半球部分を胸部に当て、空気入れで中の空気を抜くことにより、胸を膨ふくれ上あがらせるようだ。

　成程、なんとも直接的で、古臭い豊ほう胸きようグッズですね。

『…………』

「…………」

　見られたくないわけだ。むしろ見たくなかった。

　だってこれから俺の身に起こることが容易に予想出来るんだもん！

『…………』

「…………」

　沈黙が続く。

　沈黙が怖い。

『…………』

「…………」

　夏野の顔をチラリと見る。どうしよう、今まで見たことの無い顔をしてる。爆弾岩みたいな顔してる。

『…………』

「…………」

　何か言わないとまずい。主に俺の命が。

『……いや、持って生まれた資質に胡坐あぐらをかかず、自分の現状に満足せず、常に高みを目指すなんて、なかなか出来ることじゃないよな』

　俺は何を言っているんだ。

　でも頑張れ俺、意味不明でもいい、今はとにかく口を動かせ。動かさないと死ぬぞ！

『自分の弱点としっかり向き合い、克こく服ふくしようとする、その態度こそが貴き重ちようだよ。中々出来ることじゃないよ。無む駄だな努力と知りつつも、しかしチャレンジを止めない、その覚悟は三千世界に響き渡るよ。自己を高める為の修しゆう練れんを怠おこたらないなんてすごいなー、憧あこがれちゃうなー、敬意を表すなー。さすがは大ベストセラー作家の秋山忍先生だ、感動した！』

「…………それが遺言で良いのかしら？」

　既に銀色のハサミを手に持ち、冷たい声を投げかけてくる夏野。

　ごめんなさい。

　今回は俺が悪かったですね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【初級奇術入門】……　奇術師を目指す若者に対する指し南なん書しよ。トランプを使った簡単な手品から、ステージ上での立ち振る舞い、視線の誘ゆう導どう方法、ハトの育て方、ハトの飼い方、ハト小屋の掃そう除じ方法、ハトが死んだ時の埋まい葬そうの仕方などが書かれている。

【おっきくなるもんっ！】……　深夜の怪しい通販番組で購入したバストアップ器具。番組上では使用者は一週間でＡカップからＧカップまで成長していた。顔も変わるくらいだ。使用者個人の感想にしても限度があると思う。案あんの定じよう、効きかなかった。






　背中の毛がもう一段階刈られた後も、捜索は続いた。続くんだ……。

　畳の裏から食器棚の中まで探しても見つからない。

『なあ、ここまで探しても見つからないんだから、もう無いんじゃないのか？』

　時空の裂さけ目めとかに落ちたんじゃないだろうか。夢の中でも探しますか？

　そもそも何でブラジャーなんか失なくすんだよ。ああ、ひょっとしたらあまりにサイズが合わなくて、そのままずり落ちちゃったとかかな。胸がないんだもんな、それなら仕方がないよな。

　……とか考えそうになったけど自重した。俺だって命が惜しい。

「おかしいわね、無くなる筈なんてないのに。まさか怪かい盗とうの仕し業わざかしら？」

『怪盗ってそんなに暇ひまじゃないよ？』

　お前は怪盗を何だと思っているんだ。お宝探して世界を巡っているのに、そんなものを盗んでいる暇は無いんだよ？

　ひょっとして夏野の胸も怪盗に盗まれたんじゃないのか？　でも怪盗だって、現実に存在しないものは盗めないよな。紳しん士しだろうがキッドだろうがディエンドだろうが無理だよ。夏野の胸って盗まれるだけの価値も質量も無いし、どちらかというとミステリーよりもファンタジーの分野、その実在を疑われるレベルだもん。

　……とか考えそうになったけどやっぱり自重した。

　だってその後で自分がどうなるかくらい分かるし、現に今凄い目で見られているし。

　夏野の視線から逃げるようにして時計を見れば、午後八時をとうに過ぎていた。

「あら、もうこんな時間なのね。どうりでお腹なかが空すくと思った」

『俺もだよ……何か投げられたり斬られたりしたから余計にさ』

　随分と疲れた、お腹がすっかりペコちゃんだ。

「ん、しょうがないわね。夕飯作るから待ってなさい」

『やっと終わりか……』

「何言ってるの、まだ終わりじゃないわよ。夕飯食べたらまた探すんだからね」

　夏野はそう言い残すとキッチンの方へ向かって行った。

　諦めろよ、きっと妖よう精せいさんが持って行ったんだって。妖精さんの小こ粋いきないたずらなんだって。

『……ふう』

　とにかく、ひたすらに疲れた。俺にとって最も大切な読書を中断しての夏野のブラジャー探し、繰くり返かえされる虐ぎやく待たい、そして地じ雷らいを踏み続ける作業。体力的にもそうだけど、精神的にも疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　こんな時、疲労を回復するには読書、読書しかない。夕飯が出来るまでの間、『萌える広辞苑』を読んで体力と精神力を回復するとしよう。

　いつもの定位置、寝床となっている黒い毛布の中に『萌える広辞苑』を引っ張り込む。あんまり本が厚いもので、すっかり毛布が膨らんで寝にくいけど、まあ我慢しよう。本に潰つぶされるなら本望だ。私は栞になりたい。永遠に挟まれていたい。

　と、毛布の中に違い和わ感かん。寝床の中、身体が何かにくるまれる感覚。

『何だ？』

　前足で引っ張り出してみれば、それは黒く、紐ひもがついている、フワフワとした布で。

『……まさか』

　布を広げる。細部にレースがあしらわれた黒いブラジャーであった。

　ああ、夏野さんのブラジャーですね、分かります。

　さっきまで必死に探し続けていたものですね。ええ、良く分かります。

『そうか、昨日寝ようとして……』

　毛布だけじゃちょっと寒かったので、近くにあった適当な布切れを寝床に持ち込んで暖だんを取ったのだ。思い出した、あれが夏野のブラジャーだったのか。

　道理で見つからないはずだ。灯とう台だい下もと暗しにも程がある。

　そりゃ匂いも辿れないわけだ。なにしろ俺が一晩中くるまっていたせいで、夏野の匂いなんか完全に吹っ飛んで、すっかり俺の匂いに染められている。

　うん、まずは落ち着こう。この事態、多分、俺が思っている以上に大ピンチだ。

　この先の行動如何いかんで、俺の生死が決まりそうなんだよ。多分俺の目の前には選択肢が出ているのだ。バッドエンドを回かい避ひするために、適切な未来を摑むんだよ。




　Ａ：正直に話す

　Ｂ：逆ギレしてみる

　Ｃ：ごまかす




『……Ｃしかない』

　選択の余よ地ちのない選択肢。

　家族の目から官能小説を巧たくみに隠すように、すぐさま隠いん蔽ぺいしよう。

　だって見つかったらえらい事になるもん。あれだけ必死に探しておいて、『実は俺が持っていました！』とか言ってみろ、その場で四八個に解体されかねんぞ。

　ＡとＢは多分同じ結末に至ると思うし、時間切れもアウトなので、ここは本気でごまかすしかないのだ！

　けれど現実は残ざん酷こくで。

「ねえ黒犬、その黒い布はなにかしらね？」

『ひぃ、瞬間移動!?』

　エプロン姿の夏野さんが現れた。コマンド？

　さっきキッチンに向かったのに、何で背後にいるんだよ！　ハイドビハインド？

　間違いなく怒ってる。大激怒岩がん盤ばん割わりが使えそうなくらいに怒ってる。もう顔とか見られない。だって間違いなく、メガザルロックみたいな顔してるもん！

「犬の癖に今日は頑張っていたからねぇ。夕飯のリクエストくらいは聞いてあげようとしたんだけ、ど」

　その優しさはいらなかったです！

　出来ればこれから起こるであろうことを無しにして頂きたいのですが！

『待って、待って、腹を割って話そう！　話せば分かる！』

「下着を隠すなんて嫌がらせを仕掛けるとは、中々面白いことをするじゃないの」

『冤えん罪ざいなんです！　それでも俺はやってないんです!!』

「しかも、一緒に探すフリまでするとはねぇ、悪意一〇〇パーセントよね」

『誤解だ！』

「まして私のブラジャーにくるまって眠るなんて、とんだエロ犬よね、全く」

　俺の体が摑み上げられる。蔑むような夏野の瞳。

「やっぱ淫獣か、このドスケベ犬！」

『やめろ！　やめてくれ！』

　そのネタはやめて欲しい、俺の方向性を決めつけないで下さい！

「さて、どうしてあげようかしら、今こ宵よいのハサ次郎は血に飢うえているわよ？」

　そんな新しん撰せん組ぐみの局長みたいな名乗りもやめて欲しいな！

『偶然！　偶然だって！　悪気は無かったんだよ！　ブラジャーだなんて気がつかなかったし！』

「へえ、隠していた訳じゃない、と？」

　夏野の顔が怖いし、目が怖い。多分許してなんかもらえない。ならせめて、最悪の事態だけは回避しよう。か弱い自分をアピールして情じよう状じよう酌しやく量りようゲットだぜ！

『不ふ可か抗こう力りよく、そう、本当に気付かなかったんだって！』

「普通は気付くわよねぇ、寝床の中にあんなものがあったら」

『何言ってるんだよ、普通気付かないって！　だって凹おう凸とつがまったく無いんだぜ。あんな薄っぺらい布、誰がブラジャーだって思うかっての！　どこかのサラリーマン兼組長じゃあるまいし、下着についてそんな詳くわしくなんて分からないんだよ！　だいたい、あんな薄いなら、着ける意味なんてないだろ！』

　瞬間、ホルスターから引き抜かれる銀色のハサミ。

　正直者の自分が憎い！

　落ち着け、こういう時こそ素そ数すうを数えるんだ！　そうすればきっとナイスなアイディアが浮かぶに違いない！　絶体絶命のその果てにこそ、目指すべき活かつ路ろがある！　これが俺の逃走経路だ！

　さあ現れろ選択肢！　まだ見ぬ未来を切り開け、選択肢！




　Ａ：死ぬ

　Ｂ：死ぬ

　Ｃ：死ぬ




『しまった！　これバッドエンド行きのルートだ！』

　選択の余地のない選択死。

　これこそまさに、終わりの始まり。

　俺の幸せは侵おかされて、俺の未来は略りやく奪だつ。お先真っ暗、身も心も。

「じゃあ、そろそろ始めましょうか」

　エプロンも外さずに銀色のハサミを構える夏野さん。料理を始めるのではないですよね、きっと。ニッコリと笑う顔が超怖いです。

　そうして、本日三度目の一方的な死し闘とうが開始された。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【家族の目から官能小説を巧みに隠す】……　隠し場所として主にベッドの下、机の引き出しの二重底の中、天てん井じよう裏うらの収しゆう納のうの中などがある。母親は捜索のプロである場合が多い為、ほとんどの場合発見されて机の上に並べられる。


















　　　一一月　二八日






「先生！　お邪じや魔まします！」

　昼ご飯のごちそうさまをした瞬間、変態こと柊ひいらぎ鈴すず菜なが大きな紙袋をふたつ持って夏なつ野の宅のリビングに現れた。

　その瞬間、俺と夏野に電流走る。

　脳内にて変態の対応策を瞬時に決定、アイコンタクトを刹せつ那なの見切りで終了。

　よし、無視しよう。

「…………」

『…………』

「あのー、先生？」

　俺は読みかけの『地じ獄ごく雑ぞう炊すい２』に視線を戻し、夏野は食器を持ってキッチンに向かう。何もおかしなことは起きていない。変態なんて来ていない。ごく普通の日常です。

「…………」

『…………』

「あぁ、そんな先生！　無視するなんて酷ひどい！　……でも、これはこれで良いかも！」

　放ほうっておかれた鈴菜は恍こう惚こつとした表情を浮かべた後、クカカカカと笑い始めた。

　良くねぇよ。相手をしなかったらこれかよ。

　おちおち無視も出来ない。こいつはどういう対応をすればいいんだ。いっそのこと窓から突き落とせばいいのか？　それとも宇宙漂ひよう流りゆうの刑にでもするしかないのか？

　キッチンの方を見れば、夏野さんが目線で俺に何かを促うながしている。ああ、『笑い声が耳みみ障ざわりだからお前が変態の相手をしろ』ってことですね、良く分かります。あと、『さもないと斬きるわよ』ですね、良く分かります。

　夏野から受ける肉体的苦痛。

　鈴菜から受ける精神的苦痛。

　どちらがマシかと問われればどっちも嫌に決まっているけれど、それでも選ばなければ両方食らうのだ。仕方がない、精神的の方を選ぼう。嫌だなぁ。

『……おい、変態』

「え？　ああ、なんだ、犬ですかぁ」

『犬ですかぁ、じゃねぇよ、このド変態』

　柊鈴菜。一応、編集者という職業についてはいるものの変態である。どうしようもない変態である。変態で編集者なので、略して変態者と呼べばいいのだろうか。

「何ですか、さっきから変態、変態と。失礼な犬ですねぇ、ちゃんと名前で呼んでくださいよ」

　珍めずらしく真っ当なことを言う。

「私には『豚野郎』というちゃんとした名前があるんですから！」

　そうでもなかった。

『それは貴様の名前じゃございませんよね、柊鈴菜さん？』

「いいから、呼んでみて下さい『豚野郎』って。犬に豚と呼ばれるだなんて、これはもう、屈くつ辱じよく過ぎてテンション爆ばく上あげですよねぇ！」

『呼ばねえよ！』

「えー」

『えー、じゃねえ！』

「……まさか、本当に呼ばないつもりですか？」

『お前の変態プレイに俺を巻き込むなよ！』

　そういうのは夏野と二人でやってくれ。




「本当にアナタにも犬の声が聞こえるのね。一体どんな原理なのかしら」

　洗い物を終えた夏野さんがエプロンを脱ぎながらリビングに戻ってくる。

　八月に起きた事件で一度死んで、犬になって生き返った俺、春はる海み和かず人ひと。言葉が通じるのは、てっきり夏野だけかと思っていたのだが。この前の通り魔事件において、どうやらこの変態にも俺の言葉が通じるらしいことが分かった。その理由は相変わらず不明のままだけど。

　犬の俺の言葉が聞こえる二人の人間。

　その一。夏野霧きり姫ひめ。作家。ドＳ。

　その二。柊鈴菜。編集者。ドＭ。

　この人選、もうちょっと何とかならなかったのか。

　普通の人材はいなかったのか。年齢経験性別は問わない、ただまともな人間であればいい。でも、それが一番難むずかしいよね。

「どうにかして私も犬になれませんかねぇ。いいなぁ。どうやったんですか、それ？」

『うん、とりあえず死んでみればいいんじゃないかな？』

　そのまま戻って来なければ良い。

「うーん、まずは形から、ということで、次は全裸に犬耳と首輪だけ着けて四よつん這ばいで来てみましょうかねぇ」

『別にいいけど、多分ここに着くまでに捕まるよ？　ポリスに』

「むしろポリスに捕まるなら本望です！」

『本望じゃねえよ！　お前は一体何がしたいんだよ！』

「ふん、先生の犬の座はアナタには譲ゆずりませんからね！」

『意味が分からないし！　何が「犬の座」だよ、そんなもんのし付けてくれてやる、俺は好きでやっているんじゃないんだからな』

「「え!?」」

　夏野と鈴菜が揃そろって驚おどろきの声をあげる。

「そうなの？　私はてっきり今の犬生活が大好きなのかと思ってたわ」

「そうですね、先生の犬ライフを満まん喫きつしているのかと思ってましたぁ」

『…………』

　こいつらとは一度正式に話し合いの席を設もうけるべきだと思うんだ。

　バカにしないでもらいたいな、俺はそんな軽い男じゃないんだよ。今でこそ飼い犬の立場に身を置いているけれど、常に心は本だけを求めるロンリーウルフ。何事にも動じぬ鋼こう鉄てつの孤こ狼ろうとは俺の事だ。俺を飼い慣らせると思ったら大間違いだぞ！　いざとなれば鎖くさりを引きちぎって、コンクリートジャングルに飛び出すんだぜ！

「じゃあ出てって、ここから。本を置いて」

『ごめんなさい私は犬です犬いぬ畜ちく生しようです駄だ犬けんです』

　さらばウルフ。

　床に這いつくばって平伏。もはや身も心も犬だった。

　そんな俺を羨うらやましそうな視線で見下ろす鈴菜。いや、その顔はおかしい。

『つーかお前、この生活の何が羨ましいんだよ。四六時中虐しいたげられ続けるんだぞ、確かに本はいくらでも読めるけどさ』

「虐げられる、それがいいんじゃあないですかぁ!!」

『はぁ？』

「だって、私は虐げられたり、苛いじめられたり、軽けい蔑べつされたりしないと生きていけませんから!!」

　変態が凄すごい笑顔で凄い事を言っている。

「虐げられる度に、私の中のＭゲージが溜たまっていくんですよ!!」

『Ｍゲージ？　何だそりゃ、それが溜まるとどうなるんだよ？』

「はい、お肌のツヤが良くなって、肩コリ、冷え性が回復します!!」

　滋じ養よう強きよう壮そうに良く効きくお酒みたいな効こう能のうだな。

『じゃあそのＭゲージがなくなったらどうなるんだ？』

「死にます」

『…………』

　急に真顔で言うなよ。怖いんだよ。




「で、本当に何しに来たのよ？」

「ええ、今日は秋あき山やま先生へのファンレターをお持ちしたんですよ」

　そう言うと、鈴菜は持ってきた紙袋の中に入っていた物をちゃぶ台の上に広げ始める。

　我が飼い主であるところの夏野霧姫は、ただハサミで俺をいじめるだけのシザーウーマンではない。その正体は作家、それも稀き代たいの大人気作家『秋山忍しのぶ』なのである。

　代表作は『大罪シリーズ』『警けい部ぶ補ほ　夢ゆめ見みシリーズ』『街シリーズ』等々。ジャンルにとらわれずに多くの作品を世に上じよう梓ししており、ファンは老若男女問わず多数存在している。特に若い層にファンが多くいる為ため、活字離れの救世主とも言われているのだ。

「何その説明口調」

『気にするな、俺の心の叫びだよ。何しろ秋山忍の事なら何だって、心に刻み込んでるんだからな』

「ふ、ふーん」

　夏野が妙に赤い顔でそっぽを向きながら答えるのと同時に、ちゃぶ台の上に最後のファンレターが載のせられた。

「とりあえず、今日はこれだけお持ちしましたよぉ」

　ちゃぶ台の上は色とりどりの封ふう筒とうやハガキの山で埋め尽くされている。これが全部、秋山忍宛あてのファンレターだっていうのか。

『凄い量だな』

「これでもほんの一部ですよ。編集部にはまだ山のようにあります。一応、本人にお渡しする前には担当編集が目を通す決まりになっているので、まだお持ち出来ませんが」

　成なる程ほど、ファンの中には変な事を書いて送って来たりする奴もいるのかもしれない。ファンの絶対数が多ければ多いほど、おかしな奴が現れたりするからな。

「アナタとかね」

　夏野さんが何か言っているみたいだが俺には全く聞こえなかった。全く。

「それじゃあ、読ませてもらおうかしら」

　そう言うと、夏野は山の中から一通のファンレターを手に取った。そして数十秒かけて読み終えると自分の足元に置き、次の一通に手をかける。

　そんな行動を何度も繰くり返かえしていく内にちゃぶ台の上の山が減へり、代わりに夏野の足元に新たな山が積み上がる。

『なあ、俺も読んでみていいかな？』

「別にいいけど。汚さないでよね、大切な物なんだから」

『大丈夫大丈夫、俺が汚すわけないだろ』

　ファンレターってどんなことが書いてあるのか、ちょっと興味があるんだよな。

　どっさり積まれたファンレターの山に近づいて、何通か読んでみる。




《先生の本を読んだら腰痛が治りました！　（六一歳・男）》

《良い漬つけ物ものが出来ました（七八歳・女）》

《学級文庫の棚たなが崩ほう壊かいしました。なんとかしてください（一二歳・男）》

《先生の本を買ったら夫の浮気が直りました！　（四六歳・女）》

《現代社会の暗部に猛もう然ぜんと迫る、日本人必読の書であると感じた（七歳・男）》

《これは不幸の手紙だ。明日までに同じ文面で九九通出せ（不明）》




『……コメントに困る』

　何か極端な例ばっかり引き当てた気がする。

　ファンレターにも色々あるんだな。ファンレターじゃねぇのもあるけど。というか秋山忍のファンってひょっとしてこんなんばっかなのか？

　呆あきれながら顔を上げると、一枚の便びん箋せんを凝ぎよう視ししている夏野の姿が目に入った。

『ん、どうした？　何か面白いことでも書いてあったのか？』

　俺の質問に対して、夏野は無言でピンク色の便箋をこちらに向けてくる。

　そこにはイラストが描いてあった。黒く長い髪かみの毛け、切れ長の瞳ひとみ、優しげな笑顔、豊満なバストにすらりと伸びた脚きやく線せん美び。とてつもない美び貌ぼうと、とてつもないスタイルを兼ね備えた美女のイラストだ。

　はて、何かのキャラクターのイラストだろうかと首をかしげると、イラストのすぐ横に書いてある一文が目に入った。丸っこくて可か愛わいらしい、いかにも女の子の文字だ。




《先生の顔が分からないので、想像で似顔絵を描いてみました！》




『……へっ？』

　ということは、このイラストって夏野さんなの？　この笑顔眩まぶしいナイスバディが？

　え、何、これって笑うところ？

「ねえ、どう思う？　なかなか特とく徴ちようを捉とらえていると思わない？」

　どうやら笑うところじゃ無かったらしい。

　夏野は楽しそうに同意を求めてくるけど、どう答えるのがパーフェクトコミュニケーションなんだろうか。爆笑したらやっぱりバッドコミュニケーションだよね、それくらいは分かるよ。

「……何か、言いたい事があるのかしら？」

『いえ、特には』

　俺の沈黙に対して、夏野の目が鋭い光を帯びる。

　何も喋しやべるな。何も考えるな。

　喋ったら斬られるぞ。

　考えたら殺されるぞ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【地獄雑炊２】……　浜はま田だ陽よう一いちの著作。『地獄雑炊シリーズ』の第二作。西の果てにあると言われる伝説の激辛スパイス『ＲＥＤ』を求めて旅に出た若き冒険者達を書いている。二巻の途中で急きゆう遽きよファンタジー路線に変更となった為、読者の大半が戸と惑まどった。

【Ｍゲージ】……　柊鈴菜の体内に存在すると言われているバロメーターの一つ。他にもＳゲージ、Ｐゲージ等があるらしい。






　何も喋らなかったのに、俺の毛がまた一段刈られた。そのうちプードルみたいに、身体の一部分にしか毛が無くなるんじゃないだろうか。

　夏野はファンレターを一通り読み終えると、満足した様子で執筆に戻る。

　俺と鈴菜は、ファンレターの山を片付けるお仕事。前足を使って、封筒とハガキを仕分けながら鈴菜に話しかける。

『それにしても命知らずな奴もいるもんだな。秋山忍本人のイラストなんか描いて来るなんてさ』

　今回のはまだ良いとしても、もしも変なものを描いたりでもしたら、夏野は差出人を直接斬りつけに行くんじゃないだろうか、住所を辿たどってさ。『秋山忍ですよ、知ってるでしょう？』って言いながらの処刑タイムスタート。うん、軽いホラーだね。

『描くとしたって、普通はキャラクターのイラストとかだろうよ』

「先生はほとんど露ろ出しゆつが無いから、どんな人物なのか予想して来る読者さんは結構いるんですよ。中にはさっきみたいに、想像で似顔絵を描く人もいますねぇ」

『へえ、そんなファンもいるのか』

「皆さん色々な想像をされてるみたいですよ。若くてカッコいい男性とか。年配の女性とか。ああ、中には半ズボンを穿はいた小学生なんて物もありましたね。まあ、そういう意味では、さっきのイラストは中々的まとを射いているのかもしれません」

　確かに秋山忍は正体不明の覆ふく面めん作家として世せ間けんに知られている。性別や年齢など、その全すべては秘密とされているのだ。俺も八月の事件で本人に出会うまで、女性であるということすら知らなかった。

『そういや、秋山忍は何だってあんなに正体を隠しているんだ？』

　俺の質問に、鈴菜は少し考えて答える。

「うーん、まあアナタには話しておいてもいいですかねぇ」

『何が？』

「秋山先生がデビューしたのがいつだかは知ってますよね？」

『えーと、今から六年前だろ。確か最初は、お前のところの新人賞を受賞したんだ』

　それと同時に他の出版社でも複数の新人賞を受賞し、一いち躍やく時の人となったのだ。

「当然ですが、秋山先生は若い女性です」

『何を今更。それがどうかしたのか？』

「先生は今もお若いですが、デビュー当時はもっとお若かった。もし、その時に秋山先生が正体を明かしていたら大変な評判になっていたでしょう。それは良い意味でも悪い意味でも、です。残念ですが、秋山忍が若い女性だというだけで世間は先生の本をある種の色いろ眼鏡めがねをかけて見る事になります、本の内容にかかわらずね。私達はそれが許せなかった。本という物は、外の評判などにかかわらず、その中身だけで評価されるべきものですから」

　珍しく真剣な顔で、鈴菜は滔とう々とうと語る。

「それに、若い女性というのはやはり危険なんです。さっきのファンレターの話ではありませんが、おかしなファンがストーカー化したり、妙なゴシップの的になるなんて事もあり得ますからね」

　なるほど、確かにそういう事もあるのかもしれない。

「でも、そろそろ攻め時かもしれませんねぇ」

『何を攻めるんだよ』

「今なら正体を明かしたところで、先生の本は変わらず支し持じされると思います。先生が書き続け、築き上げた実績は、もう下らないゴシップ如ごときでは左右されないでしょうからね。もしストーカーなんかが現れても、私が先生を守ります」

　拳こぶしを握りしめ、神しん妙みような顔つきで鈴菜は語る。

「だから今こそ正体を明かして、色々とやっていただくのもいいかと思いますねぇ」

『へぇ、例えば？』

「そうですねぇ、サイン会をしたり他の作家さんと対談したり、とかどうでしょう？

秋あき月づき先生みたいにじゃんじゃんメディアに露ろ出しゆつしていくのもいいですし、姫ひめ萩はぎ先生や栗くり林ばやし先生みたいなちょっと作風の違う先生方と対談なんかも面白いかもしれません。どちらにしろ秋山先生はもっと外に向けてアピールすべき時期に来ているんですよ！　もちろん、執筆の妨さまたげにならない程度で！」

　成程、変態であっても一応は夏野が『有能』と評している編集者なのだ。こと秋山忍のプロデュースに関しては色々考えている事があるらしい。変態だけど。

「……と、まあ、そんな訳でですねぇ」

　真ま面じ目めな雰ふん囲い気きから一転、鈴菜の表情が何かを企たくらむものへと変わる。

「今日は、こういうものを持ってきたんですよぉ」

　そう言うと、鈴菜はファンレターが入っていたのとは別の、もうひとつの紙袋を引き寄せる。その中に入っているのは色とりどりの衣服。いや、ただの服にしてはバリエーションが豊かすぎる。

「見て下さい！　コスプレ用の衣い装しようですよぉ！」

『何でそんな物持って来てるの!?』

「ほら、もしサイン会をやるなら、こんな感じでやってもらいたいなぁと思いまして」

『何言ってるの!?　バカなの!?』

　さっきまでの真面目っぽい空気は亜空間に消え去ってしまったのか。何でサイン会をコスプレでする必要があるんだよ。

『お前は結局秋山忍をどうしたいんだよ!?』

「いや、ここらでひとつ、先生には萌もえキャラとしての方向性を試してみるのもアリかと思うんですよね！」

『どんな方向性だよ……』

　明後日あさつての方向にも程があるわ。

「それに、先生の場合は作品の幅が広がるかも！」

『それは、確かにそうだけど……』

　秋山忍は自分が経験した事、体験した事を全て作品に反映する事が出来る超実じつ践せん型がたの作家だ。だから新たな経験をすることは悪い事ではない、悪い事ではないけれど。

『……ちなみに、どんな格好をさせるつもりなんだ』

「ええと、そうですね、まずはこれ、温泉旅館の女将おかみ!!」

『ウルトラマニアック!!』

　取り出した和服を広げて怪しい笑みを浮かべる鈴菜。いきなり凄いのが来やがった。

『なんだよそのチョイス！　コスプレって言ったらもっと分かりやすくメイド服とか色々あるだろ！』

「趣しゆ味みです！」

　こいつ言い切りやがったぞ。

「だって、黒髪で！　ロングヘアーですよ！　そう来たらセーラー服か和服しかないでしょう！　さすがに年齢的にセーラー服はちょっとどうかと思いますが、和服なら全然ＯＫ！　むしろちょっとぐらいトウが立ってた方が似合うんです、激萌えです！」

『お前、実は夏野のこと嫌いだろ』

「何を言ってるんですか、大好きですよ！」

　なら年齢ネタは止やめたほうがいいと思うよ、結構気にしてるみたいだからさ。

「何だかんだ言って、今や出版業界もすっかり萌えに占せん拠きよされていますからね。萌えを甘く見てはいけません」

『だからと言って夏野を使うのはどうなんだよ』

「確かに先生の萌えは難なん易い度どが高いですが……大丈夫、イケるイケる！」

『大変なんだな、萌えってのは……』

　俺は萌えキャラじゃなくて本当に良かった。

『まあ、確かに和服は似合いそうだけどさ。もっとキャッチーなのは無いのかよ』

「ええと、そうですね、他には、『ひなびた温泉旅館の女将』なんてのがありますよ」

『違いはどこなの!?』

　さっきの服と完全に一致しているじゃないか。

「他には、『経営再建中の温泉旅館の女将』とか、『殺人事件が発生した温泉旅館の女将』とか、『怪獣に踏みつぶされた温泉旅館の女将』とかがあります」

『だから何が違うの!?』

　そして非実在温泉旅館がどんどん大変な目に！

「ははは、この違いが分からないとは、アナタもド素人しろうとですねぇ」

『ド素人で結構だよ！』

「微妙にテンションが違うんですよ、私の」

『お前サイドの問題なの!?　じゃあやっぱり衣装に違いは無いんじゃねえか!!　お前どんだけ温泉旅館の女将マニアなんだ!!　そんな限定的なマニアぶりでどんなファンがついて来るってんだよ!!　ファンサービスはどこ行った!!』

「一度にそんなに沢たく山さんのツッコミを入れて疲れないんですかぁ？」

　疲れるよ。だから二度と口を開かないで欲しいんだ。何も喋るな。




『そもそも、何でコスプレなんて思いついたんだよ』

「だって、先生ってばいつも同じような服ばかり着ているんですもの」

『まあ確かに、黒い服ばっかりだよな……』

　中二男子かよ。

「そうです、せっかく若いんだからもっともっと攻めればいいのに。華やかに着飾ればそこらの場末のアイドルなんか目じゃありません。先生の美貌にファンもイチコロ！　秋山忍プロデュース計画大成功間違いなし！　アイドルの頂点を目指しますよ！」

『作家関係なくなっちゃった!?』

「まあ、アイドルと呼ぶには若干遅過ぎた気もしますけどねぇ」

『お前、やっぱり夏野のこと嫌いだろ』

「何を言ってるんですか、とってもとってもとってもとってもとってもとっても大好きですよ！」

　だったら年齢ネタはやめたげてよぉ！

「まあ、実際に着せてみれば分かりますよ。ほら、丁ちよう度ど、隙すきだらけですし」

『え、何？　今からやるの!?』

「あの状態なら、ちょっとやそっとの事では気付きませんし」

『……それは確かに、そうかもしれないけど』

　確かに執筆中の夏野はかなりの集中状態にあるので、ちょっと邪魔をしたくらいでは反応しない。

　だからと言って、勝手に着替えさせたりなんかしたらさすがに気付かれるんじゃないだろうか。それで鈴菜が怒られるのは当然として、俺の方にも飛ばっちりが来るような気がしてならないんだ。そもそも執筆中の作家にちょっかいかける編集者ってどうなんだよ？　変態者だからいいのか？

　そんな俺の心配をよそに、女将の衣装を手にした鈴菜は既に夏野の背後に回っている。

　やる気だ。

「それじゃあ、アナタは後ろを向いていて下さい」

『はいはい』

「絶対に振り向かないでくださいよ。いくら先生の裸に興味があるからといって」

『興味ねえよ！　いいか、俺を興こう奮ふんさせたかったら最低限活版印刷を経へてから』

「はい終わりましたぁ」

『速っ!?』

　俺の言葉が終わらぬうちに着せ替え終了。振り向いてみれば、夏野は見事に温泉旅館の女将の姿に着替えさせられていた。

『なんなの!?　マジシャンなの!?』

「ふふん、編集十じつ傑けつ集しゆうの技をもってすればこれぐらい造ぞう作さもありませんよ」

『編集関係ねぇな!!』

　藍あい色の生き地じの所々に白い矢や羽ば根ねがあしらわれた着物、光こう沢たくのある白い帯を身にまとった夏野。俺には服の価値なんて全く分からないけど、なんだか高級そうだ。ご丁てい寧ねいなことに髪型まで変わっている。長い黒髪が束ねられて、後ろでひとつに纏まとめられていた。

「どうですかぁ、お似に合あいでしょう？」

『……まあ、確かに』

　凜りんとした真剣な表情。ピンと伸びた背筋。つやのある長い黒髪。その全てが異様なまでに服装とマッチしており、その姿はまさに古い温泉宿を切り盛りしている若女将。髪をアップにしたせいで襟えり元もとから覗のぞく白いうなじ。万年筆を振るう度に揺れる袖そでがとても良い感じ。

　これは確かに、普段よりも華やかに見えるが。

『しかし、まったく反応しないのな』

　たった今自分が着替えさせられたにもかかわらず、夏野は全く気にした様子もなく、執筆を続けている。鈍どん感かんと言うか、真面目と言うか。

「ね、簡単でしょう？」

　そしてその横でどや顔している鈴菜が超ウザい。

「やっぱり良くお似合いですねぇ。私と違って胸が平たいから、着き崩くずれもしなそうですし」

　お前、それ本人に言ってやるといいよ。Ｍゲージが一瞬で満タンになるから。

「さて、それじゃあどんどん行きましょうか」

『いや、どんどん行くって言っても、残りは同じ衣装なんだろ？』

　どうせ温泉旅館シリーズなんだろ？

「心配いりません、女将以外の衣装もちゃんと用意してあります!!」

『じゃあ最初から出せよ』

　鈴菜は紙袋の奥から引っ張り出した衣装を床に並べ、次々と夏野を着せ替えていく。

「まずはこれ、定番のメイド服！」

『おお、ベッタベタだな』

　紺と白のロングスカートにエプロンドレス、髪もポニーテールに纏めている。衣装が変わるだけで従順そうに見えるのが新しん鮮せんだ。隙を見て主人に襲おそい掛かかりそうだけど。

「続いてはオーソドックスに、チャイナ服ですよぉ」

『おお、これも定番だな』

　大きく金色の龍の刺し繡しゆうが入った真紅のチャイナ服。お団だん子ご頭あたまが似合っている。きわどいスリットから覗く長い脚で蹴け飛とばされやしないだろうか。

「次はちょっと趣しゆ向こうを変えまして、女教師といきましょうか」

『ああ、これは違い和わ感かんないな』

　いつもの黒一色の服装とあまり変わらない黒のスカートスーツ。目つきの鋭さが良い感じ。成績の悪い生徒に拷ごう問もんとかしそうな感じ。拷問かよ。

「はい、では次はスクール水着でーす」

『って、さすがにそれは不ま味ずいだろ!!』

　勢いのまま流されるところだったけど、さすがにスクール水着はどうなんだ。

　部屋の中で成人女性がスクール水着とか、それはもう完全体の痴ち女じよだよ。成熟期の痴女とかいたら逆に見てみたいけど。

「だって、先生ってば胸が無いから」

『胸が無いとスクール水着なの!?』

　おいたわしや夏野さん、貧乳に生まれたばっかりに……。

　気にするな、お前が悪いんじゃない、あえて言うなら時代が悪いんだ。あとこの変態が悪いんだ。

「うーん、でもさすがにこの状態で水着に着替えさせるのは無理そうですねぇ。仕方がない、巫み女こさんにしておきますか！」

　そう言うが早いか、夏野は巫女装束を纏っていた。赤い袴はかまに白装束。これもまた長い黒髪と合わさって純和風の魅み力りよくである。

「やっぱり、先生には和服が似合いますねぇ」

　一仕事終えた鈴菜は、満足そうに汗を拭ぬぐう。

「後はそうですね、カロフィステリとかメリュジーヌとかチャダルヌークとかが残っていますねぇ」

『そいつら全員モンスターだろ。全裸の』

「ああ、パンドラとかカティナとかホシガミとかミュールもありますよ」

『そいつら全員ラスボスだろ。全裸の』

　モンスターでラスボスなのが夏野だと言われれば、まあ、その通りだ。全裸ではないけど。

　コスプレからコスの部分を抜いたらいかんだろ。そんな格好でサイン会なんかした日には、開始二秒でポリスに御用だよ。




　そうして、夏野を着せ替えているうちに、俺も段々とテンションが上がってきた。

　嬉き々きとして衣装替えを行う鈴菜と、やんややんやと囃はやし立たてる俺。夏野の意思を無視したまま、俄にわかに即席ファッションショーの様相を呈ていしてきた中。

　突然、夏野が立ち上がった。

「…………ぁ」

『…………ぅ』

　俺も鈴菜も、固まる。

　固まるしかなかった。

　持ってきた衣装を一通り試し終えて、鈴菜が『いっそのこと全部混ぜてみたらどうでしょう？』とか、もはやコスプレでも何でも無くなっている発言をした後だったから、今の夏野はえらい格好である。メイドとチャイナ服と女教師と巫女と女将とくのいちと女将とシスターと女将と看かん護ご婦ふと女将を組み合わせた全く新しい格好。名状しがたい、カオスの権ごん化げみたいな格好だ。

　下へ手たに動くと殺やられる。こんな服を着せられていることがばれたら、俺も鈴菜も、原形が残らないくらい切り裂かれる。

「喉のどが渇いたわ」

　そう呟つぶやくと、夏野は空からになったマグカップを手にキッチンへと消える。

　なおも動けない俺達の見ている中、夏野はすぐに戻って来る。コーヒーの入ったマグカップをちゃぶ台に置き、また元の位置に座ろうと視線を下に落として。

「……ん？」

　疑問の声を上げ、そのまま自分の全身を見回し、宙を見上げて、また視線を落とし。

「…………んん？」

　腕を組んで、何かを考えるような素そ振ぶりを見せたかと思うと。

　一瞬で移動して、鈴菜の頭にアイアンクローを極きめていた。

「何を、してるの、かしら、ねえ」

「あああああいい痛痛たたたたあ！　先生、タンマ！　タンマウォッチです！」

「人が執筆している間に、何をしているのかしらと、聞いているのよ」

「それは、それはあは痛い痛たたたあ！　気持ち痛い！　いた気持ち痛いです先生！　私の脳出ます、出まくります、出ちゃいますぅぁぁ」

「言いなさい」

「いいいい言います、言いませ、言いませんんええええいえませえええ」

　ぎしぎしと鈴菜の頭が、万まん力りき並みの力で締め上げられていく。それに比例して、鈴菜の口元は笑みの形へと歪ゆがんでいく。おい喜んでいやがるぞこの変態。爆発しろよ。そのままピブーッてなれよ。

　ドＭの鈴菜がギブアップしないのは確定的に明らかなので、夏野の拷問は止まらない。

「何で、こんなことをしているの？」

「せ、せせせ先生の、イメージアップの、戦略の為です、サイン会開くです」

「あっそう。じゃあ私のサインを、アナタの肉体に刻んであげるわ！」

　怒りの声と共に抜かれたハサミが三回閃ひらめいて、鈴菜の胸元にＺの形の文字が刻まれる。一瞬で三撃、それは文字通りの惨さん劇げきで。

　Ｍゲージが溜まりきったのだろうか、鈴菜は恍惚とした表情を浮かべ、そのまま脱力して倒れ込む。

　こちらへと。

『へ？』

　逃げる暇ひまもなく、俺の上へと落ちて来る鈴菜の身体。

　ああ、変態に潰つぶされる未来が見える。俺の死因、変態死だね。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【温泉旅館の女将の衣装】……　一見しただけでは分からないが、衣装ごとに細かい違いが存在しており、柊鈴菜の女将に対する情熱が窺うかがえる。




　　　　　　　　



　数分後。

　目覚めた鈴菜は何事も無かったように、元気に宣言する。

「それじゃあ、プランＢに移りましょうか！」

『お前、逆に凄いよ』

　頭を握り潰されたんならガンダムファイト的にも失格だろ。

　そのまま倒れていればいいのに。

「これくらいで怯ひるんでたら、秋山先生の担当編集者は務まりませんよぉ」

『もうお前ホスピタルに行けよ。ポリスでも良いからさ』

「さて気を取り直して、秋山忍先生萌えキャラ化計画パート２の発令です!!」

『そんな企画だったっけ!?』

　最初は真面目に秋山忍の将来について話をしていたはずなのに、どうしてこうなった。

　まあ、変態のやることは俺にはよく分からないので思考を放ほう棄きしたいと思います。そろそろ読書に戻っていいでしょうか？　さっきまでお前のその無む駄だにでかい胸に潰されて動けなかったせいで、血中読どく素そが欠けつ乏ぼうし始めてるんだけど。

　まあ、放っとくとまたさっきみたいに俺に被害が及ぶんだよな……。

　仕方なしに付き合うことにする。死にたくないから、仕方なくなんだからねっ！

「こんなこともあろうかと、用意していたプランＢ！」

　そう言って鈴菜がまたも紙袋から取り出したのは、透明な液体の入った小さな瓶びん。胴体部分に貼はられたラベルには『銘めい酒しゆ　大ボラ』の文字。

『って酒かよ!?』

「ズバリ、先生を酔わせちゃおうって計画です！」

　自信満々に言い放つ鈴菜だった。

『おい、酒とファンサービスに何の関係があるんだよ』

「お酒は人を変えるって言いますし。普段は周囲にきつい先生でも、お酒を飲んだら優しくなるかもしれません。そしたらグンとイメージアップになるじゃないですかぁ」

　それって裏を返せば、今のままで公おおやけに出ればグンとイメージダウンって事だよね。その通りだけど。

『ただでさえ酷い性格が更に酷くなったらどうするんだ。暴れ出すかもしれないだろ』

「大丈夫ですよぉ、そうなった時のことはちゃんと考えてありますから」

『どうするってんだよ？』

「先生が暴れ出したら責任を持って私が止めます！　ええ、この全身を使って！」

　胸を張り、強い声音で言い放つ鈴菜。

　しかし、その勇ましい宣言とは裏腹に、顔に浮かんでいるのは緩ゆるみきった表情。鈴菜の目は、これから訪れるだろう酔いどれ夏野とのプレイを思い浮かべているのか、喜色に塗まみれている。こいつ、夏野が暴れ出す事を期待してやがるな。

「じゃじゃじゃあ行きますよ!!」

　いつの間にか元の服装に着替えた夏野は、しかし俺達の会話に反応を示さない。熱心に執筆中で、ちゃぶ台に置かれた原稿用紙に万年筆を振るっている。

　その原稿用紙の横に置かれたマグカップの中に、鈴菜は小瓶の中身をどぼどぼと注そそぐと、どこからか取りだしたマドラーでコーヒーをかき混ぜる。

「これを、こうやって混ぜて、ほら！」

　テーレッテレー！

　謎なぞの効果音と共に酒入りコーヒーが完成した。

　それを前にして、明るい顔の鈴菜と暗い顔の俺。

　だって嫌な予感しかしないんだもん。夏野と酒のコラボレーションなんてロクな事にならないに決まっている。具体的には俺に被害が及ぶに違いない。

『くそっ、どうする？』

　夏野が手をつける前に酒入りコーヒーをどこかにやるか？

　いや、マグカップごと壊こわすべきか？

　ここで執筆の邪魔をして斬られるのと、暴走した夏野に斬られるのと、どっちがマシだ？　被害が少ないのはどっち？

　考えろ考えろ考えろ。

「……ん」

　しかし時間切れ。夏野はマグカップを手に取ると、俺の見る前でごくごくと飲んでしまった。酒のせいでコーヒーの味は相当変わっているだろうに、まったく気付く様子がない。

『ああ……』

　飲んじゃった。

　飲んでしまった。

　もう戻れない。

　夏野と酒の組み合わせ、そこにどんな化学変化が起こるというのか。

　今はまだ静かに執筆を続けているが、これも嵐あらしの前の静けさに違いない。

　酒は人を変える。酔った人間は、何をするのか分からない。普段は大人しい人間であっても、暴れ出したり、酔った勢いで脱いだりするのだ。それが、ミス非常識こと夏野霧姫となれば、一体どんな惨状を引き起こすというのだろうか。

　横を見れば鈴菜は完全に惨劇を期待しているようで、ワクワクとした表情を浮かべている。こいつ、本当にどうにかならねえかな。




　そして、歴史が動く時が来た。

「…………んぅ」

　執筆する手が止まり、夏野の目がこちらを向く。

　やや潤うるんでいるその瞳は、これまでに見たことのない色を浮かべている。その瞳を見た瞬間、これまでに受けてきた惨劇が、走そう馬ま灯とうのように脳内を駆け巡る。

　犬の肉体に刻まれた野性が、全身で警けい告こくを発している。

　目の前にいる存在が、この世界にいてはいけない何かだと、そう告げている。

『終わりだ……』

　きっとこれから恐ろしい事が起きるのだ。

　言葉では表現出来ない、ひどく恐ろしい何かが。

『……逃げなきゃ』

　このままここにいてはいけないと、それしか考えられない。とにかくこの場から逃げ出そうと、足を踏み出した瞬間。

　後ろから伸びてきた夏野の手が、俺を優しく包んだ。




　……優しく？




　優しく。

　それは、絶対に、絶対にあり得ないことだ。

　夏野霧姫と言えば、暴力が服を着て歩いているかの如ごとき存在である。理り不ふ尽じんの胎はらから生まれ落ちたような、無鉄砲と破は天てん荒こうを両親に持つような、根こん源げん的てき暴力招しよう来らい体たいなのだ。

　それが、その夏野が、優しく、だって？

　宇宙開かい闢びやくにも匹敵する、それは常識外の行動。トンネル効果が起こるよりもあり得ない、絶対にあってはならない行為だ。

　一瞬、巧こう妙みように偽ぎ装そうされた偽夏野ではないかと思ったけど、その手から伝わってくる感覚も、匂においも、全てが夏野本人であるという事実を俺に訴うつたえかけている。

　ちょっとだけ酒臭いけど。酔っている以外は、確かに夏野霧姫、その人で。

『ええと、夏野さん……ですよね？』

「はい、そうですよ？」

　俺の身体を優しく持ち上げて目線を合わせると、夏野はニッコリと笑顔を向けてくる。

『夏野、霧姫さん、ですよね？』

「そうですよ？　……ひょっとして、私のこと忘れてしまったのですか？」

『いやいやいや、忘れてません、忘れてません』

「そうですか、良かった」

　ちっとも良くなかった。全身を寒気が襲う。

　夏野の口調が変わっている。

　夏野の表情が変わっている。

　夏野の態度が変わっている。

　この寒気は、いつものような恐怖によるものでは無く、気持ち悪さから来るもので。

　これが夏野と酒、合体事故の生み出した悪魔。

「……あの、先生？」

　俺と同じく、呆ぼう然ぜんとした声をあげる鈴菜の方へと、夏野は身体を向ける。

「申し訳ありません柊さん、原稿はもう少しだけお待ちいただけますか？」

「先生!?」

「本当に、柊さんにはいつもお世せ話わになってばかりですね」

　夏野の言葉を受けて、鈴菜の顔が蒼そう白はくに染まる。

　酒を飲ませた鈴菜にとっても、夏野がこんな風に豹ひよう変へんするのは予想外であり、そして何より信じがたいものなのだろう。生まれついてのマゾである鈴菜にとって、今の優しい夏野は、劇げき薬やくにも等しい存在なのだ。

「おかしいですよ先生!!」

　鈴菜は夏野の肩に摑つかみ掛かかり、必死の表情で叫ぶ。

「きゅ、急にどうされたんですか、柊さん？」

「せ、先生。そんなの秋山先生じゃありません！　いつもみたいに来て、見て、斬って下さいよ！　ねえ、先生!!」

「そ、そんな。私がそんなことするわけ無いじゃないですか。いつもお世話になってる柊さんに」

「ちが、違います、先生はもっと、私にきつく当たりますよぉ、普段は私を、ゴミみたいな扱いするくらいの、豚のように見るのが先生で、ハサミで斬られたいって、ああ、違いますよね、冗じよう談だんですよね、噓うそですよね、ねぇ先生、ねぇったら!!」

「お、落ち着いてください、柊さん」

「止めて下さい、『柊さん』なんて呼ばないでください！　ほ、ほら、いつもみたいに『クソ豚野郎』って呼んでくださいよ！」

　オロオロと、鈴菜を気き遣づかうようなそぶりを見せる夏野。

　ガタガタと、夏野に自分を罵ののしる事を強要する鈴菜。

　冷静に見ると凄い絵え面づらだ。

「そ、そうだ、この前とても美お味いしい紅茶を貰もらったんです。それを飲めば柊さんもきっと落ち着きますよ。すぐに淹いれてきますからね！」

　そう言って鈴菜の手を振り払うと、夏野はキッチンへと向かって行った。

　そんな夏野の後ろ姿を見て。

「…………ぁぅぅ」

　鈴菜は気絶した。

　夏野に手を振り払われた体勢のまま、かつてない苦く悶もんの表情で、意識を完全に失っていた。優しくされ過ぎてＭゲージが無くなったんだろうか。って事は死んだの？　この場合の死因は何になるんだ。優死？

　まあ、無理もない。この状態の夏野と一緒に居続けたら、俺だっておかしくなるかもしれない。一見平和に見えるディストピアって感じの不安。

　今、俺の目の前にいるのは夏野というよりは、夏野だったもの、だ。

　これよりあの存在を、『きれいな夏野さん』と呼称する事にします。




「お待たせしました。あれ、柊さん寝ちゃったんですか？」

　ポットを片手にリビングに戻ってきたきれいな夏野さんは、気絶した鈴菜の姿を見ると、再度リビングを出て行く。

　どこに行ったのかと思ってたら、毛布を持ってすぐに戻ってきた。

「このままじゃ風か邪ぜひいちゃいますからね。編集者さんは激務ですし、しょうがないですよね」

　倒れた鈴菜に毛布をかけながら、その背中を優しく撫なでる。

　夏野が優しく触る度に鈴菜の身体がビクンビクンしているので、そこらへんで止めてあげてはどうだろうか。これはもうオーバーキルですよ。

　と、優しげな雰囲気を纏わせたままでこちらを向く。

「春海さんも、そうは思いませんか？」

　春海さん!?

　春海サン!?

　春海ＳＡＮ!?

　何その呼び方。

　いつもは犬犬呼んでばかりで、名前なんて呼んだこと無いくせに!!

　真剣に気持ち悪い。天使のような悪魔の笑顔って感じの強烈な違和感に俺も酔いそう。

　そんな俺の混乱とは裏うら腹はらに、きれいな夏野さんはそっと腰を下ろし、俺を優しく抱きかかえる。

「ふふ、やっぱり春海さんはあったかいですね」

『俺は寒気で死にそうですけどね』

「このまま、ギュッてしていても良い、ですか？」

　後ろから両腕でしっかりと抱き留められたせいで、無い胸が背中に当たる。むにゅって。無乳だけにな！

　と、いつもならここらで、銀色のハサミが俺を襲うお時間ですが、しかしきれいな夏野さんは何も仕掛けて来ず、ただ優しげに俺を撫でるばかり。それがまた怖い。

　何もされないのが一番怖い。

『……何だろう、この気持ち』

　傷つかない、それは素す晴ばらしいことだ。

　平穏無事、それが俺の願いだったはずだ。

　けれど、この居い心地ごこちの悪さは何だ。夏野が真っ当な人格であってくれればと、そう常に願ってきた。人を斬ったり犬を斬ったりしない、普通の人間であってほしいと、そう切せつに願っていた。毎日のように攻撃なり襲しゆう撃げきなりを受けていれば、それは当然の願望で。

　けれど、実際はこれだ。真っ当な、きれいな夏野さんという存在が、こんなにも不安になるものだとは思いもしなかった。

　……どうしよう、ちょっと怒らせてみようか。

　そう考えたのは、さっきから俺を抱き締めているきれいな夏野さんが、余りにも穏やかだから。今なら、ちょっとやそっとでは怒らないのではなかろうか。

　とは言っても危険なので、慎しん重ちように手探りで行こう。下手に刺激していつもの夏野に戻ったりしたら、俺はまあ見事に死ぬし。

『ええと、夏野さん？』

「はい、どうされましたか、春海さん？」

『夏野さんって、胸が小っちゃいっすよねー』

　しまった、加か減げんを間違えてストレートな罵ば倒とうが出た！　しかも妙にフランクな感じ！　これはヤバい、死ぬ！

　しかし、きれいな夏野さんは。

「ぁ、……そうですよね、小さいですよね」

　うなだれてしまった。

「もう二〇歳なのに、こんなに小さくて……」

　見ているこっちが悲しくなるほどのマジ凹へこみで。

「せめて柊さんの半分でも胸があれば、良かったのかな……」















　何だこの罪悪感。これだったら攻撃される方がまだマシのような……いやマシではないけど。

「こんなんじゃ、赤ちゃんにおっぱいもあげられない……」

　駄だ目めだ、止めときゃ良かった。

「それに、春海さんだって、大きい方がいいです、よね？」

　そう、涙目で質問をなげかけてくる。

『いや、まあ……』

　オズオズとこちらの反応を窺うきれいな夏野さんの姿がとても居心地が悪い。思わず目を逸そらしそうになる。

「どうなんですか、春海さん？」

　酔ってるせいか顔もなんだか赤いし。

『う、うん……』

　どうしよう、きれいな夏野さんの目が超マジだ。

『いや、胸がないのも、悪くないよ。女の価値は、胸の大きさじゃ、ない、からさ』

「本当ですか!?」

　ぱぁっと、まるで花が咲いたかのようにきれいな夏野さんに笑顔が戻る。

「ありがとうございます！」

　そう言って、今まで以上に俺を強く抱き締めるきれいな夏野さん。胸に押し付けられるような体勢。俺の身体と夏野の身体がぴったりフィットしてしまい、ちょっと苦しい。

「わた、わたし、頑がん張ばりますから!!」

　何をだ。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【銘酒　大ボラ】……　若い層を中心に人気を博はくしている日本酒。小瓶による持ち運びの便利さから行楽時に愛用する者が多い。この酒を飲みながら夜よ釣づりをすることが若者達の間で静かなブームとなっている。






　その後も、きれいな夏野さんは俺を抱き締めたまま、きれいな質問をし続けた。

　答えないと泣きそうになるので、非常にめんどくさ……目が離せない。

　とは言え、『将来子供が何人欲しいか』とか『カーテンの色は何色が良いか』なんて聞かれても、どう答えればいいのかさっぱりである。

　俺に肉体的な被害が無いのが救いだけど。そろそろ本が読みたい。

『あのー、夏野さん？』

「はい、何ですか、春海さん？」

『そろそろ、離してもらってもいいでしょうか？　僕は本が読みたいのですが』

　寝床の方を見れば、黒い毛布の上に読みかけの『地獄雑炊２』が寂しげに置かれている。ごめんよ、すぐに読んであげるからな。

「駄目です、まだ話は終わっていません！　春海さん、子供部屋の壁かべ紙がみの色は何色がいいと思いますか？」

『まだ続くの!?　そんなん何色でも良いよ!!』

「ちゃんと答えて下さい」

『じゃあ白！　白で行こう！』

「んん、白ですか。私は淡いグリーンのイメージなんですけどね、これはちょっと徹てつ底てい的てきに話す必要がありそうですね」

『どっちでも良いって!!』

「どっちでも良くなんてありません!!　大切な子供達の！」

『知るかぁ！！！』

　いかん、読素が欠乏したせいで怒りっぽくなってきた。夏野さんの非実在子供の部屋の壁紙話だなんてどうでもいい、そんな話は将来の旦だん那なとでもすればいい。俺は本を読むんだ、本と添そい遂とげるんだ、夢見るように本を読みたい。

　その為には、まずはこの拘こう束そくから逃げ出さなければならない。

　そう考え、後ろから抱き締められた状態から逃げ出そうと、全身をくねらせれば。

「ひぁ！」

　同時に上げられる、夏野の小さな叫び声。

『な、なに？　痛かったの？』

「……ん、いえ、痛くは無いですけど、ん」

　俺の驚おどろきの声に反応する事無く、依い然ぜんとして妙な声をあげ続ける夏野。

「あっ……ちょっと、春海さんの身体が胸に当たって」

『ねぇだろ、当たるほど』

「ひどい……」

　普段なら言えないことをバンバン言ってるな俺。普段の夏野さんだったら俺のぼうけんはここでおわってしまう所ですよ。

「は、春海さんは、私への気遣いが足りないと思いますっ」

　普通に怒られるってのも、新しん鮮せんですね。普段は先に刃が飛ぶので。

　まあこのままだとストレスで俺の胃がやられかねないので、どっちもどっちです。




「……はぁ、怒ったら、疲れちゃいました」

『じゃあ、休もう。お互いにその方がいい』

　このままだと俺の正気が持たない気がするんだ。

「じゃあ、一緒に寝ましょうか」

『え？』

　言うや否いなや、思い切り抱き締められたまま、俺が普段使っている毛布の中に引きずり込まれた。胸に押し付けられるような状態のまま、毛布にくるまる。

『や、これはさすがにまずいだろうって!!』

　まるで考えもしなかった事態に、俺の動どう悸きも激しくなる。

　こんなことをしたことが後でばれたら、分子レベルまで分解されかねない。そうでなくとも胸にタッチしまくりの上、悪口も言いまくりだ。俺に明日は来ないかもしれない。

『夏野さん、気を確かに！』

「ふあぁ、眠くなってきました」

『起きて！　もしくはこの手を放して！』

　しかし夏野は俺の言葉を聞かずにうわ言のように呟く。

「……ん、あれ？」

『何？　放してくれる気になった？』

「……何だか、変な気分です」

　夏野はゆっくりと体を起こすも、ふらふらと揺れている。

「あれ、あれれ？」

　おや？　夏野さんのようすが……！

　何やら紅潮した顔で、宙を見つめている。

「うう、何だろう、すっごくふわふわします」

『いや、そんなことより、俺を放してくれないか、嫌な予感が』

　俺の言葉は無視して、更に恍惚とした表情を浮かべる夏野。

「春海さん、私、すっごく気分が良くて、こう、喉のどの奥から、迫せり上あがってくるような感じがあるんですけど、これは恋心ですか？」

　それはひょっとして、吐き気とかいう奴ではないでしょうか。

　無理もない。酒をしこたま飲んだ後に、これだけ騒さわいだのだ。そうでなくとも、こんな犬の匂いしかしない毛布に包まれたりなんかしたら。

「それに、何と言うか、頭が締め付けられるように痛いんです」

『だから呑み過ぎなんだって』

「あ、駄目です。もう、キそうです」

　え？　何言ってるの？　何がキそうなの？

　俺の思っている通りの物が来そうだというんなら、早くトイレに行かないと駄目だよ。よく路上とかで見かけるけど、ここは部屋の中だから、俺の前だから、な？

「身体の中から、熱い何かがこみ上げて、女はそれを我が慢まん出来ないの」

『やめろ！』

「アナタの上に吐いても良いですか？」

『吐くなよ!?　この流れで凄いこと言ったな今!!』

　何言ってんの？　駄目に決まってるよね!?　常識で考えれば分かるよね!?

　いかん、性格が丸くなっても、言動の根こん底ていにある破天荒さは消えていない！

「大丈夫、大人なんだから、こんなところで吐いたりしませんっ」

『大人だったらこの惨状をどうにかしてみろよ！』

「でも、大人だって、たまには気持ちを吐き出したいことが、あるんですよ」

『吐くのは気持ちじゃないよね!?　ゲから始まるアレだよね!?』

「手ごたえのない愛です」

『お前のそれは愛じゃねえ!!』

　マズイ、この位置はマズイ。目の前には夏野の小さな唇くちびる。

　今、そこにある危機。

　どうにか逃げようにも、夏野の両腕でがっちりと固定されているせいでまったく動けない。イベント戦闘扱いなので逃げられない！

『おい放せ！　俺から離れろ！　そんでさっさとトイレにでも行って来いよ！』

「一緒にイキましょう、銀河の果てまで」

『俺はイカねぇよ!?　冗談言ってる場合じゃないだろ！　ＨＡ　ＮＡ　ＳＥ！』

「駄目です、もう手遅れです。出ます！　出ちゃいます！」

『出すなよ!?　絶対に出すなよ！』

　別に煽あおっているわけではない。

　しかし夏野さんはそろそろ限界のようで。

　熱に浮かされた顔で、虚空を見上げた後、ぶるっと身体を震わせて。

「ー」

『いや、放して、駄目なの、吐いちゃ駄目なの、ぃ、いやぁぁぁぁぁ』

　夏野は僅わずかに身体を震わせ、悶もだえるように小さくうめき。

「んんんっっんん、あああぁぁぁぁあああああぁぁあああ！！！」

『いや、いや、ら、ら、らめぇぇぇぇぇえええぇぇぇええ！！！』

　吐いた。

　砂すな被かぶりの席で見るそれは、まるでダムの決けつ壊かいを見ているようでした。

　砂ではないのが最大の欠点ですが。欠点と言うか、汚点。




　非常に不適切な描写がありました事をお詫わびいたします。

　しばらくお待ちください。

　しばらくお待ちください。

　しばらくお待ちください。


　　　　　　　　



　その後、きれいな夏野さんはそのまま酔い潰れて寝てしまったので、俺は毛布を抜け出してバスルームに駆け込み、短い足を駆使して全身をごしごしと洗いまくった。何度も何度も、必死に洗い続けた。

　しかし、心に染みついたトラウマだけは決して消えないのであった。取れないや、ゲロの匂い……。




　そして数時間後。

「ゲロみたいな匂いがするから、近寄らないでくれる？」

　夏野は酔っていた時の事を全く覚えていないようで、起きぬけの第一声がこれですよ。

　この時の俺の心情を、どう説明したものか。

　お前のだろ！

　お前のゲロだろ！

　お前が吐いたんだろ!!

　夏野は俺から距きよ離りを取って、ぱたぱたと手を動かしている。何遠ざけているんだよ、お前から出た匂いだろ。お前が責任持ってどうにかしろよ、このゲロインが！

「臭いし不ふ愉ゆ快かいだから、この部屋から出ていきなさい。一カ月くらい」

『…………』

　本当、どうしてくれようか。

『全く、これならまだきれいな夏野さんの方が良かったんじゃないかな……』

「何か、言ったかしら？」

『いいえ何にも、汚い夏野さん』

　今回のことで、俺が得た教訓はただ一つ。

　我を失っても、性格が変わっても。夏野霧姫は、夏野霧姫であるという事。

　ついでに、俺は基本的に酷い目に遭あう、という事である。

　結局、こうした生活が俺の日常か。日常にしてはハード過ぎるよ。

　そう結論付けながら部屋の中を見渡すと、ちゃぶ台の奥に鈴菜がまだ倒れているのが見えた。死んでんじゃねぇのか？




「……しょうがないわね、あんまり部屋に匂いが付いても何だし。ほら来なさい、お風ふ呂ろで洗ってあげるから」

『あ、何だよ急に？　気持ち悪いな』

「何を言ってるんですか、私はいつだって優しいですよ、春海さん？」

　……え？






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ゲロイン】……　ゲロを吐くヒロインの略。そもそもゲロを吐く時点でヒロインとしてどうなのかという意見はあるが、多様化してきたヒロイン像の中ではこれぐらいインパクトが無いとやっていけない。

【意識を失った鈴菜】……　残念ながら生きている。


















　　　一一月　二二日






「というわけでカレーを作るよ!!」

『何が、というわけで、なのかちゃんと分かるように説明しろよ、今すぐ、丁てい寧ねいに』

　いつものように読書を嗜たしなもうと本を寝床の中に運び込んでいたら、円まど香かが突然変なことを言い出した。思春期だとか難むずかしい年頃だとか、そんなんじゃなくて、単に何を言ってるんだか分からない。

　春はる海み円香。

　両親と共に岡山で暮らしている筈はずの中学生の妹が、どうして今俺の目の前にいるのか。それは、つい先日新しん稲いな葉ばで起きたとある事件が原因だった。

　連続通り魔事件。

　この新稲葉の街を震しん撼かんさせた騒そう動どうは、俺と愉ゆ快かいな仲間達の活かつ躍やくによって解決した。

　まあ正確に言えば、俺はあまり活躍しなかったし、愉快な仲間達なんてものは存在せず、活躍というか引ひっ掻かき回しただけで、解決と言うよりかは有う耶や無む耶やの内に終わらせた感じでした。ひどくグダグダの内に終わってしまった。

　その渦中で、俺は何な故ぜか妹と出会ったのだ。八月に起きた強盗事件で人間として一度死んで、ミニチュアダックスフンドの肉体を得て再生したこの俺、春海和かず人ひとの妹に。

　死んでしまったとは言え、円香が俺にとって唯一無二の、大事な妹であるということに変わりは無い。死んでしまっても、犬と人間という種族すら変わってしまっても、たとえ言葉が通じなくても、それでも円香は俺の妹だ。

　事件の最中、俺が死んだことを認められずに、ちょっと暴走してしまったけれど。

　俺を死んだ兄だと信じて、ちょっと監かん禁きんとかしちゃったけれど。

　それでも、兄の死を乗り越え、前に進んでいくことを決めた、強い妹だ。

　妹は事件の後、岡山に帰るまでは夏野のマンションに泊まることになった。僅わずかの間とはいえ、死後もこうして妹と共にいられるのは、俺にとって何物にも代えがたい幸運である。




　そんな円香が、料理をするという。

『いや……うん、嬉うれしいんだけど、さ』

　妹の手料理を食べさせてもらえる。そんな喜ばしい機会を得られる幸福な兄は、今すぐ五ご体たい投とう地ちして母なる大地と偉い大だいなる天に感謝すべき。これは妹検定の教本にも載のっている当然の義務。しかも四級レベルで出題される非常にイージーな問題です。

　まあ、それは兄として分かっているんだけど。うちの円香の場合、多少事情が異なるのだ。

　ぶっちゃけ円香の作る料理は不ま味ずい。

　正確に言うとカレーが不味い。

　カレーなんて小学生がキャンプで作ったりするくらい、簡単な料理である。もちろん味を極めようとすれば難なん易い度どは上がるだろうが、しかし基本的には手て間まのかからない料理の筈である。でも、不味い。

　けれど円香は、嬉き々きとしてカレーを作る。カレーが好きだと言いながら、不味いカレーを作り続けている。兄としての愛情を試されているかのような、挑ちよう戦せん的てきな味を。

　好きこそものの上手なれ、ということわざの例外だよ。

　以前、それとなくアドバイスしたことがある。『たまには他の料理を作って下さい、お願いします』というそれはアドバイスというか、ただの懇こん願がんだけど。

　しかし俺が渡した料理本などを読んで、いざ他の料理を作ろうとしても、円香は何故だか最終的には全すべてカレーにしてしまうのだ。呪のろわれてんじゃねえのか。

　そうして、毎食毎日毎週不味いカレーが春海家の食卓には並ぶのであった。

　そのせいで、すっかり俺はカレーが嫌いになってしまった。これはもうカレーという文化の破壊、本場の人がダッシュで殴なぐりにくるレベルですよ。

　そんな俺の考えなど知る由よしもない円香は、俺の頭を撫なでながら笑いかけて来る。

「えへへ、和かず兄にいも毎日食べてくれたカレーなんだよ」

『いや、それはお前がカレーしか作らないからじゃ……』

「和兄も食べたら『味の総合商社やー!!』なんて言ってくれてたんだから、きっと君も気に入るよ」

『記憶が捏ねつ造ぞうされてる!?』

　俺はそんなアグレッシブな感情表現した事ありませんよね!?

「この間はちょっとだけ失敗しちゃったけど、今度は大丈夫だからね、待っててね」

『ちょっと……？』

　それは住すみ谷や荘そうに監禁中の俺に振る舞われたカレーのことを言っているのだろうか、あの赤い奴。まあ、カレーというかもう完全に血の海だったけどね、ちょっとモザイクが必要なレベルですよ。

　数日前の思い出に浸ひたる俺の顔が、どんな風に見えたのか。

「あはは、嬉うれしそうな顔してるね！」

『うれし、そう……？』

　俺の知ってる日本語と違うな、それ。

　恐怖に打ち震えている俺を表す日本語は、『たすけて』ですよね。

　円香はいそいそとエプロンを着用してキッチンに向かう。こういう時、犬の俺の言葉が届かないのがもどかしい。必死で鳴きまくれば止まるかも知れないが、楽しそうにエプロン姿に着替えている円香を無理に止めたくはない。

　くそ、兄であることが仇あだとなったか……。

「待っててね、すぐに出来るからね」

『急がなくていいよ、じっくり作って欲しいくらいだ』

　いっそのことサグラダファミリアぐらいに時間をかけたって構いませんよ。

　まあそんな俺の声は、当然ながら届かず。円香はいそいそと冷蔵庫から野菜を取り出して、料理を開始する。

　言葉が届かない以上、俺に出来ることは、ひたすら祈り、完成品をどうにか食べることだけ。せめて今回のカレーは普通の色合いだったら良いな。

　原色系はちょっと……目に痛いし、胃に痛い。




　円香が鼻歌交じりに料理を開始してから数分後。

「あれ？　おかしいなぁ、変だなぁ」

　さっきから円香は、細かい失敗ばかり繰くり返かえしている。

　ニンジンの皮を剝むこうとして、ツルリと床に落としたり。ジャガイモの芽をくり抜こうとして、ぽろりと取り落としてしまったり。

　あれ、円香ってばドジっ子だったっけ？　そんな属性、俺の知る限りでは持っていなかったのに。まったく罪深い妹だな。

　その後も円香は肉を上う手まく切れなかったり、玉ねぎを切るのに悪あく戦せん苦く闘とうしたりと、どうにも基本的なことが上手く出来ていない。

　ここまで続くと、さすがに変だ。

　円香のカレーは確かに不味いけど、最低限手順通りに料理するだけのスキルは持っているはずだ。それがこんな、包ほう丁ちよう握りたての子供のような失敗を連続でするなんて。

『おいおい、大丈夫かよ、円香』

　思わず足元に駆け寄り、声を掛ける。

「……おかしいなぁ」

　円香は何とか作業を進めようとしているが、しかし一いつ向こうに事態は良くならない。

　俺の不安そうな様子を感じ取ったのか、円香はこちらを向いてぎこちなく笑う。

「ごめんね、お腹なか空すいたよね。もうちょっとだけ待っててね」

　そう言って、また覚おぼ束つかない手つきで料理を再開する。

「大丈夫だよ、私の命に懸かけてもカレーは作るからね」

『いや、そんなに思いつめなくても良いんだよ？』

　命を懸けているのはどちらかと言えば俺の方だ。

　完成したカレーが俺の身体からだを襲おそう未来が見えるんだ。

「……何を、やっているの？」

　そう言いながら姿を見せたのは、この部屋の主であり、俺の飼い主の夏なつ野の霧きり姫ひめ。またの名前は大人気作家『秋あき山やま忍しのぶ』であり、俺が犬として転生するきっかけを作った張本人でもある。

　夏野はいつものように全身真っ黒な服装で、キッチンの壁かべに寄りかかって円香を見つめている。

「あ、秋山先生」

　自分へ向けられた視線に気付き、円香は顔を上げる。

「別に、わざわざ『先生』をつけて呼ばなくても良いわよ、呼びにくいでしょ」

「別に、そうでもない、けど……」

「私が気になるのよ」

「そっか、じゃあ何て呼べばいいかな？」

「夏野様と呼んでくれてもいいわよ」

「……夏野様？」

　俺の妹に変なプレイを吹き込むんじゃねえよ。そういういかがわしい関係はどっかのドＭとやってくれよ。呼べばすぐ来るだろ、あのドＭは。呼んで欲しくはないけど。

「別に、夏野さん、でもいいし」

　そして、少し考えるようにして。

「お、お義ね姉えさん、なんかいいんじゃないかしら？」

　一度俺の顔を見たかと思うと、妙にドギマギしながら円香に問いかける。何を言ってるんだこいつ。

「うーん、それじゃあ夏野さん、って呼ばせてもらいます！」

「そう、言いづらくない？　お義姉さんじゃなくても大丈夫？」

「大丈夫です、問題ありません！」

「……そう」

「大丈夫です！」

　夏野の奴、何でそんなに残念そうなんだ？　円香の奴もやけに頑かたくなだし。別に『お姉さん』でも問題なさそうなもんだけど。実際、こうして会話している様は仲の良い姉妹のように見えるので、実の兄としてはやや複雑な気持ちです。

　いや、あまり仲良くさせない方がいいのかも。突発性暴力装置であるところの夏野が、円香に良い影響を与えるとはとても思えない。むしろ関かかわらせたくないタイプの人材だ。反面教師の精神が形になったような存在、それが夏野霧姫であると、そう思う。

『……ぁばらッ!?』

　思った瞬間、上から何かが降ってきた。

　無理矢理に上を向くと、夏野さんのスラリとしたおみ足が俺の胴体を踏みつけなさっているのです。

「バカにされた気がした」

　ご覧らんの通り、反面教師として大変優秀な人です。今まさに踏まれていることからも分かる通り、俺の日常は暴力に支配されたひとり世紀末状態です。誰か助けてくれませんか。ここは平和な日本なのに、俺の周りだけはいつもヒャッハーな世界観なんだよ。

　連続通り魔事件の後、岡山に帰ろうとした円香に対して、夏野は『せっかくだからもう一日ぐらいこっちにいたら？　うちに泊まればいいわよ』と引き留めた。

　それがどういう意図だったのかは分からないけど、実際に円香を泊めてくれているのだから、夏野は基本的には面めん倒どう見みの良い性格なのだ。基本以外が破は綻たんしているだけで。その破綻部分が、俺にシワ寄せとなって来るだけで。

　じゃあ俺的にはデッドリスク・ノーリターンだね。

　夏野は俺を踏み踏みしながら、しかし円香には優しい顔を向けて聞く。

「で、何してるの？」

「ええと、料理が出来ないの」

「料理？」

「泊めてくれたお礼に晩御飯を作ろう、って思ったんだけど。上手に出来なくて」

　下を向きながらおずおずと言う円香に、夏野はあっさりと答える。

「無理に上手にやろうとしなくてもいいじゃない、気楽にやればいいのよ。別に父親が会員制の高級料亭を経営している訳でもあるまいし」

「違うの。あの、普段はもっとちゃんと出来るんだけど……」

　腕を組み、何事かを考えるようにして円香は呟つぶやく。

「包丁が合わないのかなぁ？」

「包丁ならいくらでもあるわよ？　好きなのを使いなさい」

　言って夏野が示したのは、スタンドにいくつも立てかけられている包丁の数々。よく見かける穴あき包丁から、刺身包丁や菜切り包丁まで、かなりの数が揃そろっている。商店街の刃物屋みたいなラインナップだった。

　しかし円香は首を振り、

「駄だ目め、私が使いたい包丁が、無い。アレみたいなのが欲しいのに」

「アレ、ねえ」

『……そうか、アレか』

　円香の言うアレとは、今回の連続通り魔事件において一番のインパクトを誇ほこっていた、とある代しろ物もののことだ。

　通り魔事件の犯人を追いかける過か程ていで何故か勃ぼつ発ぱつした夏野と円香の新稲葉公園での戦闘。その際に円香が使用した馬鹿でかい一品。規格外の凶器。

　対大魚切断用巨大電動包丁。通称『鮪喰マグロイーター』。

　先に言っておくと、アレは包丁ではない。

　そもそも一般に流通している包丁と同じ形はしていない。普通の包丁の全体を装そう甲こうで覆おおい、様々な武ぶ装そうを搭とう載さいして、更に何倍か大きくすれば『鮪喰』の形に近くなるだろうが、そこまで行けばもう包丁ではなくて兵器ですよね。その気になれば人一人くらい軽く両断しかねないもん。

　なのに円香はこれを包丁と言い張る。

　包丁じゃないって言ってるのに。

　その『鮪喰』は夏野との戦闘において壊れてしまった。と言うか、夏野がハサミでぶった斬ぎった。夏野が使う『ハサ次じ郎ろう』もたいがいハサミでは無いよな。何で刃物まで斬ってるんだよ。

　破壊された『鮪喰』は、現在白いケースに入れられてリビングの隅すみに大事に置かれている。壊れた状態でも、その禍まが々まがしさは十分に伝わってくる。現代日本にあっちゃいけないよ。ポリスに四六時中監かん視しされるレベルだよ。




「私、『鮪喰』が無いと、料理が出来ないんだ」

「アナタ、本当にこれまでは『鮪喰』を使って料理していたの？」

「そうだよ？」

　円香のあっさりとした返答に、夏野が絶句する。

　そりゃそうだよな。

　一緒に暮らしていた俺ですら知らなかった衝しよう撃げきの事実である。

　円香の料理をずっと食べ続けて来た俺ですら信じられないのだ、無理もない。あんな馬鹿でかい凶器で、どういう料理をしてきたんだよ。肉や野菜どころか、ちょっとしたモンスターを相手取れるほどの装そう備びじゃねえか。

　まあ、それをずっと使っていたことに気が付かない生前の俺も俺だけど。それをずっと使っていた円香が一番おかしいのは言うまでもない。

　包丁の切れ味が良過ぎてまな板真っぷたつ、なんて笑い話は聞いたことがあるけど、あの『鮪喰』を振り回したらそれこそ家ごと斬れるだろ、どう考えてもさぁ。

　しかし現にカレーは作られていたし、春海家の台所は無事だった。ならば、あの包丁もどきを、円香はずっと使いこなしていたのだ。

　俺の妹、昔からおかしかったんだな……。

「どうしよう、私の『鮪喰』はすぐに直せないし」

　まあ、そりゃそうだ。武器を直せるのって、武器職人とかいう人達しかいないだろ。そんな人々が現代日本にそうそういるとは思えない。死神様のお膝ひざ元もとか、京都の山奥とかにしかいないよな。

「これじゃあ、カレーが作れないよ」

　シュンとうなだれる円香。

　まあ、『鮪喰』が無ければ料理出来ないという事実にはやや疑問が残るものの、出来ないのなら仕方がナイヨネ。

　円香のカレーが食べられないのは全く残念だし遺い憾かんに思うけれど、兄として痛つう恨こんの極みだけど、出来ないんなら仕方がナイヨネ。

　余りにも残念過ぎて、棒ぼう読よみのような口調になってしまっているのはきっと気のせいです。うん、残念。非常に残念ダネ。

　そう、精一杯の感情を込めて、落らく胆たん振ぶりをアピールしていたら。

「それなら、うちの『鮪喰』を使えば？」

　夏野さんがとんでもないことを言い出した。

「あるの!?」

『あるの!?』

　兄妹揃って反応せざるを得ない。

　まあ妹の方は喜色満面、兄の方は厄やつ介かい事ごとの匂いを感じ取って顔面蒼そう白はくと、そういった違いはございますが。

「前に通販カタログに載っているのを見て、ピンと来て買ったのよね」

『……そう言えば、お前、「鮪喰」についてやけに詳しかったものな』

　円香との戦闘中、夏野が『鮪喰』に対して見知った反応をしていた事を思い出す。

　成なる程ほど、夏野自身も『鮪喰』を所有していたからというならば頷うなずける。頷けるが、どうしてこのタイミングで言うんだよ。せっかくカレーが有耶無耶になりそうだったのに！

「本当にあるの!?　貸して！　見せて！　触らせて！」

　案あんの定じよう、円香は尋じん常じようではない食いつきを見せる。

「貸してくれたら、自じ慢まんのカレーを御ご馳ち走そうするよ!!」

　それは止めろ。

「料理に必要なのは、独創性と包丁だもんね！」

　常識とか愛情とか、もっと大切なものが抜けていると思う。

　夏野は腕を組み、考え込みながら答える。

「それが、どこに仕し舞まったのか思い出せないのよね。あるとしたら、多分物置だと思うんだけど」

「じゃあ、私がその物置を探して来るよ！　見つけたら使っても良いんだよね？」

「いいわよ、どうせ使ってないし。存分に使いなさい」

「うん!!」

　言うや否いなや、部屋を飛び出していく円香。

『……円香の奴、物置の場所も聞かずに飛び出していったぞ』

　どんだけテンション上がっているんだよ。

「そうね、結構危険な物とかもあるし、アナタも付いていってあげなさいよ。お兄ちゃんでしょ？」

　まあ、確かにそれぐらいはお兄ちゃん的に当然だ。

『別に良いけど、その物置ってどの部屋？』

　夏野のマンション、広過ぎてどこにどの部屋があるのか良く分からないんだよな。

「アナタが最初ここに来た時に、目覚めた部屋よ」

『……あそこか』

　正直な話、あまり良い思い出の無い場所だ、なにしろ過去二度も拷ごう問もんに使われた部屋である、俺の。

　もういっそのこと物置から拷問部屋に名前を変えれば良いと思う。拷ごう問もん吏りは目の前の夏野霧姫さん。貧乳、貧慈悲、貧常識と三拍子揃った拷問界の若きホープですし。……はい、夏野さんの表情が険しくなって、手が太もものホルスターに伸び始めたのでここら辺にしておきますね。『鮪喰』なんていう化物凶器すら粉ふん砕さいする夏野のハサミである。いたいけなミニチュアダックスフンドの身体なんてあっという間にＲ‐18扱いになってしまうだろう。

『じゃ、じゃあ、行ってくるよ』

　夏野の視線から逃のがれるようにして、部屋の外に出た円香の後を追う。

「行ってらっしゃい。お仕し置おきは、戻ってきてからにしてあげるわ」

　背後で聞こえた声は聞こえなかったことにしよう。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【お仕置き・その８】…　耳元でハサミの刃音を長時間鳴らし続けて、対象に精神的ストレスを与え続ける。通称エコーズ。何分かに一回物理的な攻撃を加える事で対象に更なる恐怖を与える事が可能。ポイントは音に慣なれさせないことである。人間にやったらＤＶになっちゃうので、素人しろうとにはお勧め出来ない。






　廊ろう下かの途中で円香に追いつく。

「あ、君も、来てくれたんだね」

　あんな拷問吏のアジトみたいな場所に一人で行かせられる訳がない。

「そんなにカレーが楽しみなの？　そっか、分かった、頑がん張ばって探そうねっ！」

『たの、しみ……？』

　その言葉、俺の辞書に登録されてないな……。

　この場合の正しい言葉は『もう、どうにでもなーれ』ですよね。

　犬である俺の声は円香に届かないけれど、それでも妙に話が合うことがあったりするのが面白い。たとえ言葉は通じなくても、どこかで通じ合っているのではないかと、そう信じられるから。

　ただカレーに関しては、俺の必死な思いが円香に伝わったことは、生前から数えたとしても、一度も無い。無いのかよ。ディスコミュニケーションだね。




　そうして到着したのは、拷問部屋もとい物置部屋。

　俺が最初にこのマンションに来た時、目を覚ました部屋。ある意味、今のこの苦く境きようが始まった場所とも言える部屋。

　そこに、今は円香と共に立っている。

「ここに私の『鮪喰』があるんだね！」

　そう言いながら、円香は大きな扉を開けて中に入る。

『……いや、お前のじゃねぇだろ』

　あんなの、円香以外に誰が使うんだという感じだけど。

　そう考えながら後を追って部屋に入った俺が見たのは、惨さん状じようだった。

　勢いよく飛び込んでいった円香が、すぐに立ち止まってしまった程の、大だい惨さん事じ。直前までのテンションが一気に急降下するほどの、それは酷ひどい有様だった。

「何と言うか……独創的な部屋だね」

『そうだな』

　言葉を選んだ円香だったが、しかし顔は完全に引いている。

　目の前に広がるのが余りにも酷い光景だったから、俺も頭を抱えたくなる。

　一言で言えば、散らかっている。

　二言で言えば、とんでもなく散らかっている。

　途中で飽あきて災害を起こしまくったシムシティみたいな有様。あるいは一回積み方を間違えてやる気を失ったテトリスみたいな惨状。とにかく、わざとやったんじゃないかと思うくらい、徹底的に散らかっている。フローリングの床もほとんど見えない状態だ。

　いくら巨大な包丁だと言っても、ここから探し出すなんてさすがに難しくないか？




「じゃあ、気合いで探すよ！」

　しかし円香はすぐにショックから立ち直ると、気合いの声を一声上げて捜そう索さくを開始する。俺は円香の後について行く格好になる。

　円香は手当たり次し第だいに物を持ち上げ、横に動かし、倉庫番でもするように部屋の奥へと分け入っていく。おいおい、あんまり考えなしに積んだら危ないぞ。

「これ、かな？」

　と、円香が物の山の中から早速それらしき何かを発見した。

　さすが自分の料理がかかっていると強い。

　俺だって、この部屋から一冊の本を見つけろと言われたら数秒で達成する自信がある。というか既に見つけた。『Ｂａｒｋ　ａｎｄ　Ｇｕｙ』、ちょうど読み返したかった本がダンボールとダンボールの間に挟はさまっている。

　最初にこの部屋に来た時には本なんて置いてなかったはずなのに。急に目の前に現れたからビックリして読むところだったじゃないか。後でじっくり読んでやるから覚かく悟ごしておけよ！

「うーん、開けてみれば分かるよね？」

　円香の手で持ち上げられたのは、薄く埃ほこりの積もった大きな黒いケース。

　なるほど、円香の持つ白いケースと良く似ている、この中に夏野の『鮪喰』も入っているのかもしれない。

　ケースの上部に付いているジッパーを下ろし、円香と共に覗のぞき込こんだその中には。

『うわぁ』

「何だろ、これ？」

　黒いケースの中には、医い療りよう器き具ぐのような物が乱雑に詰め込まれている。

　円香は首を傾かしげているが、俺は以前にもこれを見たことがある。見て、大変酷い目に遭あったことがある。肉体の震えと共に恐怖の記憶が蘇よみがえる。

　俺のトラウマを直じかに刺激しているそれは、いわゆる豊胸グッズの類たぐいだ。

　一般女性に比べて大変控ひかえめなバストサイズの夏野霧姫、起き死し回かい生せいの一手。無む駄だと罵ののしられようとも、しかし諦あきらめずに立ち向かった努力と意い地じの結晶が、こうして物置の一角で発掘されたのだった。

　と言うか。

『ここで見つかった時点で……』

　要するに、効きかなかった、ということなのだろう。

　埃の積もりぐあいから察するに最近使ってなさそうだし、詰め方も怒りのままに封印したって感じだった。

　良く見れば、部屋の中には似たような黒いケースがいくつも点在している。

　全部が全部、そういった感じのものなのか。

　それだけの器具が、その役目を終え、ここで眠っているのだろう。幾いく多たの思いが打うち棄すてられた、ここが夢果つる墓所。

　絶ぜつ壁ぺきに、世界の果てに挑いどんだ、勇者の末路だ。

　その役目を全まつとう出来ずに、ここに散って行ったのだ。

「……うん、何だか分からないけど、きっと私には必要ないものだね」

　俺がこの世の無常を感じて涙していると、円香はあっさりとジッパーを上げて勇者達を闇やみの中に葬ほうむり去さった。

『容よう赦しやねぇな……』

　まあ、胸部の膨ふくらみについては、将来性を加味するまでもなく、現時点で円香に軍ぐん配ばいが上がっているのでしょうがないですけどね。

「何だろう、無駄な努力という言葉が突然頭に浮かんだよ……」

『円香、良く聞くんだ。確かにお前には必要ない無駄なものかもしれないけれど。ここはな、絶対に必要だと思い、しかし散って行った勇者達の夢の跡なんだよ、それをお前は、決して馬鹿にしてはいけないよ。いくら無意味に終わってしまう努力だとしても、それを笑うことは誰にも出来ないんだ。貧乳貧乳と蔑さげすまれ続けて来た、その屈くつ辱じよくの日々から生まれ出た真剣な思いを、俺達は寛かん大だいな心で受け入れてあげよう。貧乳文化が唐とう突とつに花開くかもしれないもの。それはボイジャーが異星人に発見されるよりも低い可能性だと思うけど、それでも諦めてはいけないんだ』

　円香に伝わるように、必死に思う。

　言葉は伝わらなくても、想いは伝わると信じて。

　まあ、円香以外の誰かに伝わったのか、何だかリビングの方から絶大なる殺気が巻き起こっていますけど。地球の裏側にいる相手にすら届くレベルの強烈な殺気が、今まさに俺の身体を貫つらぬいている気がするんですよ。

　気のせいじゃないんだろうな。

　気のせいだったらいいなぁ。




　嫌なことはとりあえず忘れて、捜索続行。

　荒れ放題の部屋を、かき分けるようにして『鮪喰』を探す円香。それについて行きながら、ついでに本が無いか探す俺。

「あっ!?」

　と、またもや円香の手が止まった。

「ええと、これは何だろう、檻おり？」

『……見たことあるな、それも』

　円香が持ち上げたのは、またもや懐なつかしさを感じさせるものだった。

　格こう子しの部分が見事に切断されている、犬用のケージ。

　俺が、某アフロの店にいる時に入っていたケージだった。アクリル製の格子がすっぱりと斬り込まれている。俺が、犬として目覚めた、その空間がそこにはあった。

　懐かしさと、あの時感じた恐怖とで、胸が震える。

『また懐かしいのが出たな……』

　今の犬ライフ、全てはこのケージから始まったのだ。

　俺が夏野の脅きよう威いを初めて体感したのも、このケージの中だと言える。目の前でズバズバと格子が斬られれば、そりゃ死を覚悟しますよ。この黒い女に俺は殺されるのかと思いましたよ。

　しかし、俺の感傷には気付かず、円香は真剣な様子で格子の切断部分を見つめている。

「すっごい綺き麗れいに斬れてるね」

『そうだな、怖いよな』

「綺麗すぎて、思わず頰ほおずりしたくなる感じだよ」

『そんなことしたらズタズタになるだろ頰』

　白い肌があっという間にリアス式海岸みたくなるし。

「……これ、夏野さんが斬ったのかな？」

『そうだね、魔人シザーウーマンの仕し業わざだね』

「やっぱり夏野さんは凄すごいな。この格子の切り口、これはまさに、プロの仕事だよ！」

『何のプロだよ……』

　犬をいじめることに関しては、確かに夏野さんはプロ並みですよ、良く分かっていますとも。そんなプロは今すぐ廃はい業ぎようして路ろ頭とうに迷え。

　ほら円香さんも、いつまでもそんな切り口を見ながら興こう奮ふんしてるんじゃありませんよ。携けい帯たい電でん話わで写真を撮とるのもいけません。次行くぞ、次。

　過去を振り返るのは、いつだって出来る。

　今は、未来だけを見つめて行こうじゃないか。

　またも居い間まから殺気が立ち上ったので、俺に愉ゆ快かいな未来があればの話ですけどね。




　捜索再続行。

　捜索を続ける度、俺のピンチが増していくのは気のせいだろうか。

　何だか目的さえ曖あい昧まいになっている気もするし。別に俺の思い出探たん訪ぼうコーナーではないよね？　そろそろ俺も円香も疲れて来たけれど、本当にこの部屋にあるんだろうな？

　そして良く良く考えたら。

『鮪喰』を見つける　→　円香カレー完成　→　不味い。

　ということなので、状況は完全に詰んでいるんですよ。

　まあ、こうして円香が頑張っているのだから、それを止めようとは思わないけど。

　兄バカと言われようとも、それは当然のことで。頑張る妹を応おう援えんすることが、死んでしまった俺が出来る、数少ないことだと思うから。

　そんな俺の葛かつ藤とうも何ど処こ吹く風と、円香は部屋を引っ掻き回して。

　そして、何かを手に取った。

「こ、これは！」

　円香が声を上げる。

　ついに見つかったか!?

　見つかってしまったのか!?

　こんにちはカレーなのか!?

　しかし円香の視線の先にあるのは『鮪喰』ではなく、単なる包丁に見えるもの。

　いや、違う。

　単なる包丁なんかじゃない。

　やたらデカいし！

『鮪喰』のサイズに惑まどわされていたから一瞬気付かなかったけれど、良く見ればその包丁も十分おかしい。普通の包丁をそのまま大きくしたようなサイズの刀身が、包ほう帯たいのようなものでぐるぐる巻きにされている。

　それ絶対包丁じゃないよね。汚けがれた魂たましいの罪をそそぐことの出来る何かだよ。

『……つーか、何だよココ？』

　良く見ると円香が見つめている部屋の一角には、他にも多種多様な刃物が勢せい揃ぞろいしていた。包丁からナイフ、西洋剣から日本刀に至るまで無む造ぞう作さに置かれている。ちょっとした武器屋を見ているようだ。刀身が剝むき出だしのものまであるんだけど、吉き良ら邸ていに討ち入りでもするつもりなのだろうか。

「ここは夏野さんの武器庫なのかな？」

『何で作家が武器庫とか持ってるんだよ。戦争に行くのか』

「ほらほら見て、カッコいいね!!」

　一本の刀剣を手に取り、俺に向かって満面の笑みを見せてくる円香。瞳がかつて見たことが無いくらい輝いているんだけど、どうしたの？　何か変なスイッチ入っちゃってる？　お前ってそんなキャラだったっけ？

　何だろう、俺の知らない妹を、ここ最近で沢たく山さん見ている気がする。

　まさか死んでから知ることになるとは思わなかったけれど。こうして死んだ後でも、円香を見守っていられるこの現状は、自分にとって望外の幸運なのだろう。今、この機会を与えてくれている夏野には感謝しなければならない。この時間を大切にしたい、それは確かで。

　でも、この円香はちょっと怖いな。こんなブレイドハッピーな妹はどうなんだよ。

「これでジャガイモを斬ったら、どんな手ごたえがするんだろうな……」

『いや、普通にジャガイモを斬る手ごたえだと思うよ？　何を期待してんの？』

「凄いよ、どれで斬ろうかな、迷っちゃうな」

『何で斬ることを前提にしているの？　駄目だよ？』

　円香は楽しそうに目の前の刃物群を見渡すと、一度俺の方を向く。

「私も、犬を飼おうかなぁ」

『何で俺を見て言うの!?』

　このタイミングでその発言は絶対に駄目だよね!?

「あ、こっちのは真っぷたつに折れちゃっているね。ええと、グランドリオン？　ファイアブランド？」

『何であるの!?』

　駄目だろ、こんなところにあったら。

「あ、これは包丁だね！　えっと、ブフーの……」

『斬るなよ食うなよモンスターになるから！』

「こっちの日本刀は、刃に油が染み込んでいるみたいだから、きっと包丁だよね」

『多分人の脂あぶらだそれ！　燃えそうだし！』

「あ、ベンズナイフもあるー」

『あるなよ!?』

　ツッコミが荒れて来ていると我ながら思うけど、しょうがないじゃないか。だってこの部屋、ぱっと見回しただけで、イスケンデルベイとか赤しやつ光こう葛くずの葉はとか宙の戒典デインノモスとか、あっちゃいけないタイプの物ばかりあるんだもの。ツッコミばかりじゃ息が続かない。

　もう、この部屋ごと封印してしまえよ。

　まあ、良く考えたら、ここは夏野の部屋。何を仕し出でかすか分からない人間が主であるのなら、この部屋だって何が出て来るのか分からないのは当然のことで。

　だから、地球破壊爆弾とかが出て来ないだけマシと思うようにします。

　……出て来ないとは言い切れないのが怖い。夏野の趣しゆ味みで地球がヤバい。




　そのまま、楽しそうに刃物を見回している円香だったが。

「……あ」

　不意に円香が指差した、俺の背後。

　振り返ってみるとそこには、一本の剣があった。いや、その形状からすると、それは剣ではなくて。

「……あった」

『……あった』

　それは、窓から差し込む光に照らされて、わずかに光り輝いている。

「やっと見つけた！　『鮪喰』だ！」

　ついに姿を現したそれが、夏野の持つ『鮪喰』。

　円香の求めた包丁。

　それが、床に堂々と突き立っている。まるでどこかの森の奥で真の所有者を待っている聖剣のように、厳おごそかな雰ふん囲い気きを持って突き刺さっているのだ。

『いやいやいやいやいやいや』

　何を厳かな雰囲気を漂ただよわせちゃってるんだよ。これ、ただの包丁だろ。そんな重要なアイテムっぽく登場するなよ。

　円香は物おじせず、真剣な表情で早速手に取ろうとして。

「ん、抜けない」

　しかし『鮪喰』は抜けない。いや抜けろよ。大人しく抜かれろよ。聖剣気取りかよ。

　円香は、あの手この手で必死に引き抜こうとしていたが、『鮪喰』は床に突き刺さったまま、動こうとしない。包丁のくせに生なま意い気きだぞ。

　円香は一度手を離すと、何か納なつ得とくしたように何度も頷く。

「……そうだね『鮪喰』、私の気持ちが足りないんだね」

『いや何言ってるの円香さん』

「私が、真剣に料理をしようとしないから、抜けないんだね」

『お兄ちゃん、さすがにお前の脳が心配になって来たよ？』

　それはただの包丁なので、どこかの剣みたいに喋しやべりませんよ。

　しかし円香は、何やら一人で納得して、吹っ切れたように笑い。

「でも大丈夫、和兄が言ってくれたの。お前はカレーの極きわみを目指せ、って」

『言って無いよ？』

「お前のカレーは絶品だから、てっぺん取れるって」

『だから言って無いよ？』

　俺の知らない俺が捏造されてる。俺は誰だ。

「だから私は、これからもカレーを作るの！　和兄の想いに応こたえる為に！　全力で！　全開で！」

　円香は再度『鮪喰』を摑つかみ、そして叫ぶ。

「だから応えて！　前に進むことを決めた私の、その助けになって！」

「これからカレーを作り続けていく、その道の第一歩を、ここから踏み出したいの！」

「これが私の祈り、私の願い！」

「叶かなえてよ、『鮪喰』!!」

　円香の叫びが物置の中に響き渡り。

　その叫びに応えるかのように、部屋を一瞬の光が満たしたかと思えば。

　次の瞬間、床に刺さった『鮪喰』はスルスルと引き抜かれ、円香の手の中に収まったのだった。

「ありがとう、『鮪喰・零式タイプゼロ』」

　円香はうっすらと涙を浮かべながら、『鮪喰』を抱きかかえて呟く。

「大切に、するからね」















　封印は解とかれた。

　全てはこの時、この場所から始まる。

　春海円香と『鮪喰・零式』の、裏と表の料理界全てを巻き込む伝説が。




　──いやいやいやいや、何だこれ。

　目の前には『鮪喰』を抱き締めたままの円香の姿。

　正直、どう声をかけていいか分からない。妙に絵になっちゃってるし。

　いや、伝説とか、何の話？

　雰囲気に流されてちょっとそれっぽくまとめそうになったけど、どう考えてもおかしいよね？　突っ込みも憚はばかられるほどの荘そう厳ごんさだけど、まあおかしいよね？

　そんな風に俺が近年まれに見る呆れ顔を円香に向けていると、部屋のどこかから、ミシリという異音が急に聞こえて来た。

『何だ？』

　異音の正体を確認しようとして辺りを見回すと、円香の向こうにある荷物の山が崩くずれそうになっているのが見える。

『……ッ!!』

　血の気が引いて、呆然とした。

　床に突き刺さっていた『鮪喰』が引き抜かれた事で、周りにも振動が伝わったのか、円香が適当に積んでいた荷物が崩れようとしている。

『まずい……』

　手にした『鮪喰』に集中する余り、後ろに気が付いていない円香を、絶望的に見やって。しかし身体は、行動を選択する。

『……円香!!』

「え？」

　俺が飛び出したのと、荷物が崩れ始めるのは同時。

　円香を救うために、俺が動かない道理は無い。

　必死に飛び掛かり、円香を動かそうとしても、質量差が邪じや魔まをする。それでも諦めることはなく、ただ一心に肉体を動かした。

　途中で止まることを意志が許さず、精神が動作を貫かん徹てつさせた。

　円香が向こう側に倒れこみ、荷物の落下地点から外れたのを確認。

「危ない!!」

　そんな円香の叫び声も遠く、落下した荷物が俺の視界を埋めて。

　そのまま、意識を失った。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【Ｂａｒｋ　ａｎｄ　Ｇｕｙ】……　秋あき月づきマキシの著作。とある若手アイドルグループの栄えい枯こ盛せい衰すいを赤せき裸ら々らに書いた問題作。秋月本人はフィクションだと言っているが、作中に出てくる登場人物や団体があまりにも実在の物と酷こく似じしており、一種の暴ばく露ろ本ぼんなのではないかと注目されている。

【鮪喰・零式】……　マグロイーター・タイプゼロ。型式番号ＸＥＲＤ－０００ＭＺ。後に続く『鮪喰シリーズ』のプロトタイプとなる一品。試作機ということで機能は最低限のものに抑えられており、形態変化の機き構こうも無く、サイズも後こう継けい機きより一回り小さくなっている。伝説の武器職人である大おお洗あらい赤しやつ口くが未いまだ巨大電動包丁の製作に慣れていない時期の作品であるため、かなりピーキーな仕上がりとなっており、取り扱いに関しては後継機以上の慎しん重ちようさを要する。




　　　　　　　　



　目を覚ますと、そこは誰かの膝ひざの上。

　覚束ない視界の中で、しかし感じるのは確かな熱と、自分を見つめる視線。

　俺が目覚めた事を確認して、視線の持ち主が話しかけてくる。

「あら、起きたのね犬。おはよう、調子はどうかしら？」

　目の前には夏野の顔。赤みがかった大きな瞳がこちらを見ている。

『……おはよう。円香は無事なのか？』

　その言葉を聞いて夏野は笑みを浮かべる。

　何だよ、何がそんなにおかしいんだ。

「聞いたわよ。身を挺ていして妹を助けたんですって？　なかなか、やるじゃない」

『何で、知ってるんだよ？』

「あの子が凄い勢いでリビングに戻ってきたのよ、『私をかばって荷物の下敷きになっちゃった!!』って泣きそうな顔でね」

　そうか、守ることが出来たのか。

　なら良かった。

「さっきまで、ずっと心配そうに様子を窺うかがっていたわよ。お兄ちゃんってば、慕したわれてるじゃない」

　うりうりと、楽しそうに俺の鼻をつついて来る夏野さん。くすぐったいから止めてくれないか。

　でも、本当に良かった。

　この期に及んで円香を危険に晒さらすなんて、そんなことは、この俺が許さない。

　今回の通り魔事件において円香は俺の死を正面から受け入れることとなった。それはきっと必要で大切なこと、しかし円香にとっては辛つらいことだ。

　その苦しみを、俺が直接癒いやしてはやれないけれど。

　これ以上、何かを背負わせてはならないという覚悟は、俺が持ち続けるべきものだ。

　だから、円香の為に動いたこの身体は、この意志は、俺の誇ほこりだと思う。

「当たり所も悪くないみたいだし、下へ手たに動き回らなければ大丈夫よ。大人しくしておきなさい」

『了解。それで円香はどうしてるんだ？』

「あの子なら、カレーを作ってるわよ」

『……そうか』

　まだカレーがあったか。

　何となく気分的にまとめに入っちゃってたよ。

　こうなればもう、じたばたしても仕方がない。一緒に大人しく待とうじゃないか。

　妹の作るカレーが怖くて兄なんてやってられるかよ。

「それはそうと……見たわね？」

『な、何をですか？』

　さっきまでの優しげな言葉から一転、急に温度を下げる夏野の声。うん、凄い怖い。

「あの部屋を探索したんでしょう、だったら見たのよね、そうよね、そうなのね？」

『し、知らない！　知らない！　何も見ていない！』

「本当かしら？」

『うん見てない見てない！　黒いケースなんて見てない！』

「……黒い、ケース、ねぇ」

　わぁ俺よ黙れ！

「私は、『見たわね？』としか聞いてないんだけど？」

『……はい、そうですね』

「つまり、黒いケースを見たってことね。中身も？」

『……はい、ごめんなさい』

「成程、さっき悪口を言われた気がしたのよね。相手が分からなかったから、悪口を感じた方向に殺気だけ飛ばしておいたんだけど。そう、やっぱりね」

『お前ニュータイプか何かかよ』

「じゃあ、失礼な犬をお仕置きするため、お仕置きショーを開かい催さいします。上演中の飲食喫きつ煙えんはご遠えん慮りよください」

『客が入るの!?』

「ええ、もちろん。毎回貧ひん相そうな犬が一匹見に来るわよ」

『俺だなそれ！　俺だけじゃねえか！』

　客席と舞ぶ台たいが、やがて溶けてひとつになる！

「ちなみに、あまり逃げ回らない方がいいわよ？」

『逃げるに決まってるよね!?』

「さっき言ったでしょ、動き回らなければ問題ないって。動き回ったら酷い事になるわよ？　手元が狂ったりしたらどうするの」

『手元じゃなくて脳のう髄ずいが狂ってる!!』

　俺の抵抗も空むなしく、夏野は左手で俺の身体を押さえつける。

「大丈夫、痛いのは最初だけよ」

『そのスタートダッシュで死にかけるんだろうが！』

「……そうね、悪かった、訂正するわ」

『あ？　どうした、お前らしくもない』

「私らしさって一体何よ。あのね、私だってそんな、悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいじゃないんだから、そんなにいつも酷いことはしないのよ」

　珍めずらしい。

　優しい人間の心を、ようやく取り戻したのか？

　夏野は微笑ほほえみを浮かべながら。

「大丈夫、痛いだけよ」

『一番削けずってはならない部分が!!』

　そこを無くしたら一体後に何が残るというんだ。

　ああ、痛みですね。そうですね。




　夏野が楽しそうな笑みを浮かべ、俺が迫り来る恐怖に身を固くした瞬間。

『あれ？』

　犬の嗅きゆう覚かくが真っ先に捉とらえた、その匂い。

　キッチンから漂って来る匂いは、円香の作るカレーの匂いに違いなかった。だが、予想に反して、それは不快なものではない。

　と言うか、むしろ。

『美う味まそうな、匂いがする？』

　俺が呆然と発した言葉に、夏野は呆れ顔で。

「何よ、美お味いしくて困ることがあるの？」

『だってよ、円香なんだぜ？』

「前に言ってた不味いカレーの事？」

『あいつが普通のカレーを作るなんておかしいんだ、これは事件の匂いがする』

「……少しくらいは妹を信じてあげなさいよ」

『いや、信じたいのは山々なんだけど、いかんせん前科が山ほどあってな……』

　しかし犬の嗅覚は、カレーの正当性を訴うつたえている。

　円香が過去に作ったカレー、そしてつい先日のレッドカレーとも違う、ごく普通のカレーの匂い。

　普通であるというだけで、生身での大たい気き圏けん突入ほどの価値がある、それはまさに奇き跡せき。普通のカレーを、円香が作っている。

『そうか……』

　成長したのだ。

　俺にあのレッドカレーを振る舞ってから、急激に成長していたのだ。

　兄の死を乗り越えて、カレーが美味くなる。何て素す晴ばらしいことだろうか。

　いやまあ、人間的成長とカレーの味の関係が微妙に理解出来ないけれど。俺の存在がカレーを妨さまたげていたみたいじゃないか。俺はカレーの敵かよ。

　まあいい。今は素直に円香の成長を喜ぼう。

　そして。

「じゃあ、カレーが出来るまでの時間を、人生最高の一〇分間にしてあげましょうか」

『あ、ごまかせませんでしたね！』

　兄妹間のちょっといい話程度では、夏野の怒りは有耶無耶には出来なかった。貧乳の恨うらみは恐ろしいということか。

　よし、まずはこのピンチを俺が生きて乗り越えることだけを考えよう。




「出来たよ！」

　夏野のお仕置きがピークを迎えるその寸前、円香カレーが完成したらしい。

　よし、無事生き残れた。本当に中身が出そうになった時はどうしようかと思ったけど、結果が無事ならＯＫだ。

　これでカレーが食べられる。まさか円香の作ったカレーを、こんなに待ち遠しく思う日が来るなんて思わなかった。生き返ってみるもんだ。

　円香は夏野と俺の分のカレーを、皿に載せて持ってくる。

「はいどうぞ、召し上がれ」

　そうして目の前に出されたのは。

　出されたのは。

　だされたのは。

『…………………………………………ＢＬＵＥ？』

　脳が止まり、意識も止まる。

　カレーは、青かった。

　青いヴェールを纏まとった、悪夢のような青色。

　隣を見れば、夏野も完全に静止している。

　全人類が等しく引くような、これがまさにパターン青、戦せん慄りつのブルー。

『…………何で？』

　分からない。

　分からない。

　これはカレーの色じゃねぇ。

　そもそも食物の色でもねぇ。

　レッドカレーならばまだ姿形だけはカレーに見えたのに、青いカレーはもうそんな段階さえも超ちよう越えつしている。こんな色は自然界に存在しない、本能が否定する危険物。

　見るだけで精神を冒おかされそうな。

　そして食べれば、間違いなく致ち命めい的てきだという実感がある。

　円香は青い何かがこびり付いた『鮪喰・零式』を置きながら言う。

「夏野さん、まずはこの子に食べさせてあげてもいいかな？　さっき私を助けてくれたから、そのお礼がしたくて」

「え、ええ、いいわよ。なんなら全部この犬に食べさせてあげても良いわよ？」

　引きつった様な顔で夏野は恐ろしい事を言い始めた。おい。

『……お前、逃げる気だろ』

「何言ってるの？　私が逃げる訳ないでしょ？　夏野霧姫に後退は無いの」

『言ったな。じゃあ半分ずつだからな、ちゃんとお前も食べろよ』

　俺の言葉に対し、夏野は何か考えるような素そ振ぶりを見せたかと思うと。

「……そうだ、ウッカリしてた、今日締め切りの原稿がひとつあったのよね、こうしちゃいられない、すぐに取り掛からなくちゃ、ごめんなさいね、せっかく作ってくれたカレーを食べてあげられなくて、でも大丈夫よ、私の分もこの犬が食べてくれるから！」

　胸の前で手を叩き、一気にまくしたてた。俺に押し付ける気だこの女！

「え、でも犬にはあんまり刺し激げき物ぶつは食べさせちゃいけないんじゃ？」

「大丈夫大丈夫、この犬は普通の犬とはちょっと違うから」

　それだけを言い残し、そそくさと自分の机に移動したかと思うと、すぐに万年筆を手に取り、執しつ筆ぴつモードに入る夏野。ああなっては、数時間は反応しない。

　そして残された俺、顔を上げれば、目の前には円香の顔。

　くそ、俺は逃げないぞ。兄なんだからな、妹の料理を食べる義務があるのだ！

「お仕事なら、しょうがないよね」

　円香は、夏野の後ろ姿を見て残念そうに呟くと、スプーンを手に取り、ブルーカレーをすくって、俺の口へと向ける。

「はい、あーん」

　迫り来る青。

　食べてはいけない、と脳が感じる。

　絶対に食べてはいけない、と身体も感じている。

　全身が細かく震える。

　視界は既に朦もう朧ろうとし、意識も遠く空の上。

「ほら、あーん」

　口を閉じて、口内への侵入を拒否しようにも、妹の言葉に勝てる筈も無く。俺の口は無防備な姿をさらけ出して。

　そして、吸い込まれるように、ブルーカレーは俺の口内へと流し込まれて行く。




　……その日、俺は生しよう涯がい二度目の走そう馬ま灯とうを見ることになった。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【ブルーカレー】……　春海円香が『鮪喰・零式』と共に生み出した新時代のカレー。新時代どころか、時代を数世紀単位で逆行させるほどの威力を秘めた、前ぜん代だい未み聞もんの新感覚料理である。既き存そんの食材からここまでの青色が出せるのかと言う程に鮮あざやかな青色が特とく徴ちよう的てき。もちろん不味い。


















　　　一月　一〇日






『どういうことだよ!!』

　部屋に入って開口一番、そう叫んだ俺を出迎えたのは、『おかえり』とか『遅かったわね』とかの心温まる言葉ではなく。我が飼い主であり、この部屋の主である夏なつ野の霧きり姫ひめの冷たい視線と。

「うるさいわね、黙りなさい、このバカ犬」

　罵ば倒とうの声だった。

「帰ってくるなり、何訳の分からないことを言っているのよ、この呆犬」

　うん、いつも通りの罵ば詈り雑ぞう言ごんだ。これをいつも通りだと思ってる時点で既に九回裏ツーアウトってな感じだけど、いつも通りなのだから仕方がないです。

『それがさあ、聞いてくれよ』

　普段なら黙って読書に入るところだけれど、今日はそうもいかない。お知らせしなければいけないことがありますので。

『さっきさ、何か変な目に遭あったんだよ』

「へー」

『本ほん田だ書店の帰りに商店街を歩いてたらさ』

「ふーん」

　相あい槌づちを打っているように聞こえるけれど、夏野の視線は机の上のノートパソコンの画面から一いつ切さい外れていないので、確実に聞いていないっぽい。聞けよ。

『それでさあ……』

「そう、大変だったわね」

『……うん』

「今度からは気をつけなさいよ」

『……そうだね』

　話が終わった。

　終了。

　終了？

　いやいやいや、何を勝手に話を完結させてるんだよ。

『俺の話を聞け!!』

　不満を露あらわにしながら机の上に飛び乗って、無理矢理に夏野の視界へと入る。

『だから、大変な目に遭ったんだって！』

「……うるさいわね、それで商店街を歩いていて、どうしたっていうの？」

『いや聞いてたのかよ』

　だったらちゃんと反応しろよ。

「話すならさっさと話しなさい。先に言っておくけど、この私の貴き重ちような時間に見合う話でなかったら、その分だけ斬きるわよ？」

『無む駄だ話ばなしは出来ないね……』

「一分につき一個、斬り捨てるからね」

『個、で数えられるものって、体にあんまりないよね……』

　せいぜい眼球くらいだ。どう頑がん張ばっても二分が限界。

　まあ、俺の眼球はともかく、話は聞いてもらえるようなので話をします。今日、俺の身に降りかかった謎なぞの出来事について。




　始まりは、普段通りの日常だった。

　いつものように、本田書店に本を買いに行った帰りのこと。

『商店街の途中でさ、女子中学生を見かけたんだよ』

「なるほどエロ話ね」

『何で!?』

　今、どこにエロい要素があったの？

「真昼間から何を言うつもりかしらこの愚犬は。『女子中学生』なんてエロ単語ばっかり言っていると、厳きびしく規制されるわよ？」

『お前の頭の中では「女子中学生」がエロ単語で登録されてるのかよ』

　そんな脳みその持ち主の方がよっぽど規制されろよ。女子中学生がエロ単語扱いって、どんだけエロに厳しい世の中なんだよ。

『何か単語帳を熱心に見ていたんだよ。高校受験の、最後の追い込み中なんだろうな』

「単語帳ねえ。成なる程ほど、つまりそこにエロ単語が書かれていて、それを偶然読んだアナタは欲情してその女子中学生に襲おそい掛かかったというわけね」

『…………』

　どうしてもそっち方向に話を進めたいのかこの人は。

　積極的に無視して話を進めよう。いちいち付き合っていたら話が進みません。まいて行こう。

『まあ、その時はそのまま通り過ぎたんだけど。しばらく歩いた後、後ろから妙な視線を感じる事に気付いたんだよ。それで、振り返ってみたら、さっきの子が遠くから俺のことを睨にらみつけていたんだ』

「エロ犬」

『見られただけでアウトなの!?』

　駄目だ、無視出来ない、だって理り不ふ尽じんにも程があるもの。見られるのもＮＧって、それじゃあ出歩くことすら出来ませんし。気け配はいメーターとかがなければ不可能ですよね、それって。

『最初はただの気のせいかと思ったんだけどさ。睨みつけてくるだけでなく、何か俺の後ろを付いて来るんだよな』

「……それで？」

『さすがに俺も気持ち悪くなってさ、走って逃げたんだよ。そしたら、向こうも走って追いかけてきたんだ』

「逮たい捕ほ」

『追いかけられるのも駄目なの!?』

　厳しいな俺の扱い！

「誰が他人に追われていいと言ったのかしら、アナタは私の獲え物ものなのよ？」

『何でお前の許可がいるんだよ！』

「アナタを捕まえるのは、私だけなんだからねっ」

『ねっ、と言われても……』

　可か愛わいらしい口調の癖くせに、言っていることが剣けん呑のん過ぎる。

　追われるのもＮＧとか。おちおち鬼ごっこも出来ない現状だ。まあ、ある意味では今の生活そのものが、二四時間鬼ごっこみたいなものなので、わざわざやりたいとは思わないけど。

　それに四六時中追いかけ回されるのなら、それは鬼ごっこじゃなくて指名手配ですよね。法律を守らなかった感じの人が受けるべきものであって、清せい廉れん潔けつ白ぱくな俺には関係ないです。

『その子の追いかけっぷりが尋じん常じようじゃなくてさ。全力疾走している俺に普通に付いて来るんだよ。捕まったら何をされるか分からないような形ぎよう相そうだった』

「それで、帰って来たって事は、無事逃げ切れたのよね」

『ああ、アフロの中に隠れて、なんとか』

「中……？」

『いやいや、アフロがペットショップの前を掃そう除じしてたからさ、緊きん急きゆう避ひ難なんしたんだよ』

「もう少し隠れる場所があるんじゃないの？」

『他に隠れられそうな場所が無かったんだよ。でも、これが意外と隠れやすくて、しかも居い心地ごこちも悪くは無いんだよ。お前も今度入ってみるといいよ』

「絶対嫌」

　まあ、そうですよね。自分で言っといて何だけど、アフロに隠れるって意味が分からないものね。

　つーか、俺が隠れていることにしばらく気が付かなかったアフロも大たい概がいだと思う。違い和わ感かんを働かせろよ。自分の頭の中に誰かが入っているとか、それはもう二秒で気付けよ。得体の知れないアフロである。

「でも、アナタみたいな犬を追うだなんて、物好きもいたものね」

『……鏡を見ろ』

　今まで散々俺の事を追いかけ回してきた人が何を言ってやがるんだ。回数で言えば、夏野さんてば銀河ギリギリブッチギリでナンバーワンですよ。

『でも、何で追いかけ回されたんだろ？　あんなのが続いたらおちおち本屋にも行けないぞ』

「それは、多分これが原因じゃないかしら」

　言って夏野が示したのは、机の上に置かれたノートパソコンの画面。

『何それ？』

「今、丁ちよう度ど読んでたんだけどね。ほら、ここ見てみなさい」

　モニターに映るのは、お馴な染じみの街角掲けい示じ板ばん。そこに書かれているのは。

『幸運を呼ぶ……犬？』

　そんな見み逃のがせない題名で、掲示板の記事は始まっていた。

『何だこりゃ？』

「だから、アナタの事でしょう、読んでみなさいよ」

　夏野に言われるがままに目を通す。そこには『本を背負って新しん稲いな葉ばを走り回るミニチュアダックス』『駅前の本田書店に本を買いに現れる謎の犬』というように俺の姿が紹介されている。

　記事の横に載のっているのは、右斜め上から撮とられたと思おぼしき俺の写真。撮られた覚えがないから、盗とう撮さつでもされたのだろう。うん、俺は随ずい分ぶんと聡そう明めいそうな顔をしていますね、犬になっても滲にじみ出でるのか俺の知性。

「何言ってるの、バカじゃないの？」

『お前の悪口には知性が足りないと思う』

　どストレートな罵ば声せいですよね。

「まあ『賢い犬』って扱いになってるみたいね。ほら、ここにも『人間の文字を理解する新種の犬？』なんて書いてあるし」

　うん、まあ実際に読んでるんだけどね。読まないと発狂して死んじゃうから。

『でも、「賢い犬」かぁ……』

　さすがに純正の犬よりバカってことはないだろう。人間の言葉だって分かるし、文字だって書ける。そして何より、本が読めるのだ。ここ重要です。

「でも、その『賢い』ってのが、受験生に追われる原因になってるみたいよ」

『何だそりゃ？』

「ほら、ここに書いてあるわ、『この犬を捕まえれば、賢い犬のご利り益やくで学力アップ。受験に合格間違いナシ』って。何だかおまじないみたいな扱いになってるわね」

『胡う散さん臭くさいな……』

「受験を制すなら、この犬を制するのだ！　みたいな」

『勝手に制されてもなぁ……』

「ワンダフルに受験合格！　みたいな」

『いや上う手まくないし』

「受験番号の数だけ全身を分割！　みたいな」

『ごめんなさい、上手かったです。だからハサミをしまってください』

　急に引き抜かれた銀色のハサミによって脈みやく絡らくなく命の危機が訪れた。何だろう、この冥めい界かい行き合格発表って感じの大ピンチは。




『でも、知らない内にそんな扱いになっていたのか、俺は』

　かつては自分も受験生だったから、験げんを担ぎたい気持ちは分かるけれど。よりによって、俺がその験を担ぐ対象に選ばれるなんて。

　まあ、これで追いかけ回された事にも納なつ得とくがいった。

　ここの所、妙に引っ掛かっていたのだ。

『道理で最近、妙な視線を感じるな、って思っていたんだよ。そっかー、受験生に見られてたのか』

「気付くの遅いわね……」

　夏野さんの呆あきれ顔。どうも俺が注目の的まとになっている気がしていたけれど、まさかそんな噂うわさになっていたなんて。

「何でここまで放置していたのよ……」

『いや、俺の可愛さが招いたことなら、邪じや険けんにするのも悪いと思ってさ』

「はッ」

　夏野さんが鼻で笑ったので、俺のテンションはみるみる下がります。

「ま、アナタの無神経はともかくとしても、本当に話題にはなっているみたいね。一部では、次の新稲葉七なな不ふ思し議ぎに推おす声もあるそうよ」

『え、そんな言われ方しているの……？』

　新稲葉七不思議。

　この新稲葉という街に存在する、七つの異常。都市伝説めいた不ふ可か解かいなものから、性た質ちの悪い冗じよう談だんのようなものまで詰め込んだ混こん沌とんの総称である。

　ネット上の街角掲示板や、新稲葉のミニコミ誌などでは良く取り上げられており、ここ新稲葉の住人であるなら、少なくとも二つか三つは知っている様な不思議の集合体。反面、地域密着型過ぎて、一駅二駅移動すればすぐに誰も知らなくなるような、そんなお粗そ末まつな不思議でもある。

『新稲葉七不思議か、どんなのがあるんだっけ？』

　一応、俺も生前は新稲葉の住人だったはずだけど、正直あまり詳しくない。本にでもまとめてくれたら、すぐにでも詳しくなれるんだけど。

「そうね、せっかくの機会だから一つずつ確認して行きましょうか。ちょうどここに書いてあるしね」

『ああ、そうだな』

　そのまま机の上に腰を下ろし、夏野が読み上げる記事の内容を聞く態勢に入る。




「まずは……『地球を飲み込まんとするペットショップのアフロ』ね」

『アフロ？　アフロって……あのアフロか？』

「ペットショップって言っているからには、そうなんじゃないの？」

『いきなり知り合いかよ』

　俺の日常的にはアフロ、まあ普通のアフロなんだけど、世間一般から見ればあのアフロは十分おかしいらしい。確かに大きいもんな、アフロ慣れしていて気付かなかった。何だアフロ慣れって。

「あのアフロが、毎日少しずつ膨ふくらんでいってるみたいよ」

『それはもう、本気で不思議だなぁ』

　しょっちゅう見ているから、分からなかったけど。膨らんでるのかよアフロ。

「いずれ地球を飲み込むんじゃないかって話よ。ブラックホールみたいね」

『アフロのアフロで地球がヤバい、みたいな感じか』

　そう言えば、さっきアフロの中に隠れた時に、謎の引力を感じたような。あのアフロの中に何が待っているのだろう。異世界への通路とかが開くんじゃないだろうな。アフロロードが開かれた、みたいな大冒険の始まりが。

「まあ、何が出てこようと、私の敵では無いわよね」

『別に、お前の敵かどうかを確認している訳じゃないんだよ？　お前は七不思議に対して何をしたいの？　潰つぶしたいの？』

「心しん機き一いつ転てん、アフロリセットすればいいと思うのよ」

『勝手にアフロをどうにかしちゃだめだよ？　アフロ業界の偉えらい人にお伺うかがいを立ててからにした方が良いよ？』

　アフロ業界、想像以上に根が深い……のかもしれない。知らんけど。




「次は『灼しやく熱ねつの高層マンション』ね」

『ふむふむ』

「何でもね、新稲葉のとある高層マンションの付近だけ妙に暑いらしいのよ。冬だというのに、その付近だけまるで真夏みたいな気温になるんだって」

『暑い……高層マンション……？』

　何だか聞いたことのあるワードから導みちびき出だされたのは一人の人物。

『……間違いなく、あいつだよな』

「そうね、宗むな像かたさんでしょうね」

　宗像腕わん力りき。無駄な爽さわやかさと最悪の暑苦しさを同時にその身に秘めたマッチョマンである。今もこのマンションの階下にあるジム『ブートキャンプ新稲葉』にて、爽やかで暑苦しい笑顔を振りまいている事だろう。その暑苦しさは近くにいるだけで常とこ夏なつの気分が味わえる程という。つーか、実際に熱く厚く暑いのを肌で感じたことがある。

『やっぱり、あの暑さは異常扱いなんだな』

　宗像さんも、栄はえある七不思議の一翼を担になっているらしい。人間として大事なものを全すべて、筋肉と熱に変へん換かんしてしまっているのだろう。そのまま体温が人間の限界を超えるんじゃないだろうな。

「まあ、倒せと言うなら、私だって暑さぐらい我が慢まんするわ」

『倒せなんて一言も言ってないから！　大人しくしてろよ、な！』

　どうしてすぐに倒そうとするんだよ。

　お前の脳内には己と敵しかいないのか。武人かお前。




「次は……『暗あん躍やくする怪かい盗とう二に面めん相そう』ね」

『ああ、あいつもそうなのか？』

　怪盗二面相。それは新稲葉一帯で活躍する謎の怪盗の名前だ。

　いちいち予告状を出してはあちこちに出没し、怪盗という名の割にはお宝は盗まずに、女の子のハートだけを盗んでいるらしい。うぜぇ。

「最近かなり活発に活動しているそうね。何でも、妙な髪型の美少女探偵が二面相を捕まえる為ためだけにフランスから来日したとか、そんな話もあるみたいよ」

『何そのテコ入れみたいな展開』

　そもそも、この新稲葉だけに出没しているのが不思議なんだけど、そんなローカル怪盗で良いのか。生き馬の目を抜くような怪盗業界で、二面相は元気にやって行けているのだろうか。全国に繰くり出だしてみればいいのに。それとも全国には全国の怪盗がいて、縄なわ張ばり争いみたいなものがあったりするんだろうか。世せ知ち辛がらいな怪盗業界。

「そのうち、私達の前にも現れるのかしら」

『どうだろう、なんか面めん倒どうくさそうだから会いたくないけど』

「怪盗ってことは、私の部屋に侵入して来るかもしれないわね」

『いや、その栄えある一番乗り、他の奴が既にやっちゃっているからね？』

　この高層マンションの最上階に位置する夏野の部屋への侵入。そこに空から侵入するという凄すさまじい出来事はとある人物が既に成功しているのだ。

　今考えてもおかし過ぎるよね、あれ。

　まあ、俺の妹なんだけどさ。妹かよ。




「ええと、他には……『潰れない喫きつ茶さ店てん』なんてのも、あったわね」

『……それか』

　不ま味ずいコーヒーを出し続けているのに、何な故ぜか客が入り続ける喫茶店。

　それは俺が生前通い続けた、喫茶清せい陽ようの事だ。

　潰れない理由、それは店長の爺じいさんが作りだした薬物入りのコーヒーによるものだった。爺さんはそれを提供し続ける事で数少ない客を薬物依存状態にさせ、半ば無理やりに常連客としていたのだ。

　まあ、それがきっかけで強盗事件とか発生しちゃったりして。俺もそのゴタゴタに巻き込まれて一度死んでしまった。

『でも「潰れない喫茶店」って言っても、結局潰れちゃったよな。ってか、お前が潰したんだよな。俺の目の前で』

「そんなこともあったかしらね？」

『衝しよう撃げき的てき過ぎて脳裏に焼き付いているんだよ！』

　あんなシュールな光景、そうそう滅めつ多たに見られるものではなかった。大の大人が吊つるされて揺らされて、挙あげ句くの果てに蹴けられるとか、それはもう完全に地じ獄ごくで良く行われているような行為ですよね。大人を吊るすのは厳げん禁きんですよ。

「まあ、結局潰れちゃったってことで、『潰れない喫茶店』は七不思議の座を追われたそうよ」

『お前のせいじゃん……』

「七不思議が消えてしまう、これが本当の、不思議発見」

『だからお前の仕し業わざじゃん……』

　七不思議相手に何をしているんだよお前は。手を出せるんならもうそれは不思議じゃないし、完全に肉体を攻せめ滅ほろぼしてしまいましたよね。店長の爺さんの身体からだが木の葉のように舞って散って行きましたよ。トラウマになったよ。

　そう言えばあの場所、今はどうなっているのだろうか。あんな事件があった場所なのだから、もう飲食店なんかが出来ることはないだろうけど。いつかまた、行ってみるのも良いかもしれないと思う。

　自分の死地を訪ねるなんて、普通は出来ないからね。

　現在の俺の死地は、夏野さんの半径数メートルな気がするんですけどね。




「その他にも『死のメニューを出すパスタ屋』とかがあるんだけど、とりあえず今はいいわね」

『いや、それはそれで十分気になるんだけど……』

　食品衛生法どころか、ダイレクトで刑法に違反しているよ。

「それでね、どうやら『潰れない喫茶店』が潰れた事が、新たな火ひ種だねとなっているらしいのよ」

『……どういうこと？』

「喫茶店が潰れた事で、不思議は不思議では無くなってしまった。つまり今、七不思議には一つの空きが出来ているということになる。そこで、その間かん隙げきを巡めぐって、新たな不思議達が後あと釜がまを狙ねらって策さく動どうしているそうよ」

『え、七不思議って、そんな感じのシステムなの？』

　世界政府公認の海かい賊ぞく的な入れ替わり方式だったの？　それに新たな不思議達って何だよ。七不思議になって何かメリットでもあるのか？

「七不思議を並び立たせることで、互いに牽けん制せいさせているということね」

『そんな微妙なバランスなのか、この街……』

「だから、一刻も早く後継者を選ばなければいけないみたいなんだけど。その中で最も有望なのが、『幸運を呼ぶ犬』ということらしいわ。おめでとう、人気者は辛つらいわね」

『そんな人気いらねえよ』

　急にそんなものを押し付けられても、勝手にしろよ、としか言えない。どうせ七不思議だなんて大層な名前がついているものの、どれもこれもおらが街の奇き妙みような出来事、くらいなスケールの話ばかりだし。

『……いや、待てよ』

　俺の知らないところで盛り上がるのなら好きにしていいんだけど、勝手に祭り上げられるのはちょっと困る。今はまだ、追いかけ回されたり、こっそり写真を撮られるくらいの被害で済んでいるから良いけど、これ以上扱いがエスカレートしたら、おちおち本屋に通えなくなってしまう。

　何だそれ、どんな冗談だ。

　そんなことは許せない。

　そんな横暴、この世にあってはならない。

　本を買って読むことは、あらゆる生命に許された最低限の行為であるのだから。

　俺が人間だったら、ここらで演説の一つでも行って、俺の本ほん路ろを妨さまたげるなと訴うつたえかけるところなんだけど、残念ながら今の俺は犬で。文句を言おうにも、俺の言葉は普通の人間には届かない。言葉が通じるのは、ドＳの作家かドＭの編集者の二択という有様である。人としての俺は、既に死んでいるのだ。

『幸運を呼ぶ犬』という新たな不思議。

　大げさに危機感を抱いてみたものの、これが受験生の間で広まっている不思議だというのなら、せいぜい受験シーズンの終わる一、二カ月の内には終しゆう息そくするだろう。

　それなら俺は自然消しよう滅めつを待つだけだ。

　その間に、本屋に行かなければならないなら……いや、行くに決まっているんだけど、そうなったら夏野を連れて行けば良い。

　不ふ機き嫌げんオーラを全方位に向けて放射し続けている、全身狂気のこの人が横にいれば、誰も近寄っては来られないだろう。人ひと避よけに最適。夏野と一緒に歩いていれば、常時エストマが掛かっているようなものなのだ。

「あら、もっと効果的に人を遠ざける方法があるわよ」

『何？』

「犬を長い棒の先に括くくり付つけて、それを振り回しながら練ねり歩あるくって感じなんだけど」

『絶対に止やめて!!』

　少なくない数の団体に文句を言われるからな！

「羊よう頭とう狗く肉にくという四字熟語があるわよね」

『駄だ目めだよ切り離したら!?　狗頭狗肉のままでいさせてよね!!』

　俺だって頭が惜しい！

　無くなったら困るからね！

　当たり前だけど！

「まあ、たかが犬のことだし、すぐに噂は止むわよ」

『お前の言い方、いちいち引っ掛かるんだよな……』

　悪意が見え隠れしているんだ。

「んー、他にも有力な候こう補ほとして挙あげられているのが、『怪奇ハサミ女』ってのらしいんだけど、これにはまるで心当たりがないわね」

『……へぇ』

「何でも巨大なハサミを持った黒ずくめのハサミ女が、夜な夜な闇やみの中から現れて通行人に斬りつけるらしいんだけど」

『………………うん』

「そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな存在が街にいるなんて、それは不思議じゃなくて犯罪よね、どうにかして欲しいわ」

『……どうにかする方法が、自害しかないよね』

　ハサミ女さんに斬きり裂さかれないように、この件についてのコメントは自じ粛しゆくさせていただきます。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【新稲葉街角掲示板】……　新稲葉のホットでローカルな話題を取り上げているインターネット上の掲示板。新稲葉の住民がこぞって書き込みを続けており、日々活発な議論が繰り広げられている。特に人気なのは商店街の安売り情報についての記事で、高度な情報戦が展開されている。新稲葉のあらゆる事件を見通していることから一部住民からは百眼鰹ヘイムダル・ガツツオーと称されている。

【死のメニューを出すパスタ屋】……　『食べると相手が死ぬ』といわれのあるパスタなど、本気なのか冗談なのか良く分からないメニューを提供するパスタ屋。その店でパスタを食べた集団が一斉に中二病的な言動を発したことをきっかけに、新稲葉七不思議の一翼を担う事になった。ペットショップ『ＩＧＧＹ』の隣に店てん舗ぽを構えている。






『～～♪』

　新稲葉七不思議の話も落ち着いた所で。

　机の上に置かれた夏野の携けい帯たい電でん話わから、メールの着信を知らせる音楽が流れた。

　イスを引いて携帯電話を手に取り、画面を見た夏野は。

「あら、妹からだわ」

　そう言って、こちらに画面を見せてくる。

　確かに、そこには『春はる海み円まど香か』の文字が書かれていた。

　春海円香。俺、春海和かず人ひとの妹。人間の俺が死んでしまった以上、それは既に切れた縁えんの筈はずだったけれど。しかし偶然か必然か、俺は異様な事件に巻き込まれ、その最中で円香と再会していた。

　色々あって、誤解もあって、戦いもあった。……戦い？

　しかし円香は色々と納なつ得とくして、無事に岡山へと帰って行ったのである。

　その時に、何故か夏野に懐なついていたようで、今でもメールやら絵え葉は書がきやらを頻ひん繁ぱんに送って来る。そこに書かれていた円香の近況は。

『そういや、あいつ、俺と同じ高校、受験するんだよな』

　私立東ひがし川かわ高校。ここから数駅隣にある、都内有数の進学校。俺が都内で一人暮らしをするために必死で勉強し、無事に入学して、そして一身上の都つ合ごうにより通うことが無くなったその高校に、円香も通いたいと言っているのだ。

　夏野宛あてのメールには、受験の際にマンションに泊めて欲しいという旨むねが記されていた。そうなるとまた円香と会えるので、俺としては非常に嬉うれしい。いつまでたっても、可愛い妹なのだから。

　俺が生きていれば、一緒に通うことになっていただろう。その願いは、もう叶かなわなくても。円香の決めたその未来を、俺は応おう援えんしていきたいと思う。

　それにしても、円香からのメール。

　何で文の最後に、いちいちカレーの絵文字が打たれてるんだろうか。

　おかげでメール全体がカレー色に染まっている。句く読とう点てんの代わりにカレーの絵文字、しかも一つ一つ違う。普通カレーの絵文字ってそんなに種類無いよね？　何それ自分で作ったの？

『……このカレーの絵文字は、何を伝えようとしているんだろうな』

「カレー食えよ、ってことじゃないの？」

『何で一文ごとにカレーを勧めてくるんだようちの妹』

　タイミングがおかしいだろ。

　そこまで推す必要性が無いだろ。

「そう言えば前に、自分で作ったカレーの画像が添てん付ぷされていたこともあったわよ」

『だから何がしたいんだよ』

「こいつをお見み舞まいしてやる、ってことじゃないの？」

　言葉は違っても、意味的には合っていそうで怖いです。

　いや、そりゃまあ円香の作る料理をお見舞いされること自体は構わないんだけど。正直、円香の作るカレーを食べるのには心と体の準備が必要なのだ。だって不味いんだもん。カレー普通の人間が円香のカレーを食べると、カレー嫌いにランクダウンするんだよ。カレー×の特殊能力が付ふ与よされるんだよ。どうにかそれを分かれよ。

　まあ食べますけどね、兄だから。

　兄という特殊能力が俺の心にある限り、俺は妹の作ったカレーを食べる。カレーなんかに負けていられない。いつか襲い掛かってくるカレーのために、今から胃を鍛きたえておかないといけないな。魔王みたいな扱いだぞ妹カレー。

「あ、『泊めてもらうお礼にカレー送りましょうか？』って書いてあるわよ」

『全力で断れ！』

「クールで送るって」

『冷やそうが温めようが、どうしようもないんだよ！』

　まだ準備してないよ、身も心も！

　日本の宅配業界に何らかの影響を与えかねないし、冷凍されたら謎の暗黒進化とかしかねないからさ！

　まあ、カレーに関してはとりあえず置いといて。

　円香に会えるのは楽しみだ。

『あいつ、いつ来るんだ？』

「受験日が二月の初め頃だから、その前後に泊めて欲しいそうね」

　俺は円香に会えるだけで嬉しいけど、円香は大事な受験に挑いどむために緊張しているだろう。よし、ここは一つ不安を打ち消すために、この兄が手を貸してやろうじゃないか。

『そうだな、勉強を見てやることくらいは出来るだろうし』

　仮にも俺は東川高校の元生徒。円香に教えることなど容易たやすい。

　そう自信を持ってふんぞり返っていたら。

「はッ」

　また夏野さんが鼻で笑った上に俺を見下していますよ。何それムカつく。

『何だよ、文句があるのかよ』

「犬が何を教えるのよ。餌えさの食べ方？」

『おいおいおい、俺を舐なめてもらっちゃあ困るぜ夏野さんよぉ。俺が本気を出したら、こんなもんじゃ済まないんだからな』

「何言ってるのこのバカ犬、アナタが教えたせいで逆に頭が悪くなったらどうするのよ。大人しく部屋の隅っこでガタガタ震えていなさい」

『ふん、言ってくれるじゃないか』

　仮にも俺は、去年の八月まで現役の高校生だったのだ。多少ブランクがあるとはいえ、一度覚えた知識をそう簡単に忘れるものではない。円香に勉強を教えるくらいの役目なら、十分に全まつとう出来る筈なのだ。

「だったら、勝負してみましょうか」

『勝負ぅ？』

「ええ、そんなに自信があるのなら、勝負しようじゃない。私とアナタ、単純な学力なら、どっちが上か」

『……ほお』

「学力勝負よ」

　夏野からの提案は、俺にとっても願ってもないことだった。

　普通の分野では、俺は夏野に対して勝ち目がない。気力体力など、あらゆる面でスペックがかけ離れている。喧けん嘩かなんかしたら、二秒で倒される自信がある。まして武器を持っている状態の夏野に挑めば、一秒で刈り込まれるだろう。今の俺は犬だけど。人であったとしても多分勝てない。

　しかしこと勉強に関してならば話は別だ。俺が本から得た知識は、今も俺の中にまだ眠っている。毎日机にしがみついて手に入れた知識は未いまだ錆さびついてはいない。

　対する夏野が学生だったのは数年前のはず。少なからずその知識は劣れつ化かしているに違いない。作家としての知識経験は新たに得ただろうが、それと学力とは別だ。

　つまり、この戦いは俺が夏野に匹ひつ敵てき出来る分野での決戦であり。勝てる可能性を、多分に含んでいるのだ。

　この勝負、勝てる。

　普段から苦く汁じゆうを舐めさせられていた俺が、一いつ矢し報むくいることが出来る。

　勝利への道筋は見えた。そうと決まれば倍プッシュだ。

『なあ、提案があるんだけどさ』

「何？」

『勝負って言うからには何か賭かけようぜ』

「…………別に良いわよ」

『じゃあ、何を賭ける？』

「そうね。勝者は敗者に対して一つだけ言うことを聞かせられると、そんなのはどうかしら？」

『乗った!!』

　勝負を仕掛けるに十分なほどの、それは正当な対価で。

　ここに契約は成立した。

　ついに、この時が来たのだ。

　これまで夏野から受けた苦難苦痛艱かん難なん辛しん苦くの数々を、ここで一気に清算するチャンスが到来した。大逆転の目が、ここに来てようやく俺の前に現れた。

　しかもルールは俺にとって圧倒的有利、夏野の底知れない実力を加味して考えても、十分過ぎるほどの勝率が残されている！　夏野を負かすことが出来る！

　俺の有利さに、きっと夏野は気付いていない。

　駄目だ、まだ笑うな……こらえるんだ……。

　自然に浮かぶ笑みを抑え、戦いに臨のぞむ。

　さあ、ここから逆転しよう。

　この地じ獄ごくめいた悪夢の日々に、今、終止符が打たれる!!






《以下の単語が用語集に登録されました》

【円香からのメール】……　春海円香から送られてきたメール。句読点や『！』『？』の代わりに全てカレーの絵文字が使われており、一見何だか分からない事になってしまっている。実は使われているカレーの絵文字には法則性が存在する為、カレー上級者であれば容易に読解が可能。






「それじゃあ、始めましょうか」

　俺と夏野はリビングに並んで腰を下ろす。俺の前の床と、夏野の前のちゃぶ台には、それぞれテストの問題と解答用紙が置かれている。

「問題は全部で五〇問、全問二点ずつの一〇〇点満点よ」

『制限時間は？』

「一時間、にしようと思ったんだけど、どうしようかしら」

『何が？』

「アナタと私では単純に、筆記速度に違いがあるでしょう。同じ制限時間で勝負したら、私の方が断然有利よね」

　確かに、ほとんど見えないような速度で万年筆を振るっている夏野である。そんな奴と制限時間付で勝負するだなんて、自転車で列車に追いつこうとするようなものだ。

「だからね、制限時間には差を設もうけるわ。アナタは丸々一時間使って、見直しでも何でも時間内にやればいい。私の制限時間は半分でいいわ」

『三十分でか？』

　さすがにそれだと、俺の方が有利過ぎるんじゃないかと思うけど。

「別に、私とアナタの速度差を考えれば妥だ当とうな条件だと思うわよ。アナタ、まだ文字を書くのだって時間がかかるんだから」

『まあ、お前が良いって言うなら良いけどさ』

「それに、テスト中は出来る限りアナタの声を聞かないようにするわ。カンニングにならないようにね」

『そんな器き用ような事出来るの!?』

　俺の声って、テレパシーみたいな感じで伝わってるんじゃなかったっけ。

「完全に遮しや断だんってわけにはいかないけどね。まあテストに集中している間くらいは、多分聞こえなくなると思うし」

　成程、いつもの執しつ筆ぴつモードの応用ってところか。そういうの、常にやって欲しいよな。そうすればこのプライベートダダ漏もれな状態から抜け出せるのに……全く気の利きかない奴だな。

「……言っておくけど、今は聞こえてるからね」

　ごめんなさい。

　何だか今日の夏野は、妙に公平さにこだわっている気がする。勝負についてはそれだけ真剣だということだろうか。まあ、俺にとっては好ましいことだけどさ。

　目の前に置かれた問題と解答用紙に目を落とす。随ずい分ぶんとそれらしく作られていて、どこかの学がく習しゆう塾じゆくでそのまま使えそうな代しろ物ものだ。

『こんなのどこから手に入れたんだよ』

「ちゃんと信頼できる筋から手に入れたテスト問題よ。中身については保証するわ」

『ふーん』

　公平な勝負を望んでいる夏野のことだ、まさか自分だけに有利な問題を仕込むとか卑ひ怯きような真ま似ねはしないだろう。俺はただ、目の前の問題に打ち勝つことだけを考えればいい。そうすれば結果も自おのずと付いて来る。

『約束、忘れていないだろうな。言うことを一つ、聞くんだぞ』

「勝ったら、の話でしょう。そっちこそ、ちゃんと約束は守りなさいね」

『逃げんなよ！』

「そっちこそ！」

『ちゃんと言うこと聞けよ！』

「アナタこそね！」












　夏野との間に火花が散る。

　決して負けられない戦いが、これから始まるのだ。

　俺にとっては、今後の人生を左右するかもしれない重要な戦いになるだろう。ある意味、高校受験の時よりも緊きん張ちようしている。

　犬の肉体になっても、まだ俺の頭は死んじゃいない。

　互いに問題用紙の前にスタンバイ。

　俺は両前足で器用にペンを握る。

　解答用紙にちゃんと名前を書いて。




「それでは、学力勝負！」

『始め！』




　掛け声とともに、久しぶりのテストが始まった。

　一時間という制限時間を考えれば、僅わずかなタイムロスすら命取りになりかねない。

　犬の前足ではペンは持ちにくいけど、しかしどうにか支えて進めていく。

『ふうん……これぐらいなら楽勝だな』

　問一、問二と、次々に回答。思いのままにペンが進む。

　とりあえず序じよ盤ばん戦せんは、簡単な問題ばかりだった。漢字の読み仮名や、英単語の意味。様々な本を毎日のように読み込んでいる俺にとっては、寝ながらでも解とけるようなレベルの問題でしかない。

　夏野の方を見れば、凄すごい速度で問題用紙がめくられ、解答を書き込んでいる。

　そう、楽勝なのは夏野にとっても同じだ。あいつだって、こんな所で躓つまずく筈がないのだ。序盤で差がつくことはない。勝負は中盤以降に待っている。

　だから俺も、ここはさっさと解いて先に進む。この先に待っているであろう難問に対して時間を割さけるように、最速で見直しを終えつつ問題を読み解いて行く。大丈夫、学生時代に何度となくやったことだ、まだ身体は覚えている。

　そうして、何枚目かの用紙をめくる。既に半分ほどを解いただろうか。ここまでは会心の出来、まったく問題ありません。時間もまだ半分以上残っている。

　さて、折り返しとなる二六問目、俺の目に映った問題は。




【問二六】　３以上の自然数ｎに対して、＋＝を満たすような自然数Ｘ、Ｙ、Ｚは存在しないことを証明せよ。




『無理だよね!?』

　いや、無理とかそういう問題じゃないよ。

　コレって、余よ興きようまがいのテストに出しちゃいけないような、もっと世界中のみんなで協力して考えるべき問題だよね!?　最終定理とかいう超格かつ好こう良いいネーミングの奴じゃ

ん!!　二六問目の癖に！　最終とか！

　何だよこの難なん易い度ど、小学生の草野球に、メジャーリーガー降こう臨りんって感じだよ!!

　まあ、この定理自体は有名で。これに関する本も一応、読んだことがあるけれど。しかしそれでも、解かい法ほうを完かん璧ぺきに把は握あくしているなんてことは無い。いきなり問題として出されても、どうにもならない。第一、解法が分かったところで時間内にどうにか出来る訳がないだろう。出すなよこんな問題。

『パスだパス』

　こんなの時間を浪ろう費ひさせるだけのいじわる問題に決まっている。まともに取り合う方がバカなのだ。まったく、制作者は何を考えているんだ。

　気を取り直し、次の問題に目をやれば。




【問二七】　アルファがベータをカッパらったらイプシロンした。なぜだろう？




『知らんがな!!』

　なぜだろう？　じゃねぇよ！　俺の方が聞きてえよ！

　ある意味前問よりも難しい。こんなの、現代の人間には絶対に解けないよね。ケン・ソゴルとかじゃないと無理だよ、現代人の感覚ではきっと永遠に分からないタイプの問題だよ！

　とにかく無視して先に進む。こんな見え見えのトラップに引っ掛かって、貴重な試験時間を消費する訳にはいかない。

『つーか、この問題で配点が二点とか、どうかしてるだろ……』

　いくら全問題が二点ずつとは言っても、明らかに労力と難易度が釣つり合あっていない。六〇〇〇点くらい貰もらってもバチは当たらないのではないだろうか。いっそこれが解けたら勝ちで良いだろ。

　呆れながら次の問題に目を通していく、しかしその後も、




【問三二】　次の文章を和訳しなさい。（ただし線文字Ａ）




　だの、




【問三八】　次の文章を読んで、作者の心情について答えなさい。（ただしネクロノミコン）




　だの、一つでも解けたら何か賞とか貰えるんじゃねぇか、というようなレベルの問題しかなかった。こんなどえらい問題を軽くテストの中に混ぜるなよ。軽い気持ちで挑むような感じの問題ではないよ、二年くらい掛かるよ。

　次の問題こそは解いてみせる、と意い気き込ごみながら問題用紙をめくるも、次も似たような難易度の問題が連続。結局、そんな調子が最後まで続いた。前半は普通のテストだったのに、後半は高速のジェットコースター。もうこれテストじゃねぇよ。ただの嫌がらせだよ。

『……まあ、どうせ夏野にも解けないよな、こんなの』

　夏野がどれほど奇き想そう天てん外がいであろうとも、それ以上に奇想天外四捨五入な問題ばかりだ。

　それなら、勝負は前半部分の成績で結果が決まるということになる。そう考えれば、まあこれも真っ当なテスト問題であるだろう。単純にお互いの知識を競きそい合あうもの。ミスを犯さなかった方の勝ちだ。

　そして問題はついにラストの五〇問目。

『また、どうせ意味の分からない問題なんだろ……？』

　見る前から分かるよ。

　はいはい難問難問、と呟つぶやきながら最後の一問を見れば。




【問五〇】　夏野霧姫の美点を三つ挙あげ、それらをあらん限りの美び辞じ麗れい句くを用いて称たたえよ。




『一番の難問来たな！』

　どうしよう、全く分かんない！

　これまでも、難問続きだったけれど、これは更に別格だ。桁けたが違う。

　だって無理だもの。そもそも称えるべき美点が無いのだ。無いものを見つけろとか、それは単純に不可能なんですよ。

『……待てよ？』

　確かに夏野霧姫の美点を見つけるのは難しい。

　いや、良く考えればあるのかもしれないけれど、この短時間、一時間という試験時間内にそれを見つけ出すのは不可能に近い。太平洋に逃げ出したメダカを捕まえるようなそれは難問中の難問で、とてもすぐに解けるものではない。最高レベルのスーパーコンピューターを数十台用意しても無理だろう。

『でも、秋あき山やま忍しのぶのことだったら……』

　秋山忍。作家。俺が生まれてから死ぬまで愛し続けた大作家。死んでも死にきれず、現世にまで戻ってきた、俺にとっては神のごとき作家、信仰を捧ささげる相手。

　夏野霧姫の美点は挙げられなくても、秋山忍の美点だったらいくらでも挙げられる。三つなんてけち臭いこと言わないで、一〇〇個くらい書けるし。

『よし、そうと決まれば!!』

　この勝負、もらった！

　秋山忍の美点で解答用紙を埋め尽くそうとしたところで、五〇問目の問題のすぐ横に書かれている、小さな文字が目に入った。

『……何だ？』

　問題用紙に顔を近づけ、その文字を読む。そこに書かれていたのは。




※ただし、秋山忍関係については除く。秋山忍について書いた場合、えぐる。




『謀はかったな!!』

　そんな重要なことはもっと大きく書いておけよ！　注意書きっていうか、脅きよう迫はく文ぶんみたいな感じだけどさ！

　書いたのが誰だか分からないけど、俺の行動は予測済みって事か。秋山忍ネタが使えないとなると、やっぱり夏野自身の美点を挙げなければならないのか。

　でも。

『…………無いよなぁ』

　犬を追いかけるのが上手とか、アフロを斬るのが上手とかは挙げられるけれど、ここで問われている美点ではないだろう。何だかそれを書いたらえぐられる気がする。

『くそっ、やってくれる……ッ!!』

　こんな嫌らしい問題をラストに仕込んで来るとは、このテストを作った奴め、全くしゃらくさい真似をしてくれるもんだ。最後の最後で、とんだ罠わなを仕掛けやがった!!

　解けない問題をテストに入れる、その性しよう根ねは腐くさっているぞ！　解けない問題を必死で解こうとするその姿を見て、裏でこっそり笑うつもりなんだろう、嫌な奴だな！　誰だか知らんけど!!

　しかしまあ、解けそうで解けない問題よりかは、初見で絶対に解けないと思わせる問題を置く辺りが最後の慈悲といったところか。

　だって一瞬で分かったし、この問題に答えは無いって。

『ん、答えが無い？』

　その時、俺に電流走る。

『……そうか、分かったぞ』

　この問題は一見して、答えが無いように見える。

　否、見えるだけではない。

『そう、答えが無いのが答えなんだ！』

　結論、夏野霧姫には美点たりうるものは無い。仮にあったとしても、それは普段の所業と、飼い犬に対する惨さん劇げきで相そう殺さいです。いやむしろマイナスにしたいくらいです。

『何だよ、だったら簡単じゃないか』

　きっとこの問題を作った人間も夏野には酷ひどい目に遭あわされてるんだろう。だから、最後にこんな憎い問題を入れてきたに違いない。さっきは性根が腐ってるなんて言ってごめん、夏野から被害を受けている者同士、お互いに頑がん張ばろう。

「…………」

　既に問題を解き終えた夏野さんが黙っていらっしゃるのも、この最後の問題の難易度を思い返して戦せん慄りつしているからだろう。手が細かく震えているし。俺の方をもの凄い目で見ている気がするけれど、それって俺の言葉が全部通じちゃってるせいじゃありませんよね？　そんな訳無いよね、テスト中は声を聞かないって言ってたもんね。さっきまでの俺が割と致ち命めい的てきなことを考えていたのも、きっと気付いていませんし知りませんよね。何だかペンを落としてハサミを持とうとしているけれど、ハサミじゃテストは解けないよ、さっさと置きなさいよ。そして俺にハサミを向けるのを止めようよ。なんだったら制限時間を追加して見直しの時間を設けても良いからさ。

　いやあ、対戦相手にまで心こころ遣づかい、俺って本当に、良い奴ですね。




　そんなこんなで制限時間終了。

　夏野が解答用紙を回収し、採点。

　で、結果は。




　春海和人　五〇点

　夏野霧姫　五二点




『……どれを解いたの!?』

「私の勝ちね」

　夏野はやけに得意げな顔をしている。いや、どれを解いたのか言えよ、気になるぞ。

『何で解けるの!?　解けるの無かったよね!?』

「私の実力よ」

『噓うそだよ、無理だよ、不可能だよ！』

　短時間で解けるような問題なんて無い、実質五〇点満点みたいなテストだったよ、なのに五二点とか！　一体どんな技を使ったんだよ！　これは不正の痕こん跡せきを感じる！

　いや、そもそも、不正も何も。

　テストが終わって、冷静になってみると。

『このテストの問題、おかしくなかったか？』

「気付くの遅いわね……」

　うん、テストということで、やけにハイになっていた俺が悪いんだけど、二六問目以降は明らかにおかしかったよね。特に五〇問目なんて、『夏野霧姫』って名前が出ちゃっているからね！

「何、今になって問題にケチをつけようというの？」

『いや、そういう訳じゃ、ないけどさ』

「ちゃんと確かな筋から手に入れた問題って言ったでしょ」

『どこなんだよ、確かな筋って』

「あら、聞きたいの？」

『ああ、聞きたいね。誰だよ、こんな変なテストを作った奴は』

「私よ」

『お前なの!?』

　何でだよ！　確かな筋って言ってたじゃん！

「そう、私よ。これ以上に、確かな筋なんてものは無いでしょう？」

『いや、そりゃ、そうだけど……』

　畜ちく生しよう、まんまとハメられた。

　このテスト問題自体が最初から仕込みの上だったということか。制限時間やカンニング防止など、公平さを妙に追求してきたのも、このテストへの仕込みを感じさせない為に違いない。

　責めるような目線を向ける俺に、しかし夏野は平然と言い放つ。

「与えられた問題をただ解き続ける、そんなレールの上の人生を疑わない限り、人は前には進めないし、自分の人生を真なる意味で歩き出すことは出来ないのだという、これはそんな真実を得るための必要儀ぎ式しきだったのよ」

『……ごまかそうとしているよな』

　良い事を言おうとしているけど。

　しかし根本的に悪事だよね。

「人は誰かから言葉を得て歩き出すけれど、それでも自分の足を動かして進んでみようというその想おもい、その覚悟こそが正しい意味において再出発するための通つう過か儀ぎ礼れいであり、大人になるということなのよ」

『……ごまかそうとしているよね』

　夏野さんは明後日あさつての方を向いて口笛を吹き始めた。

　いつの時代のごまかし方だよ。

「うるさいわね、勝てばいいのよ、勝てば」

『開き直った!!』

「勝てば官軍とは、この時のためにあるような言葉よね」

『最悪だ！　本気で最悪だ！』

　最後の問題、解答は夏野の胸三寸でどうにでもなるし、勝とうなんて最初から無理な話だったのだ。三寸しかないような胸の癖にやることがえげつないよ。問題を見た時点で気付いておけばよかった。むしろ一瞬で気付けよという気もするけどさ。

　全く、単純なテストで終わると思っていた俺がバカだった。そもそも、夏野が普通のテストとか出す訳ないもんね。

『そう言えば、最後のは何て書いたんだよ、お前』

　自分のことをどんな風に褒ほめ称たたえたっていうんだ？

「知りたい？」

『……いや』

　止めておきます。というかこの話題自体止めておこうと思います。だってほら、既にホルスターからハサミが引き抜かれようとしているし。

「まあ、私も空白で出したんだけど」

『分からなかったの!?』

　自分のことなのに!?

「まあ、その話はあとでじっくりしましょうか」

　しなくていいです。忘れて下さい。

　夏野は怯おびえる俺の様子を微笑ほほえみを浮かべながら一いち瞥べつする。超怖い。

　でも、五〇問目を俺と同じく空白で出したってことは、その分二六問目以降で点を取ったってことだよな。どの問題を解いたんだよ。場合によっては歴史が変わるぞ？




　とにかく、結果は出てしまった。

　うなだれる俺と、喜ぶ夏野。

「改めて言うけど、私の勝ちね」

『何だろう……引っ掛かるものが』

「何よ男らしくないわね、まだグダグダ言うつもり？」

『……む』

　まあ、結果は結果である。納得いかないどころか、明らかに何らかの作為が働いているような結果に終わってしまったけど、しかし俺も男だ、約束は守らなくてはならない。不本意ながら、この現実を受け入れなくてはならない。受け入れないと多分、実力行使で強制的に受け入れさせられる結果になるので。

　結局、夏野と勝負しようという、そもそもの発ほつ端たんからして間違えていたのだという、それだけの話だったのだ。

　大丈夫、過か酷こくな現実ならとうに経験している。

　今更何が起ころうとも、大した問題ではないさ。

「さて、それでは、何をしてもらおうかしらね」

『なるべく、痛くないのがいいなぁ……』

「じゃあ痛いので」

『…………』

　理不尽だな……。

「何にしようかなー」

　やたらとテンションの高まっている夏野さん。

　対照的に、テンションが奈な落らくの底まで落ち込んでいる俺。

　冷静に考えると、とんでもない約束をしてしまったような気がして来た。何しろ、何でも一つ言うことを聞かせられるのである。何が来るか分からない。何もかもが来る可能性がある。

『何でも、という言葉が敵に回った時、こんなに恐ろしい響きに変わるだなんて、全く思いもしなかった……!!』

　無料、とかお得、みたいな単語も、敵に回すべきではないよね。しかし、何でも、Ｅｖｅｒｙｔｈｉｎｇですよ。

　後悔と絶望で俺のテンションだだ下がりと対照的に、夏野さんのテンション爆上げは止まらない。

「何でも、ね。つまり一生、召使いとして従えることも、可能という訳ね」

『いや、今でも割とそれに近い感じだと思うけど……』

　俺が犬という、珍めずらしい形で生きている限り。多分ずっと、このままだろう。

「私の奴ど隷れいとすることも……」

『今だって十分に奴隷っぽいし……』

　奴隷というか、奴隷よりも酷くない？　だってたまに斬られるんだよ？

「じゃあどうすればいいのよ！　飼い殺すわよ!!」

『知るか!!』

　もうどうにでもなればいいよ。どうせ今より酷いことにはならないからさ。




『～～♪』

　と、夏野の携帯に着信音。さっきも聞いたその音は。

「メール……妹からね」

『お前の妹じゃねぇだろ』

　さっきも思ったけど、円香は俺の妹ですよ。

「義妹いもうとからね」

『……微妙に不穏な発音に変わったような』

　しかし円香も、中々良いタイミングでメールを送ってくれた。このメールの内容次し第だいでは勝負自体がぐだぐだになって、罰ばつゲームを有耶無耶にすることも可能だ。円香よ、お前はいい仕事をしたぞ。さすがは俺の妹だ、今度お勧めの本でも送ってやろう。

『で、で、円香は何てメールしてきたんだ？』

　少しでも話を広げようと、夏野の肩にのしかかり、携帯の画面を覗のぞき込こむ。そこには、満面の笑みを浮かべた円香の写真と共に、短い一文が。




「新しいカレーを開発したから送りますね!!」




『円香ぁー！！！』

　話が一番広がっちゃいけない方向に広がっちゃった！

　空気読めよ！　遠い空から俺の空気を!!

　何てタイミングの悪い妹なんだ!!

　それでも俺の妹か!!

　罰として今度読書感想文を送付してもらうからな！　絶対だぞ!!

　いやいや、これは不味いですよ。命に関かかわりますよ。罰ゲームというのはあくまでも仲間内での楽しみとかに使うものであって、それで命が危険に晒さらされるというならば、それはもう処刑という名前の奴ですよね。

『……ええと、まさかと思いますが、夏野さん』

「何かしら？」

『俺に円香のカレーを食わせるとか、そんな無茶な要求をなさるおつもりではございませんよね？』

「…………」

　否定しろよ。

「何を言っているの、私がそんなことをする筈ないじゃない」

『どうしてお前がそんなに、はっきりと言い切れるのかが分からないんだけど』

　する筈だろ。

　お前のキャラ的には、するだろ。

　しかし夏野はなおも快かい活かつに笑い、それを見る俺の顔には陰りしかない。

「罰ゲームに妹のカレーを食べさせるだなんて、そんなことはしないわよ」

『そうか……そうだよな』

　良かった、新作カレーなんて無かったんだ。

「妹のカレーを食べるのに、理由なんか要いらないものね」

『あ……？』

「罰ゲームなんかじゃなく。普通に、喜んで、食べるわよね。お兄ちゃんなら、命令されることなく、自ら進んで、カレーを頂くわよね」

『あ……？』

　リビングの中にインターホンの音が響く。

「あら、早速届いたみたいね。ちょっと待ってなさい、取って来るわ」

『　　　　　　無理』

「はい届いたー。ちょうど良い時間だしお昼御飯にしましょうか。大丈夫、私は朝の残りがあるから、気にしないでじゃんじゃん食べると良いわ、妹の手料理を」

『　　　　　　死ぬ』

「あら、新作はオレンジ色のカレーみたいよ。なんとも言えないような酸すっぱい匂においが食欲をそそるわね。中で何か動いているように見えるけど、きっと気のせいよね」

『　　　　　　無理』

「あら、自分一人では食べられないっていうの？　全く、甘えん坊ね。でも許してあげるわ、今日は特別にね、食べさせてあげるから」

『　　　　　　嗚あ呼あ』

「はい、あ────────────ん」






《以下の単語が用語集に登録されました》

【オレンジカレー】……　春海円香の新作カレー。色は鮮あざやかなオレンジ色で柑かん橘きつ系けいの匂いが食欲をそそるが、実はオレンジ的な何かは一切入っていないので、絵の具的なサムシングと人工香料的なサムシングで創つくり上あげられた仮かり初そめのオレンジである。後頭部を鈍どん器きで殴なぐられたような味がするらしい。






「さて、食事も済んだことだし」

『…………』

「元気のない犬でも連れて、街に繰り出してみましょうか」

『…………』

「罰ゲームも考えなきゃいけないし」

『まだやるの!?』

　もう十分に罰は受けただろ！　まだ俺の身に不幸が降りかかるというのか!?　幸運の女神は何をやっているの、有給でも取ってんの!?　この俺の不幸を見過ごすなよ、世界一不幸な犬がここにいるぞ!!

「アナタもお腹なかいっぱいカレーを食べたから、腹ごなしをしたいでしょう？」

『俺の腹には怒りと無常しか残っていないんだ』

「運動しましょう、罰ゲームという名のね」

『いい。このまま動かずに死ぬ』

　もう、あらゆる正の感情が抜け落ちてしまったような気がしている。何というカレー、またもや腕を上げたな……上げてはいけない方向へ。このまま行くと新しい元素とかが登場しかねない。

　円香さん、カレーを作るのは結構ですけど。遠い空の下で苦しんでいる犬が一匹いることを思い出してくれると嬉しいです。




　で、結局、街に出ることになった。

　身を切るような冷風も、この火ほ照てった身体には気持ちが良い。胃の中でうごめく何かのことも、少しだけ忘れていられる。

　しかし。

『何だ？』

　肌に感じる、誰かの視線。

　さっきから見られているような気がする。

「いや、受験生に追いかけ回されているんでしょ、今のアナタは」

『そう言えば、そんな話もあったような気がするな……』

　オレンジカレーのおかげで全て脳内から抜け落ちていたけれど、そもそもの発端はそんな話だった。最初はそれをどうにかしたくて、夏野に訴えかけたような気がする。

　が、今やどうでも良い。受験生とか知らない。それよりも、この口の中に広がるオレンジ具合をどうにかして欲しい。このオレンジ！

　しかし夏野さんは俺の現状を無視。

「でも、本当に追いかけてくるのかしら」

『何だよ、今更』

　実際に追われましたよ。

「別に疑うたがっている訳じゃないけどね……」

　俺を見下ろし、次に辺りを見回す。しばし、何かを考えるような様子の夏野。

「うん、そうね、それで行きましょうか」

『ん？』

「アナタ、追われなさい」

『どういうこと？』

「私の本の為に、追われなさい」

　急に何を言い出すんだろうか、この人は。大丈夫？

「ほら、追われるのって、中々刺激的で楽しそうじゃない」

『楽しくないよ!?』

「街中を駆け抜ける犬。追つい跡せき者しやの手をすり抜けて、颯さつ爽そうと逃げまくる、今度そういうシーンが撮りたいのよね」

『お前作家だろ』

　撮るなよ。映画監かん督とくじゃねえんだから。

「まあ、撮るってのは冗談にしても、次の本でそういうシーンを書こうと思ってるのよ。そういう刺激的な、中々出来ない体験、そういったものの積み重ねが、より良い本を書く上での大きな助けとなるのよ。分かる？　だから、アナタ追われなさい。そして私の本の糧かてになりなさい」

『つまりは取材って事？』

「ええ、そうなるわね」

　取材と言ってはいるが、多分個人的な楽しみとかが含まれていると思う。そういう人ですし。俺が逃げ回るのが見たいと、単純にそれだけなんだろうな。

　でもまあ、そんな意味のないものが本当に作品に繋つながるのがこの人、秋山忍の本ほん領りようなんだよな。

「何が糧になるかなんて、誰にも分からないわよ。だから何でも試してみるの。それで私の本が輝きを増すというのなら、それはアナタにとっても悪い話ではないでしょう」

『まあ、それは』

　そうなんだけど。

　何だか釈しやく然ぜんとしないな。

　言いくるめられている感が凄いするんだ。

「だから、ハイ」

　夏野は俺の背中に何かを押し付けてくる。

『ん、何？』

　俺がいつも買い物に使ってる小さなリュックサックだ。『地じ獄ごく雑ぞう炊すい３』などの今朝買った本がまだ入っている。

「ええ、これで大丈夫ね」

『だから、何が？』

　夏野さんは満足そうに俺を見下ろすと腕を組む。そして、辺りを見渡したかと思うと。




「ここに、幸運を呼ぶ犬がいるわよ！！！」




　そう、大きな声で叫んだ。




『そういうことか!!』

　事態を一瞬で把は握あく、夏野の笑顔がこちらに向けられる。

「はいはい、それじゃあせいぜい逃げ回りなさい。大丈夫よ、アナタの逃げっぷりは無駄にはしないから」

　夏野の言葉が終わるや否いなや、俺を包んでいる空気が変わる。

　慌あわてた俺に向けられる、必死の視線。

　見たことのある顔、さっき俺を追いかけ回していた女子中学生が、うわ言を呟きながら曲がり角から現れたのだ。

『くそ、逃げなきゃ！』

　こんなに早く見つかるだなんて、噂はやはり本物だったか。

　しかし俺も、ただで捕まる訳にはいかない。ご主人様からのオーダーは、逃げ回る犬の姿が見たい、というもので。簡単に捕まったりなんかしたら、俺はご主人様から酷い仕打ちを受けることになるのです。

　だから駆ける。

　小さい肉体を生かし、その手をすり抜けて、来た道を逆走する。犬の肉体でしか通れないような生垣を潜くぐり、柵さくを飛び越え、ビルの間を駆け抜けて、とにかく追手を引き離すために全力を出す。

　駅前から住宅街へ。

　商店街から公園へ。

　街中を網もう羅らする勢いで逃げ続けて、そうして、しばらく走ってから背後を見れば、なおも受験生は追っかけて来ていた。

　俺の三次元逃走にもめげずに、しっかりと背後に付いている。

『……頑張るなあ』

　俺を捕まえることで受験に合格するというのなら、真剣にもなるだろうけど、それは単なる噂だ。そんな根も葉もない噂話に、よくそこまで必死に頑張れるな、と少し感動してしまう。

　と言うか。

『……増えてる？』

　追手は、二人に増えていた。

　先程の女子中学生とは違うもう一人の人物。こっちは高校生だろうか、学ランを着た短たん髪ぱつの男が必死に追いかけてくる。どうやら俺の噂は中学生限定というものではないらしい。確かに、高校受験だって大学受験だって、受験には変わり無い。

　しかし、二人に増えたところで、逃げる手間は変わらない。精々、俺の華か麗れいなる逃亡劇を見て貰おうじゃないか。

　逃げる。

　逃げる。

　逃げる。

　振り返る。

　四人。

『また増えてる!!』

　こうなったらもう意い地じだ。

　絶対に逃げ切ってやるとも。

　そう決意を固めて、自らの肉体に鞭むち打うってダッシュ。前足に力を込める。速度を上げる。より狭せまい道を選び、より高い塀を越えて、必死に逃げ道を探していく。

　犬の限界に迫る勢いで街を駆け抜け、チラリと振り返ってみれば。

　八人。

『更に倍!!』

　何だよコレ！　どうしてそんな、暇ひまな受験生がここに八人も集つどっちゃったの？　何なのお前ら、選ばれし勇者なの？

　にしても八人の中高生の追手ともなると、威い圧あつ感かんも半はん端ぱないものになっている。正直、怖い。彼らは受験のために必死に頑張っているだけなんだろうけど、俺の側からしたらあまりに怖い。男女取り合わせて八人に追っかけられる体験なんて、人間の時には出来なかったよね、それはもう完全に逃亡犯の仕事だからね！

　捕まったら何をされるのだろうか。いや、捕まるだけなら良い。いつのまにか噂が変化していて、『幸運の犬の肉を食べると不老不死になる』みたいなものになっていたとしたら、俺はもう駄目だよね。人魚なら死ななくても、犬は普通に死ぬからね。

　数を増した追手の叫びに背中を押されて走る。

　怒ど号ごうと怨えん嗟さの混じったような必死の声に、俺はただ前に進むことしか出来ない。

　今や、当初の目的を忘れていた。

　ただ、逃げるために、逃げていた。




　そうして、一六人に増えた追手から必死に逃げて。

　三二人の追跡者を振り切ろうと、新稲葉を駆かけ廻めぐって。

　そうして三三人の群衆から逃げ続ける。

　必死で逃げて。

　必死で走って。

　必死で考えて。

『………………って、三三人？』

　いや、なんで、ここに来て、そんな小刻みに増えたんだ。今までは倍々ゲームで増え続けていたっていうのに。

『……嫌な予感がする』

　ここまでどうにか死んで死んで生きて来た俺の第六感が、異常を訴えかけている。何か、とんでもなく、恐ろしいことが起こる。今足を止めたら、きっと、多分、俺は大ピンチになる気がしてならない。

　逃げながら恐れながら、振り返る。

　一人増えているのは。

　増えているのは。

『……夏野さん!?』

　やっぱりな!!




　集団の先頭になっているのは、たいへん見覚えのある黒い人でした。

　と言うか、さっきまで一緒にいた人です。

『……いや、何でそこにいるの!?』

　声を上げて問いかける。どうせ夏野以外には俺の声は聞こえないので、堂々と話しかけてみれば。夏野はスピードを上げて、俺のすぐ後ろまで距きよ離りを詰めて来た。

「見ていたのよ、アナタが逃げているのを」

『そりゃお前が指示したことだもんな、見るよな』

　見てなかったら怒りますよ。

「でね、逃げ続けるアナタを見ていたら、つい」

『つい、何？』

「私も、つい追いかけたくなったのよね」

『つい、で目的を忘れるなああああ!!』

　他の追手達は、俺を捕まえようとするあまり我を忘れているように見えるのに。先頭にいる夏野さんだけは、明らかに俺単体をターゲットとしている。受験とか、そういう理由ではない。ただ追いたくて、追っている。

『いやいやいや、取材するんじゃなかったのかよ!!』

　全力で疾走しながら夏野に向かって言い放つ。

　せめて守れよ、自分の目的を！

　俺の犠ぎ牲せいの上に成り立った取材なら、最後までちゃんとやれよ！

「取材よりも、私は、自分の知りたいことを優先したいの」

『はぁ!?』

「取材というフィルターを取っ払った生の体験を、してみたくなったの」

　何そんな、真の正義に目覚めたレポーターみたいなことを言い出すの!?　その目覚めは封印しておくべきだよ、今は！

　これはまずい。

　受験生達ならばどうにか撒まくことが出来ると思っていたし、現に今も距離は開いている。しかし夏野霧姫という追手だけは格が違う。夏野から逃げるだなんてとんでもない。ボス扱いなので、どうしても逃げられないんだ。

　つーか、俺が逃げる姿を、見たかったんだよね？　その目的って、砂すな被かぶりの席で十二分に目に焼き付いているよね、これでオーダーは完了じゃないの？

『いや、もう目的達成されてるだろ、なぁ!?』

「それがね、駄犬」

『何だよ、駄だ立りつ体たい』

「こうなった私はもう、何かを斬ることでしか止まらないのよね」

『冷静に言うことか!?』

　夏野の手にはお馴染みの銀色のハサミ。それを使う目的と来たら、もちろん俺を斬ることとしか思えないです。いや、普通のハサミだったら、紙とかを切るために使うものなんだけど、夏野さんの持つそれは、どうも俺を斬りがちなんです。

　逃げるだけで良いって、そう言っていたじゃないか！

　逃げなきゃ死ぬ、に変わっちゃっているんだよ！

『いいからハサミをしまえ！　俺を追うな！　そしてここからいなくなれ！』

「そう言えば、何でも一つ、言うことを聞かせられるんだったわね」

『え、何で今言い出すの!?』

　こうして逃げている時点で、もう解決済みの話じゃなかったの!?

　しかし俺を追う夏野の目は真剣そのもので、冗談という感じは一切無い。無いのかよ。今からでも遅くはないから、冗談ということにしておこうよ。

　俺は逃げる、夏野は追う。

　ハサミを持って追って来るその姿は、どう見ても新手の殺人鬼。今更止まることも出来ずに、必死に足を動かす。

「…………」

　夏野は考え事をしながら俺を追うという、やたら器用な真似をしている。俺をどうするのか、真剣に考えているのだろう。結果が何になろうとも、俺が不幸な目に遭うことだけは確定しているんだけどな！

　そして夏野がこちらに顔を向ける。

　言うべきことを、確認したという、その顔から発せられたのは。

「私の命令はただ一つ……素直に斬られなさい」

『結局それかぁ!!』

「大丈夫、痛くしないから」

『痛いよね!?　誰がどう考えても痛みを伴ともなうアクションだよね、そして俺は死ぬんだよね!!』

　最悪の結果が予想通りに！




　気が付けば、俺を追っているのは夏野だけになっていた。おい頑張れよ受験生、この人を止められたら多分受験戦争なんて屁へでも無いぞ。

　もうこうなると、七不思議なんてもんじゃない、いつも通りの光景です。いつも通りなので、この後俺がどうなるかについても、何故か克こく明めいに予想出来るのであります。

『冗談じゃない!!』

　逃げる。

　逃げる。

　逃げる。

　これはただの逃走じゃない、命を懸かけた逃走だ。




　しかし相手は強く、そして速い。

　もつれる足と、倒れる身体。

　俺はあっさりと追いつかれて。

　振りかぶられるハサミの刃が。

　滲む視界と、零こぼれる涙。

　いつものような、惨劇が始まる。

『なぜ、こんなことになってしまったんだ……』

　自分に問うても、答えは無く。

　ただ、目の前に迫るハサミと、立ちはだかる黒い女だけが、今の俺の現実で。

　そのまま、意識を失った。

　要するに、いつも通りです。




　後日。

　新稲葉七不思議に、新たな不思議が追加されたという。






《以下の単語が用語集に登録されました》

【逃げ回る犬と追い回すハサミ女】……　新稲葉の街中を必死の形相で逃げ回る犬と、それを追い回す黒ずくめのハサミ女の不思議。まるで無限ループのように繰り返される逃走劇と追跡劇、そしてハサミ女の恐ろしさが七不思議入りの決め手となった。ハサミ女が犬を捕まえる瞬間を見てしまうと、三日間はハサミ女の悪夢にうなされると言われている。新稲葉七不思議、期待の新星。

【地獄雑炊３】……　浜はま田だ陽よう一いちの著作。『地獄雑炊シリーズ』の第三作。伝説の激辛スパイス『ＲＥＤ』を求める旅も佳か境きように突入。旅の途中に立ち寄った温泉でのぼせた主人公一行が目を覚ますと、そこは江戸時代の日本だった。次々に襲い来る超展開が読者を戸と惑まどわせ続けている。

















　自動ドアが開き、店内に涼やかな鈴の音が響く。

　新しん稲いな葉ば駅南口を出てすぐの場所にある、本ほん田だ書店。

　大きな看板に反して小さなこのお店こそ、私が生まれ育った大切な場所。

　私は今日もこの場所で、本と人との出会いを繋つないでいく。

「いらっしゃいませ！」

　それは、これから本と出会う人達を迎える言葉。

「ありがとうございました！」

　それは、本と出会うことが叶かなった人達を送り出す言葉。

　私の名前は本田桜さくら。

　今日もまた、精一杯の気持ちを込めて言葉を紡つむぐ。

　願わくばその言葉が、本と人、その素す敵てきな出会いの切っ掛けとなることを祈って。


　　　　　　　　



　　　二月　七日




「それじゃあ、これだけ貰もらおうかな」

「いつもありがとうございます」

　常連の犬いぬ飼かいさんから本を受け取り、一冊ずつレジを通す。タイトルは『アフロ学中級入門』『アフロVSアイパー』『アフロ刑事～情熱系～』と、どれもこれも黒々とした表紙の本達。

「…………アフロばっかりだ」

　こっそりと呟つぶやく。

　いくら髪型がアフロだからって、アフロの本ばかり読まなくてもいいのに。

「いやぁ、この『アフロ学中級入門』は品しな薄うすで、都心の書店でも手に入らなかったんだよ。まさかこんなに近くで見つかるとは思わなかったなぁ」

　一冊のハードカバーを手にして嬉うれしそうに笑う。それを見れば、こっちも嬉しくなる。

「でも、良くこんなマニアックな本を入荷してたね」

「それは犬飼さん用に、特別に一冊だけ注文しておいたんですよ」

　そう答える私に、犬飼さんは驚おどろいたような反応を見せた。

「え、ひょっとして僕がこの本を買うと思って入荷してたの？」

「はい、そうですよ」

「よ、よく僕がこの本を買うって分かったね」

「いえ、別に分かってたって訳じゃ無いんですよ」

「え、それじゃあ、何で？」

「犬飼さん、いつもアフロに関する本を沢たく山さん買っていくから。今回もそうなんじゃないかな、って思ったんです」

　私の答えに犬飼さんは一瞬真顔になったかと思うと、次の瞬間。

「す、凄すごいな桜ちゃんは！」

　レジカウンターに身を乗り出すようにして大きな声を上げる。その勢いでアフロが盛大に揺れた。

「そ、そんな凄くなんかないですよ。これぐらい普通ですって」

「いやいやいや十分凄いって！　僕もお店をやってるから分かるけどさ、お客さんの趣しゆ味み嗜し好こうを把は握あくしておくのって、とっても大事なことだよ！」

　何を隠そう犬飼さん、新稲葉商店街でペットショップを営んでいるのだ。

　時折、動物の体調管理についての本を買っていくこともある。今日はアフロの本だけだけど。読書が趣味のようで、特に秋あき山やま忍しのぶ先生の本などがお気に入りだ。今日はアフロの本だけだけど。

「いやしかし、桜ちゃんがいれば本田書店の将来も安あん泰たいだね」

「そ、そんなことないですって」

　と、犬飼さんは何かに気付いたかのように辺りを見回す。

「あれ、そういや今日は親父おやじさんはどうしたんだい？」

「ええと、お父さんは、ちょっと……」

　その質問に言葉を濁にごそうとした瞬間、犬飼さんの背後から甲かん高だかい声が上がった。

「パパは入院してるの!!」

　驚いて犬飼さんと二人、声のした方に目を向ければ。

「弥生やよい!?」

　短い髪かみを頭頂部付近で二つにくくった少女……つまりは妹の本田弥生が、やけに自信満々な顔でこちらを見つめていた。

「モジャ毛！　いらっしゃいませ！」

「う、うん、こんにちは、弥生ちゃん」

　突とつ如じよ現れた弥生に対し、犬飼さんも少し驚いた様子を見せる。

「こ、こら、駄だ目めでしょ、モジャ毛なんて呼んじゃ」

「だってモジャモジャしてるよ？」

　それはそうだけど。

「ハハ、いいんだよ。いつか弥生ちゃんにもこのアフロの良さが分かる日が来るさ」

「……そうでしょうか？」

　それはそれでどうだろう。

「でも、親父さんが入院してるって本当？　何かあったのかい？」

「そんな大したことでは無いんです。ただ、ちょっと階段で転んで顔から落ちちゃっただけで」

「あれ、確かこの前もそんなこと言ってなかったっけ？」

「そ、そうでしたっけ？」

　しまった、ごまかしのバリエーションをもっと考えておくべきだった。

「違うよお姉ちゃん、パパはママの左フックでなぎゅ」

「それ以上はいけない」

　急いで背後に回りこみ、弥生の口を塞ふさぐ。

「い、犬飼さん。そう言えば、良さそうな本を見つけたんですよ！」

「良さそうな本？」

「はい、アフロ関係の本なんですけど」

「ほほう、どんな本だい？」

『アフロ』という単語に犬飼さんの目がキラリと光る。よし、アフロ的にごまかせた。

「ええ、来月発売する本なんですけど。何でも、アフロを上手に成形する際のハサミの入れ方について詳しく考こう察さつされてるそうで……」

「ハ、ハサミ!?」

「え？　……はい、ハサミですけど」

「そそそ、それは、止やめてててて、おこうかなななな」

　何かに怯おびえるかのように周囲を窺うかがいながら答える犬飼さん。何だか急に顔色が悪くなったような気がするけれど。

「そうですか、それじゃあもう一冊。こっちはアフロのガイコツがハサミを持った海かい賊ぞくと戦う……」

「きゅ、急用を思い出した！　桜ちゃん、今日はこの辺で！」

　私の言葉が終わらないうち、犬飼さんは早口でまくしたてる。

「えっ？」

　そして自動ドアが開ききるのも待たずに一いち目もく散さんに外へ駆け出して行った。

　いきなりの事態に『ありがとうございました』を言うのも忘れてしまった。自動ドアに取り付けた鈴の音だけが店内に寂しく響く。

「あ、お釣つり、まだ渡してなかったのに。それにポイントカードも」

　まあ、来週の『アフロマガジン』の発売日にはまた来てくれるだろう。その時に渡せばいいかな。

「モガモガ」

「ん？」

「モガモガモガ」

　と、近くで何かくぐもったような音。

　その方向を見れば、弥生が恨うらめしそうな目でこちらを見上げている。あ、忘れてた。

「ぷはぁ」

　手を離すと、ケホッ、ケホッと小さく咳せき込こむ弥生。

「ご、ごめん弥生、苦しかった？」

「酷ひどいよお姉ちゃん！」

　両手を振り上げながら、弥生は非難の声をあげる。

「ごめんね。でも、弥生がいけないんだよ、お姉ちゃんとの約束を破ろうとするんだもん」

「約束って、パパとママのこと？」

「そう、お母さんの左フックを顎あご先さきに喰くらったせいでお父さんが入院した事は、他の人には言わないって約束したでしょ？」

「そうだったっけ？」

　脳が揺れているのが外側からでも分かったよ。

「でも、お姉ちゃん、パパとママは仲が良いんだよね？」

「もちろん。うちのお父さんとお母さんほど仲が良い二人なんてそういないんだから」

「じゃあ、何でいつもパパは傷だらけなの？」

　……なんて答えたら良いんだろうか。

「ねえ、何で？」

　弥生の健全な成長の為ためには、あまり下へ手たなことは言えない。

「うーん、それはね、弥生がもう少し大人になったら分かるんだよ」

「本当に？」

「だからね。今は、分からなくてもいいの」

「ふーん」

　むしろ、一生分からなくてもいいと思う。

　別にお父さんとお母さんが何をしようと構わないんだけど、お客さんの前でやるのは控ひかえて欲しかった。気の弱いお客さんが来なくなってしまったらどうするんだ。

　弥生は私の腕の中から抜け出すと、レジカウンターの前に一歩踏み出す。

「ねえ、お姉ちゃん、見て見て」

　そしてステップを踏みながら両手を広げてくるりと一回転。その拍子にピンク色のエプロンの端がふわりと舞った。

「あれ、どうしたのそのエプロン」

　ピンク色のエプロンの胸元には、平仮名で大きく『やよい』と書かれている。

「パパが作ってくれたんだよ！　やよい似に合あってる？　可か愛わいい？」

　お父さん、病院のベッドで何かこそこそ作ってると思ったら。

「うん、似合ってるよ。可愛い可愛い」

「えへへー」

　頭を撫なでてやると、照れたように上うわ目め遣づかいの瞳ひとみで見つめてくる。可愛い。

「ねえお姉ちゃん。やよい、本屋さんみたい？」

「うん、本屋さんみたいだよ」

「本当に!?」

「本当だよ。弥生はどこからどう見ても立りつ派ぱな本屋さんだね」

「やった！　じゃあやよいもお店のお手伝いができるね！」

「え？」

　どういうことかな？

「パパがね、言ってたんだよ。お姉ちゃんが良いって言ったら、やよいもお店のお手伝いしても良いって」

　お父さんめ、何てことを……。

「……駄目？」

　そんな泣きそうな顔で見つめられたら嫌とは言えない。私も弥生には弱いんだ。

　まあ、主な仕事は午前中に済んでいるし、午後は大きな予定も無い。やることと言ったら店番くらいだ。それぐらいなら大丈夫、かな。

「うん、じゃあ今日は一緒に頑がん張ばろうね」

「やったあ」

　私は弥生の頭上に右の手のひらをかざし、弥生はそこに向けてハイタッチ。

「やよい、頑張るよ！　やよいが来たからにはもうパパの出番なんか無いんだから！」

　遠くでお父さんが泣いているような気がした。




　本田書店のピンク色のエプロンに身を包み、二人並んでレジに立つ。

　隣に立っている弥生は、きらきらと期待に目を輝かせている。お手伝いを出来るのが嬉しくてしょうがないというような顔だ。思わず昔の自分を思い出してしまう。私もお父さんのお手伝いができるってだけで嬉しかったっけ。でも実際にやってみるとそんな楽しいことではないんだよね。店番って、そこまでドラマチックではないし。

　とはいえ、せっかくテンションが上がっている所に水を差したくはない。何か、弥生が満足できるようなことがあればいいんだけど。

　そんなことを考えていると、またもや店内に鈴の音が響いた。

「いらっしゃいませ！」

「い、いらっさいませ！」

　反射的に声を上げた私に続くように弥生も声を上げる。二重奏になった『いらっしゃいませ』が鈴の音に負けずに店内に響き渡った。

　さてさて、どんなお客さんが来たのだろうか。




　一人目　裏のお婆ばあちゃん　トメさん

「あらあらあら、弥生ちゃん今日はお姉ちゃんのお手伝い？　偉えらいわねえ、お菓か子し食べる？　美お味いしいのよこのお饅まん頭じゆう。桜ちゃんもどう？　あら、そう？　じゃあいくつか置いていくからお仕事終わったら食べてね。このお饅頭本当に美味しいんだから。え、買い物？　……あら、いけない。そう、今日はお爺じいさんに頼まれた本を買いに来たのよ。ええと、何だったかしら、確か紙に書いてきたんだけど。あ、これよこれ、この紙。うーん、駄目ね、老ろう眼がん鏡きようを家に忘れちゃって文字が読めないわ。桜ちゃん、この本なんだけどお願いできるかしら。ああ、見せなくても良いわ。お爺さんってば、あんまり私には知られたくないようだったから。でも、それなら自分で買いに来れば良いのに。全く困った人よね」

　購入　『萌もえる大正ロマン　～ときめき思ひ出～』




　二人目　白地に黒のストライプの入ったスーツの女性

「あのー、ちょっと本を探してまして。えっとタイトルは『上手な罵ののしられ方』っていうんですけど……あ、それです！　そのくすんだ紫色の本！　良かったぁ、友人から凄い勧められたんですけど、近所の書店では見つからなかったんですよ。ここに置いてあって良かった。お陰で次の教団Ｍの集会には間に合いそうですよぅ。あ、領収書を頂けますか。はい、書籍代で……宛あて名なは書しよ林りん社しやです。そうです、あの出版社の書林社です、ありがとうございます。……ところで来月発売の『上手な吊つるされ方』は入荷しますか？　そうですか、だったらそれも先生のところに来るついでに買っちゃおうかなあ。あ、予約って出来ます？」

　購入　『上手な罵られ方』

　予約　『上手な吊るされ方』




　三人目　ハンチング帽ぼうを被かぶった妙な髪型の美少女

「こんにちは店員さん。一つ教えて欲しいんだけど、今週発売の漫まん画が雑ざつ誌しの中で一番文字数が多そうなのはどれかな？　できればフォントのデザインにバリエーションがあるのが良いんだけど……なるほどこれか。うん、確かに良さそうだ、それじゃあこれを一冊貰おうかな。ああ、別に何か変なことに使うわけじゃないんだ、ただ一昔前みたいな予告状を作るのにはどんなのがいいのかなあと思ってさ。良くテレビドラマとかで出てくる雑誌の写しや植しよくを切った貼はったして作るアレだよアレ。まあ、今緊きん急きゆうに必要というわけではないんだけどね。将来的にはそういうことにもチャレンジしようと思っているんだよ」

　購入　『月刊コミックハウス　三月号』




　四人目　マッスルトレーナー　宗むな像かたさん

「やあ桜ちゃん！　今日も良い筋肉してるかい！　おや今日は弥生ちゃんもいるじゃないか！　ハハハそんなに嫌そうな顔をしないでくれよ！　ナイスマッスル！　桜ちゃん、頼んでいた本は届いてるかな？　……おお、それだよ、それ！　今月の『ハッスルマッスル』は大だい胸きよう筋きんの特集なんだよね。どれどれ。うん、やっぱりサイドチェストはこの角度が一番大胸筋の厚みが強調されて美しいなぁ。どうだい、桜ちゃんも弥生ちゃんもそう思うだろう？　うん、そうだろうそうだろう、躍動感があふれているよね！　よし、じゃあこれ全部貰おう！　え、何でそんなに沢山買うのかって？　おかしなことを聞くなあ。たった一冊じゃあ部屋ごとに置けないじゃないか！」

　購入　『ハッスルマッスル三月号』　一〇冊




　五人目　ハンチング帽を被った妙な髪型の美少女

「ちょっとアナタ、今私がここに来なかった!?　え、さっき来た？　バカ、それが怪かい盗とう二に面めん相そうよ！　くそ、まだ遠くには行っていないはず。探すわよ、あいつをどうにかして見つけないと、胸を張ってフランスに帰れないんだから!!　邪じや魔ましたわね!!」

　購入　無し




「……何だったんだろう、今のお客さん」

　怪盗二面相って、あの新稲葉七なな不ふ思し議ぎのかな。本当に実在したんだ。

「ねえ、お姉ちゃん」

　と、弥生が私のエプロンの裾すそをくいくい引っ張ってくる。

「ん、どうしたの？」

「飽あきちゃった。お店番って退たい屈くつだね」

「えぇ!?」

　ちょっと早くないか。我が妹ながら飽きっぽさが酷い。今日は随ずい分ぶんと濃こいお客さんが続いて、退屈する暇ひまも無かったと思うんだけどなあ。

　まあ、弥生にじっとしてろって言う方が無理だよね。

「うーん、それじゃあ、表のお掃そう除じをしてきて貰おうかな」

「お掃除？」

「そう。外に出たところに箒ほうきとチリトリが置いてあるから、お店の前を掃はいて来てくれる？　弥生なら一人でも出来るよね？」

「うん、分かった！」

　弥生は満面の笑みを浮かべ、大きく返事を一つ。

　そして、そのまま外へ向かって飛び出そうとして。

「きゃうっ！」

　丁ちよう度ど入ってきたお客さんとぶつかって、そのまま床に尻しり餅もちをついた。

　慌あわててレジカウンターを飛び出し、弥生に駆け寄る。

「弥生、大丈夫？」

　急いで助け起こし、ぶつかった相手に謝あやまろうと振り向くと。

「!?」

　そこに立っていたのは、やけに白っぽい女性だった。




　全身をすっぽり包んだ高級そうな白いコートに、白いヒールと、上から下まで純白の服装。立てたコートの襟えりと白い眼鏡めがねで顔を半分以上隠してはいるが、その奥からは西洋人形のように整った顔立ちと強い視線が見て取れる。腰まで伸びた透すき通とおるような金髪が、店内の照明を浴びてキラキラと輝いている。

　いや、それはいいとして、ちょっと待って欲しい。

　この人、何でポージングを決めてるの？

　天使のように大きく腕を広げ、やけに腰の入った体勢のままで固まっている。

　自動ドア前のスペースが、まるでスポットライトの当てられたステージ上のように。実に見事なポージングを決めているのだ。こんなポーズが表紙の漫画、見たことがある。

　一見珍ちん妙みような様子ではあるが、しかしこれがまた、驚くほど様さまになっている。まるで、この白い女性がそこに立っているだけで世界が変わるような。全身から放たれるオーラに圧倒され、あふれ出るカリスマ性に目が釘くぎ付づけになる。

　その女性を前にして、私は時が過ぎるのを忘れて見入ってしまっていた。




　そして、きっかり十秒後。

　白い女性はポージングを解き、店の外に目を向ける。すると、それが合図であったかのように、サングラスをかけた禿とく頭とうの黒服が現れた。

　黒服の男性は天てん井じように頭が届くかというほど背が高い。照明が遮さえぎられ、店内が一時的に薄暗くなる。

「……忘れ物だ。外ではこれを被れと言ってるだろう」

　黒服の巨人はそう言って、白い女性に白い帽子を差し出した。

「…………」

　白い女性は帽子を無言で受け取ると、しぶしぶといった様子でそれを被る。金髪が隠れると、ちょっとだけ女性が放つオーラとカリスマ性が薄れた気がした。

　そしてまたも黒服に無言で目め配くばせしたかと思うと、一人ズカズカと店の奥へと踏み込んでいく。その様はまるでここが自分の家の中でもあるかの様。一切迷うことなく、我が物顔で店の奥の本棚を見回している。

「なあ」

「え、はい？」

　急きゆう遽きよ現れた異質な二人の存在に茫ぼう然ぜん自じ失しつしていた私に、黒服の巨人が頭上から声をかけてくる。驚いて返事が裏返ってしまった。

「秋山忍の本は、そこに置いてある分だけか？」

「は、はい、そこの平ひら台だいに置いてある分だけです」

　秋山忍。

　ここ数年にわたり、文ぶん壇だんを賑にぎわせている人気作家の一人だ。その作風は多た岐きにわたり、ファンも老若男女問わず多数存在している。覆ふく面めん作家として知られており、その正体の一いつ切さいが謎なぞに包まれているのも人気を博はくしている要因の一つと言われている。

　ちなみに、秋山忍の著作は極度に分厚いことで知られており、本棚を圧迫するのでうちでは平台に積んで置いている。

「じゃあ、姫ひめ萩はぎ紅葉もみじの本は？」

　姫萩紅葉。

　秋山忍と並び称される、人気作家の一人。ある種の芸術とすら称されるその筆ひつ致ちは、老年層にファンが多く、姫萩紅葉自身も自分の著作のことを『芸術』と語っていることから、出版業界以外の各界からも多くの注目を集めている。

「それも、そこに並んでいるだけです、お求めですか？」

「ああ、貰っていく」

「はい、どちらをお求めでしょうか？」

「全部だ」

「かしこまりました……って全部!?」

「そう、全部だ。そこに並んでいる秋山忍と姫萩紅葉の本、全すべて貰っていこう」

　売る側としてはありがたいけれど。話題の作家ということで、うちでもそれなりの量を仕入れているから、全部となると凄い量だぞ。

「で、では、本は郵送されますか？」

「いや、このまま持って帰る」

「え、でも、かなりの量になりますよ？」

「問題無い、人手は用意してある」

　黒服の巨人が入り口付近に目配せすると、大きめの段ボール箱を抱えた黒服サングラスが店内に現れた。

　え、何かのオフ会？

「よし、始めてくれ」

　黒服の巨人がそう言うと、新たに現れた黒服はテキパキと段ボール箱の中に本を並べていく。

「支払いはカードで頼む」

「か、かしこまりました」

　黒服の巨人は懐ふところからクレジットカードを取り出して渡してくる。

　不思議なことが沢たく山さんあるお客様。それ以上何か口を出そうとしても、こちらを射い貫ぬくような強い視線の前に、何も言うことができなかった。




　黒服が段ボール箱に本を詰めている間、白い女性は、秋山忍・姫萩紅葉と共に平台に置かれていた秋あき月づきマキシの本をじっと見つめていた。

　秋月マキシ。

　先の二人と並ぶ人気作家の一人。現役アイドルと作家という一風変わった二足のわらじを履はいている作家で、世間ではアイドル作家とも呼ばれている。秋月マキシ自身もメディアへの露ろ出しゆつが激しく、特に若年層にファンが多い。

　秋山忍。

　姫萩紅葉。

　秋月マキシ。

　三者三様、それぞれの作風と才能を持つ作家達。

　この三人の人気作家達を中心に、現在の文壇が回っていると言われているとか。

「あの、そちらもお買い求めですか？」

「…………」

　しかし、白い女性は何も答えず、またも黒服の巨人に目配せする。















「いや、結構だ」

「そ、そうですか」

　随分熱心に見つめていたように思ったんだけど。

「秋月マキシの本なら沢山あるからな」

「はあ、そうですか」

　……ファン、なのかな？




　ダンボール箱に全ての本を詰め終えると、白い女性と黒服達は去っていった。

　去り際に白い女性がまたもポージングを決めて、黒服が『隠れる気あるのか？』と呆あきれて止めていたけど、あの人達は結局なんだったのか。

　見た目の奇抜っぷりもそうだけど。一度にあんなに沢山の本を買うというのもまた、奇抜な光景だった。あんなに沢山の本をどうするんだろう。しかも秋山忍と姫萩紅葉の本だけなんて、どういう読み方をするのか。

「今の金髪のお姉ちゃん、すごい綺き麗れいだったね！」

　弥生が興こう奮ふん気ぎ味みに目を輝かせる。うん、確かに綺麗だった。綺麗だったけど、何と言うか、極端な人だなあという印象だけが残ったような。

「まるでアイドルみたい！」

「そうだね、実際にアイドルが目の前に現れたらあんな感じなのかもね」

「それに一緒にいた黒いハゲ！　やよい、あんな背の高いハゲ初めて見たよ！」

　こら、口が悪いぞ妹よ。

「弥生、あれはハゲじゃないよ。スキンヘッドって言ってね、ちゃんとしたファッションなんだよ」

「そうなの？」

「うん、たぶん、きっと……ってあれ？」

　弥生はいつの間にか、一匹の犬を抱えていた。

「……えっと、クロ？」

　黒い毛に、四し肢しと耳の先が茶色くマーキングされたミニチュアダックスフンド。弥生が『クロ！　クロ！』と連れん呼こするせいで、我が家ではすっかり『クロ』という呼び名が定着してしまっている。それほど黒くないのに。

「あのね弥生、その子、どうしたの？」

「キャッチしたの！」

　そんな景品みたいに言われても。

「ゲットしたの！」

「いや、ゲットしたら駄目だよね……」

「さっき、ツルッパゲが出て行く時に、ドアの前にいたから捕まえたんだよ！」

　……いつの間に。

　見ればクロは、弥生の拘こう束そくから逃れようとジタバタもがいている。いつも背負っている小さなリュックサックが、一緒になって揺れていた。

　そういえば、今日はまだ来てなかったね。

「ほら、弥生。クロはきっとお買い物に来たんだよ。放してあげて」

「えー」

　不満そうな顔をしながらも弥生が手を離すと、クロは地面に降り立ち、慌てるような仕し草ぐさで一目散に本棚の陰に隠れた。

　無理もない。

「ほらクロ、出ておいで。本買いに来たんでしょ？」

　そう呼びかけるとクロはゆっくりと歩いて来る。私はクロのそばに腰を下ろし、いつものようにリュックサックから本のタイトルが書かれた紙とポイントカードを取り出す。そこに書かれたタイトルは『剣の開かい拓たく者しや達』。うん、今日発売の新刊だ。ちゃんと用意してある。

「いつもありがとう。ちょっとだけ待っててね」

　そうクロに声をかけて、あらかじめ用意してあった本をレジの下から取り出した。

「はい、じゃあ今日は一冊だけね、お買い上げありがとうございます」

　リュックサックの中にあった代金分のお金を取り出し、代わりに本とポイントカードを入れる。その間、クロはじっとこちらを見つめたままで座っていた。

　待ちきれない、というようなその様子。

　相変わらず、言葉が分かっているかのような反応を見せる子だ。

　これは飼い主である夏なつ野のさんの教育がいいのか、それともこの子が単純に頭がいいのか。今度夏野さんにどんなしつけをしているのか聞いてみようかな。

「ご苦労様。じゃあ夏野さんによろしくね」

　入り口へと移動して、自動ドアを開けてあげる。我が店の古くなった自動ドア、クロの小さな身体からだでは上う手まく反応しないのだ。

「……あれ、どうしたの？」

　しかし、自動ドアが開いてもクロはその場に座り込んだまま、全く動こうとしない。いつものクロならドアが開くのも待ちきれない、という様な勢いで飛び出して行くのに。

「クロ、お家に帰らないの？」

　そう声をかけると、一度立ち上がってのろのろと三歩進む。しかしすぐに三歩戻って、先程と同じ場所に腰を下ろす。家に帰りたくない、と全身で表現するようなその様子は、やっぱりどこか人間めいていると思う。

　でも何だろう、ひょっとして家出だろうか？　夏野さんと喧けん嘩かでもしたの？

「きっとクロもうちのお手伝いがしたいんだよ！」

　弥生はクロの様子を見て元気良く声を上げる。

「ね、クロそうだよね？　一緒にお手伝いしようよー」

　そう言いながら両手をワキワキさせてクロに近寄っていく弥生。それを見たクロは恐怖の表情を浮かべ、再度奥の本棚へと隠れてしまう。これも何だか、お馴な染じみの光景って感じだ。

「こら弥生、クロを苛いじめないの！」

「えー、苛めてないもん」

　クロは本棚の陰からこちらをじっと見つめている。隠れているつもりかもしれないが、半分以上身体が見えているせいでバレバレだ。

　さて、どうしよう。

　まあ、基本的には大人しい犬だし、粗そ相そうをするようなことも無いだろう。帰りたくないのならしばらくはうちに置いておいても問題ないかな。

「クロ、放り出したりしないからこっちおいで。そんなところにいたらお客さんに踏ふみ潰つぶされちゃうよ。ほら、一緒にお店番しよう」

「やった！　クロも一緒だ！」

　喜びの声をあげる弥生にやや怯えを見せながらも、クロが本棚の陰から出て来た。

　そうして、まるで慣れているかのように、レジの横に立つ。

　さて店番再開だ。




　自動ドアが開き、鈴の音が店内に響く。

「いらっしゃいませ……って、映は見み？」

　現れたのは、高校のクラスメートである大おお澤さわ映見だった。

「こ、こんにちは」

　映見は挨あい拶さつを返すと、店内に入って来ずにそのまま所しよ在ざい無なさげに自動ドアの前に立っている。

「今日はどうしたの？」

「うん……ちょっと、この近くに用事があって」

「へえ、そうなんだ。あ、見て見て。映見の本、『蛍けい星せい恋話』、バッチリ目立つところに並べてあるんだよ。お客さん達にも評判いいんだから」

「そう……ありがと……」

　映見はなおも自動ドアの前から動かず、首を伸ばして自分の本が並んでいる店内を覗のぞいている。怪しい。

「……映見、何で中に入らないの？」

「え、だって私なんかが中に入ったら、トラップが発動しちゃうから」

　この子はうちを何だと思っているんだ。

「発動なんかしないよ。第一、普通の書店にどんなトラップがあるっていうの？」

「それは……不ふ審しん者しや撃げき退たい用の……」

　自分が不審者だという自覚があるんだね。まあ、確かに映見はどうにも、挙きよ動どう不審なところがあるから。不審者と言えば不審者なんだろうけど、しかし言う程不審じゃないよ。軽度の不審者だよ。軽度で済むのかなそれは。

　と、弥生も映見に気が付いた。

「あ、映見お姉ちゃん、こんにちは！」

「うん、こんにちは、弥生ちゃん」

　弥生は笑みを浮かべて映見の前に立つと、両手に抱いたクロを掲かかげてみせる。

「ねえ見て見て、クロだよ、ほら！」

「ん……えっと、あれ、和……」

『ワンッ!!』

　映見が何かを言おうとした瞬間、それを遮さえぎるかのようにクロが大きく吠ほえた。

　滅めつ多たに吠えないクロの鳴き声が店内に響く。

「わわっ」

　驚いてクロを取り落としそうになった弥生の両手を、映見が優しく支えた。

　そして、映見にしては珍しく、速い口調で。

「君、クロって名前なの？」

　そう、クロに視線を合わせて問いかける。普段の映見が見せない顔。何らかの答えが返って来るのだと、そう信じるような真剣さで。

　しかしクロは犬だから、黙もくして語らない。

　それでも、何かを言おうとしているように見えるのは、私の気のせいだろうか。

　映見はしばらくそうしていたが、不意にクロの顔から視線を逸そらし。

「……そう、そうなんだ。よろしくね、クロ」

　クロの頭を優しく撫でながら、そう告げた。

「ねえねえ、今の何？」

「ん、ちょっとね、クロのお名前を聞いて、みたの」

「映見お姉ちゃん、ひょっとしてクロと喋しやべれるの!?」

「……ううん、喋れないよ」

　映見とクロとのやり取りをみてテンションが上がった弥生に対して、映見は何だか元気が無いような返事をする。

　そして、こちらを見て。

「桜、ちょっといい、かな？」

「うん？」

「本当はね、今日は桜に話があって来たの」

「え、何？」

　映見はチラリと、弥生とクロの方を見る。

「出来れば、二人で話したい、な」

「そうなの？　それじゃあ外に行こうか。ねえ弥生、お姉ちゃんちょっと映見お姉ちゃんと外で話してくるから少しだけ一人でお店番しててね」

「うん、分かった！　大丈夫、クロもいるもん！」

「クロのこと、苛めちゃ駄目だよ？」

「うん大丈夫、苛めないよ！　ちょっとマッサージするだけだもん」

　弥生の手が、逃げようとしているクロを捕える。

　店を出た私達の背後、何やら悲痛な鳴き声がしたのは、多分気のせいだろう。




　映見と二人、外に出る。

　弥生一人だけをお店に残すのはちょっと心配だけど、少しぐらいは大丈夫だろう。クロもいることだしね。犬に任せるというのも変な気がするけど、クロがいれば何とかなるような気がするから不思議だ。

　しかし、話って何だろう。

　前を行く映見の背中には、普段感じないような迫力が宿っている。今日の映見は、何だかいつもと違う。普段のネガティブなオーラも、今日は薄らいでいるようで。

　やがて振り向いた映見の表情は、やっぱり普段と違う真剣なもの。

「私ね、桜に言わなくちゃいけないことがある、の」

「うん」

「私、私ね」

「うん」

　映見は一瞬躊ちゆう躇ちよしたような様子を見せるも、次の瞬間意を決したように。

「ええと、私、作家になる！」

　そう、言い放った。

「……ん？」

　この子は一体何を言っているのだろう。

　私の記憶が確かならば、映見は大手出版社である平へい安あん堂どうの新人賞を受賞し、先月デビュー作が発売されている。うちのお店でも何冊も入荷しているし、実際に販売しているのだから夢でも幻でもドッキリでもない。

　つまり、映見はとっくに作家の筈はずなのだ。

　訳あって正体を隠してはいるが、現役女子高生作家なのだ。

　それが『作家になる』って、どういうこと？

　それとも私が聞き間違えたのか……サッカーになる、みたいな？　駄目か、それだと余計意味が分からないや。まさかボールになって蹴けられたい訳じゃないだろうし。

「あ、あれ？」

　私の混乱が伝わったのだろう。映見は自分が発した言葉を再確認する。物理的に、カンニングペーパーで。その癖くせ、まだ治っていなかったんだ。

「作家になる？　うん、そうだ、作家になる、でいい筈だよ。念の為にこうやって書いたもん。うん、間違いないよ。あれ、桜、私何か変なこと言ってる？」

「……そうだね、割と変なこと言っているね。だって、映見はもう作家なんじゃないの？　この間、デビューしたんでしょ？」

「あ、違うの。確かにもうデビューして、だから、きっと、作家なんだけど。でも、もう一回ね、作家としてやり直そうって思って、ええっと」

「ごめん、よく分からない。何が違うの？」

「うぅ……」

　映見は頭を抱えてうずくまる。

　私の理解力が足りないのだろうか。わざわざ会いに来てまで、映見が伝えたかったこと。それはきっと、大切なことなんだろうけど。伝わらなければ意味が無い。

　映見はふらふらと立ち上がって。

「……死のう」

「死んじゃ駄目!!」

　ああ、そう言えばこんな癖もあった！

「だって、桜に伝えられないのは、私の言葉が足りないから。だから、こうなったら、後は遺い書しよにして死後に伝えるしかないよ」

「生前に教えてよ！　死んでから言われてもきっと困るから!!」

「大丈夫、遺産も、ちゃんと分けるから」

「要いらないよ！　そんなの映見から貰いたくないよ！　だから死なないで！」

　涙目になりながら、懐から紙と万年筆を取り出そうとする映見。私も泣きたい気分だ。最近しっかりして来たように思っていたけれど、この子、根本的に変わっていない。

　しばらくなだめていると、ようやく映見は落ち着いた。

「ええと、何だかよくは分からないけど、何か決めたことがあるんだね」

「……うん」

「それは、映見にとって、とても大事なことなんだね」

「……うん、そう」

「そう、よかったね。だったら、私はそれを応おう援えんするよ」

「……うん。ありが、とう」

　やっぱり何が言いたいのかはいまいち分からないけれど。それでも、友達が何かを決意して、それを成なし遂とげたいと思うのなら。私は、その力になってあげたいと思うから。

「あれ、でも何で私に、それを伝えに来たの？」

　電話とかでも構わないと思うんだけど。

「だって桜は、友達だもん」

　この子ってば、嬉しいことを言ってくれる。

「そうだね、私達は親友だもんね」

「…………ぇ？」

　何その反応。

「え、親友じゃなかったの!?」

　結構ショックなんだけど。この感情、とんだ一方通行だったのかしら。

　私の恨みがましい視線に気付いたのか、映見が慌てる。

「ち、違う、親友だよ、親友だよ。ただ、その。ちょっとだけ」

「どうせ『私なんかが親友を名乗ったら桜に迷めい惑わくがかかる』とか何とか、思っていたんでしょう」

「う、ううう」

　図星らしかった。

「まったく、迷惑な訳無いでしょ。親友だよ私達は。今までも、これからもね」

「うん、そうだね」

　映見は目尻に浮かんだ涙を拭ぬぐいながら、その透き通った視線のままで。

「……ねえ桜、和かず人ひと君のこと覚えてる、よね？」

　そんなことを、言い出した。

　急にその名前を出されて、感じたのは戸と惑まどいと、悲しみ。

「……うん、もちろん」

　和人君。

　春はる海み和人。

　その名前を忘れる訳が無い。

　それは私にとって、そして映見にとっても、大事な人の名前。

　二年前のあの日、私を助けてくれた人の名前。

　そして去年の八月、何も言わずに唐とう突とつに、私達の前から去っていった人の名前だ。

　忘れられる名前ではなく。

　しかし、忘れてしまうしかない名前でもある。

　何な故ぜなら、彼はもう。決して、戻ることは無いのだから。

「……急にどうしたの？　春海君がどうかしたの？」

　私の問いに、映見は真剣な顔つきで答える。

　何かを吐き出すように。

「ねえ桜、もう一度和人君に会いたいって、そう思う？」

「……え？」




　そのまま帰るという映見と別れ、お店に戻る。

　その途上で考える、先程の言葉。映見の質問は、一体どういう意味だったのか。

　春海君はもういない。

　彼に会うことは、二度と出来ない。

　しかし、映見が言うように。もう一度、彼に会えるとして。

　会いたいかと問われれば、それは。

　それは。

「ちょっと！　どういうことなの！」

　没入しかけていた思考が、叫び声で現実へと引き戻される。自動ドアが開いた途と端たんに外まで響いた、その怒ど声せい。

　慌てて店内を見ると、本を抱えた中年女性がレジカウンターに立っている弥生に向かって叫んでいる。

「ちょ、ちょっと、何をしてるんですか？」

「お、お姉ちゃぁん」

　ほとんど泣き出しそうになっている弥生が、私の背後に隠れる。足元ではクロが中年女性に向けて威い嚇かくのうなり声を上げている。今にも飛び掛かりそうだ。何だ、いきなり過ぎて良く分からない。

「な、何があったんですか？」

「ふん、アナタじゃ話にならないわ、あのメタボの店長を呼びなさい」

　中年女性は私の姿を見回すとそう言い捨てた。

「あの、店長は、今外出しています。お話なら私が伺うかがいます」

「うぅ、お姉ちゃん」

　背中からは弥生の泣き声。

「何よ、お客様に対してその目つきは！」

　中年女性がまくし立てる。

「いい、私はここで勧められた本を買ったのよ！　あのメタボが『この本が面白い！　オススメです！』なんて言うからね！　この本を買ったの！　でも読んでみたら全く面白く無いじゃない！　全く何がオススメよ！　最低の本だったわ！　こんな本、お金を払う価値も無い。お金返しなさいよ！」

　クレーマーだ。

　そう認識した瞬間、緊きん張ちようで体が硬くなるのを感じる。

　その中年女性の言葉を聞きながら思い出すのは、二年前の光景。

　今と同じ様に現れたクレーマーに対し、ただ震えていることしか出来なかった私と。それを助けてくれた春海君の、その背中。

　春海和人。

　それは、あの時私を助けてくれた彼の名前で。

　しかし彼はもういない、この世からいなくなってしまった。

　私を助けてくれる彼はもういない。




　沈みかけた気持ちを引き戻そうと下を見て。こちらを見上げている弥生と、今にも飛び掛かりそうになっているクロの姿が目に入った。

　うん、分かっている。

　確かに、私を助けてくれる彼はここにはいない。

　でも彼から受け取った想おもいが、ここにあるのなら。私は、今の私は、大丈夫だから。

　だから、前を向いた。

「ちょっと！　何とか言ったらどうなの？」

「……その本、ちょっとお借りしてよろしいですか？」

　声を潜ひそめ、中年女性の持つ本に手を伸ばす。

「何、お金を返す気になったの？」

　中年女性から本を受け取り見定める。

「秋山忍先生の『四季を愛する人』ですね」

「そうよ、何がオススメよ、全然面白くなかったわ！」

　本を開き、パラパラとページをめくる。

「……はい、分かりました」

　本を閉じ、中年女性に対し視線を向ける。

「お客様の意に沿そわないような本をお勧めしてしまったのは私達の不ふ徳とくの致いたすところです、お詫わびをさせていただきます」

「ふん、分かればいいのよ、分かれば。ほら、早くお金返しなさい！」

「いいえ、それは出来ません」

「はあ？　今お詫びをするって言ったじゃないの！」

「ええ。ですから、今度こそ、お客様の意に沿った本を勧めさせていただきます」

「…………は？」

　中年女性の顔に困こん惑わくの色が浮かぶ。

　それはそうだろう、ここから先の展開、きっと誰もが戸惑うようなもので。

　けれど彼は、そんな道を、恥じることなく選ぶに違いないのだ。

　だから私も、進む。

「お客様の趣味嗜好を把握せずに、不十分なままで本をお勧めしてしまったのは確かに私共のミスです。だから今度こそ、お客様が満足のいく本を勧めさせていただきますとも」

　混乱した様子の中年女性に向けて言い放つ。

「つきましてはお客様。お客様はどんな本がお好きなのか教えていただけますでしょうか？」

「な、何言ってるの？」

「お好きな作者は誰ですか？　お好きなジャンルは何ですか？　和書が良いですか？　洋書が良いですか？　お好きな言語は？　お好きな訳者は？　主人公は男性が良いですか？　女性が良いですか？　お好きな出版社はどこですか？　お好きな発売年はいつですか？　お好きな色は？　お好きなデザインは？　お好きな装そう丁ていは？」

「そ、そんなの知らないわよ！」

「ええ、ですから、お客様の声をお聞かせください。書店員としての知識をフル稼か働どうさせて、お客様にとって最高の本を世界中の本の中から選び出しましょう」

「も、もう何でも良いわ、何でも良いから持ってきなさい！」

「いいえ、そんな中途半端ではいけません。その中途半端さこそが、お客様に不ふ愉ゆ快かいな思いを与える原因になってしまったのですから。では続けましょう、一番ふさわしい一冊が見つかるまで、昼夜を問わず探し続けましょう。お好きな厚さは？　分厚い本がお好きですか？　それとも薄い本がお好きですか？　お好きな紙質は？　私も書店員の端くれ、お客様の好む本を探す、そのお手伝いに労力は惜しみませんとも」

「う、ううう……」

　たじろぐ中年女性に向けて。

『ワンッ!!』

　足元のクロが大きく吠えた。

「ひぃ！」

　中年女性は、驚いた拍子に手に持っていた『四季を愛する人』を床に落とし。

「こ、こんな店、二度と来ないんだからぁぁぁ!!」

　分かりやすい捨すて台詞ぜりふを吐き、そのまま店外に走り出していった。




「お姉ちゃん凄い！　あいつ追っ払っちゃった！」

　弥生は目をキラキラさせ、今にも飛び上がりそうなほど喜んでいる。クロもまた、満足そうに私の足元に腰を下ろした。

　それと同時に胸の奥に不思議な達成感がこみ上げる。

　……春海君、私うまく出来たかな。

　喧けん騒そうも冷めやらぬうち、新たに鈴の音が店内に響いた。

「あ、いらっしゃいませ！」

　来店したのは見知った顔。ウェーブのかかった艶つやのある長い黒髪、上から下まで黒い衣装。クロの飼い主の夏野さんだった。

「こんにちは、夏野さん」

「こんにちは、何か今凄い勢いでここから走り去ってった奴がいたんだけど、何かあったの？」

「いえ、何も無かったですよ」

　そう、何も無かったんだ。

「斬きらなくても良かったのよね？」

「……あの、斬らなくちゃいけない人なんて、普通はいないと思いますけど」

「そう？　なら良いけど……あ、やっぱりここにいたのね」

　ちょっと物ぶつ騒そうな夏野さんの言葉に対し、『見つかっちゃった!?』というような反応を見せるクロ。そういう所も、妙に人間っぽいんだよね。

「このバカ犬、随分探したのよ？」

「あ、ごめんなさい。何だか本を買った後、帰りたくなさそうな顔をしていたものですから、ちょっとだけここにいてもらったんですよ」

「へぇ」

　低めな夏野さんの声と、目を逸らすクロ。

「私の家に居たくないってことかしらね？」

　何だろう、危険な感じがする。

「それで、この犬が何か迷惑をかけなかったかしら」

「とんでもないです！　むしろ助かったくらいで……」

「そうなの？」

　夏野さんは何かを確かめるかのようにクロを見つめている。

「まあ、それならそれで……って、あら」

「どうしました？」

　レジ前の平台を見て夏野さんが首をかしげる。

「ここの平台、いつももっと積んでなかったかしら？」

「あ、何だかドタバタしていて補ほ充じゆうし忘れてました。さっき、秋山忍先生と、姫萩紅葉先生の本を大量に買っていかれたお客さんがいらっしゃったんですよ」

「……珍しいこともあるものね」

「そうなんですよ。そこに積んであった分、全て買っていかれて……あれだけの量を一度に買うなんて凄いですよね。何か緊急の用事でもあったんでしょうか？」

「秋山忍と、あの芸術家気取りの本が、ねぇ」

　何か考え込むようにしている夏野さんだが、その右足のピンヒールのつま先はしっかりと、クロの尻尾しつぽの先を踏み付けていた。

「あの、夏野さん、クロの尻尾、踏んでますよ」

「あ、ああ、いいのよ。こうでもしないとまた逃げ出すから」

　逃げ出す？

　確かに、逃げ出しそうな様子だったけれど。

「せっかくあの子がカレーを作ったっていうのに逃げるなんて、全く酷い犬よね」

「は、はぁ」

　カレーって犬に食べさせてもいいんだっけ。




　再度鈴の音が響く。

　店内に入ってきたのは、明るい色の髪を肩口で切りそろえた可愛い女の子。どこかで見たような気もするけど、どこだったか。

「あ、いたいたー。夏野さーん」

「あら、丁度戻るところよ。脱走した犬も捕まえたからね」

　女の子がぶんぶんと振った手に、夏野さんは右手だけ上げて答える。

「ほら逃犬、帰るわよ」

　そう言って、夏野さんはクロをふん摑づかみ、外へと歩き出す。

　やや不安そうな顔をしつつ、入れ違いに女の子が店内に入って来た。

「どうしたの円まど香か？　帰るわよ？」

「はい、挨拶だけしておこうかと思いまして」

　夏野さんと言葉を交わした女の子が私の目の前に現れる。

「あの、本田桜さんですよね？」

「はい、そうですけど？」

「初めまして、春海円香と申します」

　春海円香……春海って、まさか。

「え、ひょっとして」

「はい、春海和人の妹です！」

　思い出した。確か昔、春海君から写真を見せてもらったことがある。そう言えば、こんな感じの子だったような。しかし似てない兄妹だなぁ。

「生前の兄が色々とお世せ話わになりました！」

　そう深々と頭こうべを垂れる円香ちゃんに対し、こちらも頭を下げる。

「あ、いえ、こちらこそ春海君にはお世話になりまして……」

「来年から私も東ひがし川かわ高校に通うんです！　桜さんの後こう輩はいになりますね！　少し早いですが、よろしくお願いします！」

　その言葉に、夏野さんは呆れたような声をかける。

「気が早いわね、やっと受験が終わっただけで、発表はまだ先でしょ」

「大丈夫ですよ！　絶対受かってますから！」

「えらい自信ね。前の日にはあんなに大騒ぎしてカレー作っていた癖に……」

「絶対に絶対、大丈夫です!!」

　円香ちゃんは大きく胸を張り、自分の未来を高らかに告げる。

「ほら、いい加か減げん帰るわよ」

「桜先輩、それじゃあまた！」

　クロを抱えた夏野さん。それに円香ちゃん。夕焼けが照らす新稲葉の街を、二人と一匹が帰路に着く。それは、まるで仲の良い家族のようにも見えた。

　犬を鷲わし摑づかみにしているのがやや不穏で。

　ハサミを手にしているのが更に不穏だけど。

「カレー沢山食べて下さいね！」

　そんな円香ちゃんの言葉に、夏野さんの足取りが更に不穏になったのは気のせいだろうか。




「ねえ、お姉ちゃん」

　と、エプロンの端を引っ張る弥生。

「ん、どうしたの？」

「お腹なかすいたー」

　時計を見れば、確かにそろそろ夕飯時だ。

　もうすぐお母さんも帰って来るだろう。そうしたら店番を交代して、お買い物に行こうか。

「今日のご飯は何？」

「そうね、今日は頑張ったから弥生の大好きなチキンカレーにしようかな」

「本当!?　わーい！」

「だから、もう少しだけ頑張ろうね」

「うんっ！」




　もうすぐ春を迎える。

　春は出会いと、そして別れの季節。

　出会いと別れを繰くり返かえして、人を取り巻く世界はほんの少しずつ変わっていく。

　私の中の彼への想いも、これから変わっていくのだろうか。それとも変わらないのだろうか。

　彼が残した想いは、私の中でずっとずっと生き続ける。

　たとえ誰かが、不意にいなくなってしまったとしても。残された想いが失われることは、決して無いのだから。




　私はこの場所で、自分に出来ることを続けていこう。

　本が繋ぐ人の縁えんを。

　人が繋ぐ本の縁を。

　私は、いつまでも信じている。








終わり










あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンドはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、犬及びドッグとは異なりますので、あらかじめご了りよう承しようください。




　こんにちは、もしくは初めまして、更さら伊い俊しゆん介すけです。この度たびは『犬とハサミは使いよう　Ｄｏｇ　Ｅａｒｓ　１』をお手に取っていただき誠まことにありがとうございます。少しでも楽しんでいただけたなら、自分の好きな作家さんの本が書店でプッシュされていた時ぐらい嬉うれしいです。

　さてさて本書は短編集ということで、表紙やイラスト等がいつもとは少し違った構成となっております。なので今回はあとがきも少し趣しゆ向こうを変えて『更』と『伊』それぞれのコメントという形で本書収録の各短編について触れていきたいと思います。中にはネタバレとなってしまっているコメントもありますので、本文を読んでからあとがきを読んでいただくことを強くオススメします。ネタバレ駄だ目め。絶対。それではどうぞ。




【雨降って犬固まる】

　更：一巻発売より先に公開された短編だったので実質的には僕達のデビュー作になるお話。本編上では三巻が初登場となる本ほん田だ桜さくらですが、実は既にここで出ていました。夕ゆう陽ひをバックに現れる夏なつ野のさんとか男前過ぎるだろ。

　伊：最初の短編ということで、読み返していて一番心しん臓ぞうに悪かったです。いきなり新キャラを出すだなんて、冒険心に満みち溢あふれていたあの頃の僕らは何ど処こへ行ったのか。




【犬も鳴かずば撃うたれまい】

　更：春はる海みが地雷を踏む→夏野のお仕置きというパターンをポンポンと続けてみたらどうなるかなと考えて書いたお話。春海の悲鳴については『伊』と何案か出し合った上に実際に叫んで選んだ記憶があります。もっと違うところ頑がん張ばれよ俺達。

　伊：割とオーソドックスに犬が酷ひどい目に遭あう話です。そんなオーソドックス具ぐ合あいでこの先大丈夫なのか。




【親しき犬にも礼れい儀ぎあり】

　更：たまには夏野さんにもヒロインっぽいことをさせてあげようと考えて書いたお話。しかし結果的に生まれてしまったのはヒロインではなくゲロインだったので世の中何が起こるか分かりません。鈴すず菜なのとあるセリフは、打ち合わせの帰りの電車の中で担当編集のＡさんが言った『夏野の萌もえは難なん易い度どが高いですから』が基もとになっています。

　伊：コスプレするとか、夏野さんがようやくヒロインらしさを得た回でした。これまでは得てなかったのか。




【犬に刻みて剣を求む】

　更：妹回。とにかく妹だ、妹を出すぞヒャッホウ！　とか考えて書いたお話。僕は未だに一三通り（アニメ版含む）の兄の呼び名をそらで言えます。

　伊：妹登場の話。元々円まど香かのヤンデレ要素は二巻のみで解決するつもりだったので、ここでは普通に良い子になっていますね。良い子は武器を振り回さないが。




【犬追いやすく学成なり難がたし】

　更：原点回帰して春海と夏野の掛け合いだーとか考えて書いたお話。新しん稲いな葉ば七なな不ふ思し議ぎの『死のメニューを出すパスタ屋』のメニューは三巻のカラーイラストをご覧らんあれ。

　伊：テストしたり都市伝説化したりの話。ハサミを持っているだけで悪評が立つだなんて、全く最近の世の中は世せ知ち辛がらいですよね。その世知辛さは平和な社会を作る上で絶対に必要なタイプの世知辛さだが。




【犬振り合うも多た生しようの縁えん】

　更：せっかくの書き下ろしということで更に趣向を変えて春海以外の視点で書いてみたお話。様々なキャラが入れ替わり立ち替わり出てくるのは楽しいです。本書で本田姉妹にもビジュアルが付きましたね。姉の本田桜に至っては表紙イラストにまで進出しちゃったりして、そろそろ誰がヒロインなのか分からなくなってきている今日この頃です。

　伊：せっかくなので色んなキャラを出しつつ、最初の短編ともリンクさせようという話です。ようやくビジュアルが付いた桜さんは実にヒロインらしいヒロインですね。ヒロインらしくないヒロインがどこかにいるみたいな言い草だが。




　短編は本編以上に趣しゆ味み全開の代しろ物ものであるとはいえ、もう少し真っ当なコメントは無かったのでしょうか。誰だよ『あとがきは各短編のコメントで』とか言った奴やつ。

　俺だよ。




　以下、精いっぱいの感謝を込めて謝しや辞じを送らせていただきます。

　担当編集のＡ様。イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様。拙せつ作さくの製作・出版・流通に携たずさわった全すべての皆様。常に支えてくれる家族。友人達。職場の皆様。コミックトレイン様。第一書林様と平安堂書店様。拙作を置いていただいた全国の書店様。そして、今この本をお手に取って下さっている読者の皆様。おかげさまで短編集の発売、そしてなんとなんとドラマＣＤ化まで果たすことができました。これもひとえに応おう援えんしてくださっている皆様のおかげかと存じます。本当にありがとうございます。作者達自身もこれからどう転がっていくのか分からない『犬ハサ』の世界ではありますが、これからも皆様に楽しんでいただけるよう精しよう進じんしていきますので、引き続き応援いただければ嬉しいです。




　ドラマＣＤの内容は円香の東ひがし川かわ高校受験前日に行われた、夏野・円香・鈴菜の三人による料理対決のお話。ドラマＣＤのみの完全オリジナルストーリーでお届けします。発売日等の詳細についてはファミ通文庫の公式サイト『ＦＢｏｎｌｉｎｅ』で随ずい時じ公開。発売直前には視し聴ちよう版ばんなども聴けると思われますので、是非チェックしてくださいませ！




　さて最後に次巻予告。春海和かず人ひとが死んだことに端を発した一連の物語は今巻をもちまして一区切り。次巻からは作家秋あき山やま忍しのぶが色々頑がん張ばる物語となります。書き下ろし短編に登場した凸でこ凹ぼこコンビも大だい活かつ躍やくの予定。作家と読者、奇人と変人達による更なるバカ騒さわぎ、『犬とハサミは使いよう４』は今冬発売予定ですので、少しだけお待ちくださいね。

　それでは、全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。


二〇一一年九月某日　更伊俊介
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